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ルイ祖語の再構にむけて*

藤原 敬介

0は じめ に

本稿ではチベ ッ ト・ビルマ語派ルイ語群 に属す るチャック語、カ ドゥー語 、ガナン

語 を中心に、これ らの言語 に共通す るルイ祖語(Proto-Luish:以 下PLと 略す)を 再構

す ることを 目的とす る。

本稿 の構成 は以下のとお りである。1で はルイ語群について概況 をのべ、先行研 究

についてふれ る。2で はルイ祖語再構の手順 についてのべ る。3で はルイ祖語の頭子

音 をあつ か う。4で はルイ祖語 の母音をあつか う。5で はルイ祖語 の接頭辞 をあつか

う。6で はルイ祖語の声調 をあつか う。7で はルイ祖語 とチャック語 、ルイ祖語 とカ

ドゥー語お よびガナン語 との音対応 についてま とめる。8で は本稿であつかった音対

応 を一覧表にす る。9で 本稿全体をま とめ、今後の課題 についてのべる。附録 として

ルイ語群の分布 をしめした地図をつけた。

1ル イ 語 群 に つ い て

1.1ル イ 語 群 とは

チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派(Tibeto-Bu㎜an)ル イ 語 群(Luish)と は 、 チ ベ ッ ト ・ビル マ

語 派 に 属 す る言 語 の うち 、 チ ャ ッ ク 語(Cak/Sak:バ ン グ ラデ シ ュ ・チ ッタ ゴ ン丘 陵)、

カ ドゥー 語(Kadu:ビ ル マ ・ザ ガ イ ン 管 区)、 ガ ナ ン 語(Ganan:ビ ル マ ・ザ ガ イ ン管

区)、 ア ン ドロ語(Andro:イ ン ド ・マ ニ プ ー ル 州)、 セ ン マ イ 語(Sengmai:イ ン ド ・マ

ニ プ ー ル 州)を ふ くむ 言 語 群 を一 般 的 に は さす 。

ル イ 語 群 に つ い て の は じめ て の 報 告 は 、 管 見 の か ぎ りで は 、 チ ャ ッ ク語 に つ い て74

語 の 基 礎 語 彙 を あ げ たHodgson[1853]を 嗜 矢 とす る注1。 そ の 後 、Houghton[1893]

*主 要 語 句:ル イ 語 群
、 チ ャ ッ ク 語 、 カ ド ゥー 語 、 ガ ナ ン 語 、 チ ベ ッ ト ・ビ ル マ 祖 語 、 比 較

言 語 学 。

注lHodgson[1853:17]はBuchanan[1799:229]に`Thoek'と して 紹 介 され て い る 民 族 が
、

サ ッ ク人(Sak)に ち が い な い とす る。 し か し 、 西 田[1964:15]も 指 摘 す る よ うに 、 「こ

の 言 語 も 上 掲Buchananの 論 文 で す で に紹 介 され 、Thoek語 と称 され て い た が 」 どの よ う

な 言 語 で あ る か は 「実 際 に は よ くわ か っ て い な か っ た 」。 な おBuchanan[1799:229]に

よ る と 、`Thoek'と い う民 族 は バ ン グ ラ 人 か ら は`Chatn'や ℃hat皿1as'と よ ば れ て い た 。

℃hatn'と は チ ャ ッ ク 人(Cak)の こ と で あ り、 ℃hatnmas'と は チ ャ ク マ 人(Chakma)の
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が 、上 ビル マ の カ ドゥー 語 に つ い て 報 告 し、Hodgsonの 資 料 に も とつ い て 、そ の 言 語 の

語 彙 が サ ッ ク語(Sak)と 非 常 に よ くに て い る こ とを 指 摘 した 。G.Brown[1920]も ま

た カ ド ゥー 語 に つ い て 研 究 し 、 カ ド ゥー 人 の 自称 がAsakで あ る と指 摘 し、Houghton

の説 を 支 持 し た 。

一 方 でGrierson[1904:43]は
、Damant[1880]に よ っ て ル イ 語(Looe)注2に 属 す

る と され て い た ア ン ドロ語 、 セ ン マ イ 語 、 チ ャ イ レル 語 注3を ク キ 語 支(Kukish)か ら

独 立 させ 、 メイ テ イ 語(Meithei)の 下 位 言 語 と して ル イ 諸 語(L面languages)に 分 類

して い た 注4。 そ し て 、G.Brown[1920]を うけ て 、Grierson[1921]で は 、 カ ド ゥー

語 の 語 彙 を ル イ 諸 語 の 語 彙 と対 照 させ 、 そ の 類 似 性 を 論 じて い る。 そ の 後Grierson

[1927:77]で は ル イ 諸 語 の み だ しが 「サ ック(ル イ)諸 語 」(Sak(L面)Languages)

とな り、 カ ド ゥー 語 とガ ナ ン語 が 同 列 に あ げ られ て い る注5注6。 こ の よ うに 、Hodgson

こ とで あ る と推 定 され る。 当時 か らチ ャ ック人 とチ ャ クマ人 が同 一視 され て いた こ とが

うかが え る。 なお 、-tnと い う表記 は、 ビル マ語 の緊 喉調 をあ らわす た め に もちい られ る

表記 を転 用 してい る もの と推 定 され る。

注2そ もそ も 「ル イ」とい う名 称 はMcCulloch[1859]で しめ され た ア ン ドロ語
、セ ンマイ 語 、

チ ャイ レル 語(Chairel)な どの言 語 に対 す る総称 で あ る。 さま ざま な研 究で ア ン ドロ語 、

セ ンマ イ語 、チ ャイ レル語 の 資料 と して しめ され る ものは 、実質 的 にはす べ てMcCulloch

[1859]に しめ され た資料 か らのま こび きで あ る。 なおMcCulloch[1859]で は、 「ル イ 」

がLoeeと 表記 され てい る。
注3チ ャイ レル 語 の 資料 と して はMcCulloch[1859]し か な く

、Benedict[1972:7]に よ る

とす で に死語 であ る とい う。
注4イ ン ド ・マ ニプ ール州 に居 住す るルイ 系諸 民族(Lois)の 民族 誌 としてL

.B.Devi[2002]

が あ る。 ここで い うル イ 系諸 民族 とは、主 と してア ン ドロ人 、クル クル 人(Khur㎞ul)、 パ

イ ェ ン人(Phayeng)、 セ ンマイ 人(Se㎞ai)(こ の民族 はBenedict[1972]で はSengmai

と よばれ て お り、そ の名 称 の ほ うが一 般 的 で あ る とお もわれ る。 そ こで 、L.B.Deviで

はSe㎞aiと 表 記 され てい るけれ ども、カ ナ表記 と しては 「セ ンマ イ」 と表記 す る)の 諸

民族 で あ る。 これ らの 民族 の言語 は、民 族名 とお な じ名称 で よばれ る。 そ して、Grierson

[1904]以 来 、ル イ諸 語(Lu1)に 属す る とされ る。 藪[1993]な どによれ ば、ル イ諸語 と

類似 した特 徴 を もつ言 語 群 で あ るル イ語 群(Luish)に はチ ャ ック語 もふ くまれ る。 しか

しL.B.Devi[2002]の 記 述 をみ る かぎ り、ル イ系諸 民族 は現在 で は メイ テ イ語 の方 言 を

は な してい る よ うであ る。RobbinsBurling教 授 によ る と、1999年 にア ン ドロ人 とセ ンマ

イ人 を訪 問 した ところ、メイ テイ語 をは な してい た とい う[vanDriem2001:570;Burling

2003:178]。 なお 、 ア ン ドロ人 の メイ テ イ語 につ い て はL.M.Devi[2002]、 セ ンマ イ人

の メイ テイ語 につ いて はSingh[1988]お よびCh.Ch.Devi[1993]を 参 照。

注5Grierson[1927:77]に よる とガナ ン人 の 自称 は`A -Sak'で あ る("Gananismerelyavariant

ofKadu,anditsspeakersaswellasthoseofKaducallthemselves`A-Sak.'ラ')。 しか しな が

ら、筆 者 の観 察 の 範 囲 で は 、 ガナ ン人 の 自称 は/kgnan/で あ る。/?osa?/と は い わ な い。

/?osa?/を 自称 とす るの はカ ドゥー人 で ある。
注6お な じみ だ しの も とに ダ イ ネ 語(Daingnet)も あ げ られ て い る

。 この 言 語 は バ ン グ ラ
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が チ ャ ッ ク 語 の 資 料 を は じめ て 公 表 し、HoughtonとG.Brownが カ ド ゥー 語 とチ ャ ッ

ク語 の 類 似 性 を 指 摘 し 、Griersonが そ れ ら を さ ら にル イ 諸 語 に ま とめ て 分 類 した 。

Shafbr[1955:104,1966:5]は チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 ビル マ 語 支(Burmic)ル イ 語 群

と し て ア ン ドロ 語 、 セ ン マ イ 語 、 サ ッ ク語 、 カ ドゥー 語 を分 類 した 。Grierson[1904]

と く らべ る と、 チ ャ イ レル 語 が は ず れ 注7、 サ ッ ク 語 が く わ わ っ て い る と こ ろ に 特 徴 が

あ る注8。

Benedict[1972:5]は カ ド ゥー 語 、 ア ン ドロ 語 、 セ ン マ イ 語 をル イ 語 群 と す る 一 方

で 、 これ ら の言 語 が タ マ ン語(Taman)注9と と も に カ チ ン語(Kachin)に き わ め て ち か

い 関 係 に あ る と示 唆 し て い る 。 しか しチ ャ ッ ク 語(サ ッ ク語)の 名 称 は み え な い 。

藪i[1993]はGrierson[1904]、Shafbr[1966]、Benedict[1972]の 見 解 を整 理 し、

ル イ 語 群 を さ ら に 次 の 四種 の 下 位 方 言 に 分 類 した:(1)カ ドゥー 語 、 ガ ナ ン語 、 サ ッ

ク語 、 チ ャ ッ ク語 、(2)ア ン ドロ語 、セ ン マ イ 語 、(3)タ マ ン語 、(4)チ ャ イ レル 語 。

そ して 「こ の 言 語 群 に属 す る言 語 は 、 カ チ ン 語 、 チ ン語 群 の い くつ か の 言 語 、 メ イ テ

イ 語 、 ボ ド ・ナ ガ 語 群 の い くつ か の 言 語 、 そ れ に ビル マ 語 群 と 、 さま ざ ま な 言 語 とっ

な が っ て い る 。 そ も そ も、 カ チ ン語 や メ イ テ イ 語 が 、 チ ベ ッ ト ・ビル マ 諸 語 全 体 の 中

で 、 ま さ に そ うい う位 置 を 占 め て い る の で あ る が 、 こ の 「ル イ 語 群 」 は 、 も う1つ 下

位 の 段 階 に お け る繋 聯 言 語(linklanguage)と 考 え る こ とが で き る」 との べ て い る。

Matisoff(ed.)[1996]は チ ャ ッ ク 語(サ ッ ク 語)を ア ン ドロ 語 、 セ ン マ イ 語 、 カ

ドゥー 語 、チ ャ ク パ 語(Chakpa)、 パ イ ェ ン 語 と と も に チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 ジ ン ポ ー ・

ヌ ン語 支(Jinpho-Nungish)ル イ 語 群 の 言 語 と分 類 して い る 。

Bradley[1997:20]は ル イ 語 群 の 上 位 語 群 と して 東 北 イ ン ド(North-EastIndia)と

い う分 類 を 提 案 して い る 。 こ の 分 類 に はBurling[1983]が 提 唱 した サ ル 語 群(Sal)

に ち な ん で サ ル 語 群 い う名 称 も あ た え られ て い る 注lo。 サ ル の 名 称 は こ の 語 群 に 共 通

語 に よ って 転 詑 した(corrupted)言 語 で あ る と説 明 され て い る。 な お 、チ ャ ッ ク語 で

daiηnai?(ダ イ ネ)と い え ば 、 そ れ は チ ャ クマ 人 の 氏 族 と もい われ る トンチ ュ ンガ 人

(Tangchanghya)の こ とを さす。
注7Grierson[1927:77]も チ ャイ レル 語 をル イ 諸 語 に帰 属 させ て よい か ど うか に は疑 問 を

もって い る。

注8た だ しShafbr[1966:5
,fh.4]に よる と、ル イ語 群 の なか で もサ ック語 は ほかの言 語 とは

こ とな る特徴 を有 して お り、 クキ系 の特 徴 がつ よい とい う。

注9こ の タマ ン語1は
、ネ パ ール で はな され るタマ ン語2(Tamang)と はま った く別 の言語 で

あ る。

注loた だ しBurling[1983]が い うサ ル語 群 は
、ガ ロ語(Garo)に 代 表 され るボ ド系諸 言 語 、

ナ ガ諸語 の うちか らコニ ャク語(Konyak)、 ノクテ語(Nocte)お よび タ ンサ語(Tangsa)、

そ して ジ ンポ ー語 の資 料 に よ る分 類 で あ る。Bradley[1997]は そ こか らサル とい う名 称

をひ きつ ぐ と ともに、本 文 で この あ とのべ る よ うに、対 象言 語 をふや してい る。
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して み られ る*sal「 太 陽 」 とい う語 源 に 由来 す る 。Bradley[1997]に よ るサ ル 語 群 に

は ボ ド ・ガ ロ諸 語(Bodo-Garo)、 ナ ガ 諸 語 、 ク キ ・チ ン 諸 語(Kuki-Chin)、 カ チ ン語 、

ビ ュー 語(Pyu)な どが 属 す る と され て い る 。Bradley[1997:21]は ル イ 語 群 に属 す る

言 語 と して 次 の 四 種 類 を あ げ て い る:(1)カ ド ゥー 語 、 ガ ナ ン 語 、(2)タ マ ン語1、 マ

リ ン語(Malin)、(3)チ ャ ク パ 語 、 パ イ ェ ン語 、 セ ン マ イ 語 、(4)サ ッ ク語 。

Burling[2003:175-178]は か つ て み ず か ら サ ル 語 群 と した 分 類 を 、 ボ ド ・コ ニ ャ

ク ・ジ ン ポ ー 諸 語(Bodo-Konyak-Jinghpaw)と あ ら た め て い る 。 そ して こ の 言 語 群 を

さ ら に 次 の 三 つ に 下 位 分 類 す る:(1)ボ ド ・コ チ 諸 語(Bodo-Koch)、(2)コ ニ ャ ク諸

語(KonyakGroup)、(3)ル イ 語 群 とジ ン ポ ー 語 か ら な る 言 語 群 。 ル イ 語 群 に は サ ッ

ク 語 、 カ ド ゥー 語 、 ア ン ドロ 語 、 セ ン マ イ 語 が あ げ られ て い る。

以 上 み た よ うに 、ル イ 語 群 の 帰 属 を め ぐ っ て は 、 どの 言 語 を く わ え る か 、 どの 語 群 と

関係 が ふ か い か と い う点 に つ い て 、 論 者 に よ り こ ま か い ち が い が あ る 。 た だ し 、 お お

む ね 共 通 す る 見 解 と して は 、 最 初 に の べ た よ うに 、 チ ャ ッ ク 語(サ ック 語)、 カ ド ゥー

語 、 ガ ナ ン 語 、 ア ン ドロ 語 、 セ ン マ イ 語 を ル イ 語 群 の 言 語 とか ん が え て よい 。

以 上 の べ て き た と こ ろ を ま と め る と表1の よ うに な る。

表1ル イ諸語の系統と所属言語

著者 一次分類 二次分類 三次分類 所属言語

Grierson[1904] Kuki-Chin Meithei Lii A,Se,C

Grierson[1927] TB Assam

-Bu㎜ese

Sak(Loi) A,Se,C,K,G

Sak

Daingnet

Shafbr[1955,1966] TB Bu㎜ic Luish A,Se,K

Sak

Benedict[1972] TB Kachin Luish

Taman

A,Se,K

藪[1993] TB Luish lK,G,Sak,Cak

2A,Se

3Taman

4C

Matisoff(ed.)[1996] TB ∫N Luish A,Se,K

Chakpa,Phayeng

Cak/Sak
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著者 一次分類 二次分類 三次分類 所属言語

Burling[1983] TB Sal Lui

Bradley[1997] TB

(NE-lndia)

Sal Luish lK,G

2Taman,†Malin

3†Chakpa,†Phayeng,†Se

4Sak

Burling[2003] TB BKJ Luish

Jingphaw

A,Se,K,Sak

AAndro

KKadu

TBTibeto-Burman

表 中 の 略 号

SeSengmai/SekmaiC

GGananNE-India

∫NJingpho-NungishBKJ

Chairel

North-EastIndia

Bodo-Konyak-Jingphaw

1.2先 行研究

ルイ語群 につ いて の比較言語 学的研究 として は、カ ドゥー語の親族名 称をシャン

語やほかのチベ ッ ト・ビルマ諸語 も視野 にいれて比較 したBenedict[1941(2008):

157-161]を 最初期のもの としてあげることができる。

他方 、ルイ語群その ものについての本格的な研究は、L6fHer[1964]の みである。

L6fHer[1964]は 、チャクマ人(Chakma:バ ングラデシュ ・チ ッタゴン丘陵、イン ド・

アー リア語派)と チ ャック人が本来 はおな じ民族であった とい う説 についてのべ るな

かで、当時 しられていた二次資料およびL6fHer自 身が収集 した資料 をもちいて、サ ッ

ク祖語(Proto-Sakisch:以 下PSと 略す)の 再構 をこころみている注ll。L6fHerはPS

を再構するにあた り、ジンポー語(Jingpho:ビ ルマ ・カチ ン州)や ガ ロ語(Garo:イ ン

ド・メガラヤ州)、 クミ語(Khumi:バ ングラデシュ ・チ ッタゴン丘陵)、 ムル語(Mru:

バ ングラデシュ ・チ ッタゴン丘陵)な ど、ルイ語群以外のチベ ッ ト・ビルマ諸語 もと

りあげ、105語 について検討を くわ えてい る。そ して、ルイ語群 に属す る語例 は一例

しかな くとも、ほかのチベ ッ ト・ビルマ諸語 と同源形式の語があれ ば、サ ック祖語再

構のてがか りとしている。

これ に対 して本稿では、2「 ルイ祖語再構の方法」でのべ るように、原則 としては

チ ャック語、カ ドゥー語、ガナ ン語 とい う三言語 に共通 してみ られ る語彙 を中心にル

イ祖語 を再構 している。つま り、ルイ語群の どれか一言語の語例 について同源形式が

注llL6fHerが い うと ころの サ ック祖 語 は
、再 構 の方 法 が本 稿 とは こ とな るけれ ど も、本稿 で

い うとこ ろのル イ祖 語 とほぼお な じものを さす とみ て よい。
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みつかっただけでは、ほかのチベ ッ ト・ビルマ諸語に同源形式がみつかった として も、

ルイ祖語 とは認定 していない。また、調査対象 の語彙 をL6merよ りもふや している。

その結果、L6fHerが 再構 したPSよ りも多数 のPL形 式 をあげることができている。

L6fHerの ほかにはShafbr[1974:392-399]に ルイ語群の比較をあつかった部分 が

ある。そ こでは100語 程度が比較 されているけれ ども、個々の単語 に対 して祖形 を再

構するのではなく、声母 と韻母ごとに語彙 を対照 している。

Matisoff[2012]は チベ ッ ト・ビルマ語派におけるジンポー語の位置づ けを再考 して

い る。そ して、Sangdong[2012]に よるカ ドゥー語、藤原[2008]に よるチャック語を

お もな資料 として、ジンポー語 とルイ語群の比較 もお こなってい る。 さらにMatisoff

[2012:22-41]に おいてPTBの 韻母 を基準に327組 の同源形式をあげている。ただ

し、PLの 再構 はおこなわれていない。また、かならず しも同源形式 とはいえないもの

もふ くまれている。

2ル イ 祖 語 再 構 の 方 法

2.1対 象言語

ルイ語群に属する言語の うち、現在 も話者がいるのはチャック語、カ ドゥー語、ガナ

ン語 のみである。本稿 でも、この三言語を中心 にルイ祖語の再構 をこころみる注12。た

だ し、ア ン ドロ語やセンマイ語 の語形が記録 されてい るばあいには参照する。L6mer

[1964]に よるサ ック祖語(PS)も 可能なかぎ りあげてお く。ジンポー語や ビルマ語、

チベ ッ ト・ビルマ祖語の形式 も参照す ることがある。

以下に言語 と出典および略号をしるす。

・Cak(C):筆 者 に よ る 一 次 資 料 。

注12こ の 三 言 語 に つ い て は 音 素 を あ げ て お く
。 各 言 語 の 音 韻 論 に つ い て 詳 細 は 藤 原[2008,

2012,2013]を 参 照 。 た だ しチ ャ ッ ク語 の 表 記 に つ い て は 、藤 原[2008]に 二 点 の 変 更 を

く わ え た:(i)母 音 は じ ま りの 音 節 で は 、 音 節 初 頭 に 声 門 閉 鎖 音 を か き くわ え 、(ii)有 気

音 は 右 肩 にhを つ け て あ らわ す こ と に し た 。

Cak/p,ph,b,6,t,th,d,dlc,ch,j,k,kh,g,?,m,n,η,s,∫,h,1,r,}㍉v,w,a,i,i,u,uI,e,o,g/

Kadu/p,ph,t,th,c,ch,k,kh,?,m,n,i,η,s,sh,g,h,1,ヱw,a,i,u,e,ε,o,o,g/

Ganan/p,ph,t,th,c,ch,k,kh,?,m,卑,n,早,i,尊,U,U,s,sh,h,1,弘w,a,i,u,e,ε,o,o,g/

声 調 素 は 以 下 の とお りで あ る 。

Cak:H(:鋭 ア ク セ ン ト)vs.L(無 標)

Kadu:H(:鋭 ア ク セ ン ト)vs.M(無 標)vs.L(:重 ア ク セ ン ト)vs.F(:曲 ア ク セ

ン ト)

Ganan:H(:鋭 ア クセ ン ト)vs.M(無 標)vs.L(:重 ア ク セ ン ト)
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ルイ祖語の再構にむけて

●Kadu(K):筆 者 に よ る一 次 資 料 。

・Ganan(G):筆 者 に よ る 一 次 資 料 。

●Andro(A):McCulloch[1859]に よ る。 声 調 は 記 録 され て い な い 。 表 記 を次

の よ うに 変 更 す る:u→A,ee→1,00→u。 さ ら に 、 語 頭 の 大 文 字 は 小 文 字 で 表

記 す る 。 ま た 、 数 詞 や 動 詞 の 語 例 に つ い て は 、 付 加 語 と推 定 され る 部 分 を 除 外

し て 引 用 す る。 た と え ば 数 詞 に は 類 別 詞 と推 定 され るhaと い う要 素 が 共 通 して

み られ る の で 、ha以 外 の 部 分 を数 詞 そ の も の とみ な して 引 用 す る。

・Sengmai(Se):McCulloch[1859]に よ る。 声 調 は 記 録 され て い な い 。Aと 語

形 が お な じば あ い はA/Seと して 表 記 す る注13。 そ の ほ か 、Aと お な じ原 則 で 表

記 を 変 更 し、 引 用 す る 。

・Jingpho(J):徐 他 編[1983]に み られ る 音 声 表 記 に した が う。

●Jili注14:N.Brown[1837:1033]に よ る 。

・Ma㎜a(M):筆 者 に よ る一 次 資 料 。

・UsoiTripura:筆 者 に よ る 一 次 資 料 。

●Shan:Moeng[1995]に よ る(た だ しSEAIangLibraryShanDictionary注15で ラ

テ ン 文 字 転 写 され た 形 式 か ら の 引 用)。

・SpB(SpokenBurmese):大 里予[2001]を 基 本 とす る。

●WrB(WrittenBu㎜ese):大 野[2001]を 基 本 とす る。 た だ し表 記 は 澤 田[2001]

に よ る。 これ は 綴 字 転 写 で あ る 。{括 弧}で く く る。

・OB(OldBu㎜ese):Nishi[1999]に よ る。 こ れ も綴 字 転 写 で あ る 。{括 弧}

で く く る 。

●PCC(Proto-Central-Chin):VanBik[2009](STEDTDatabase)に よ る。

●PKC(Proto-Kuki-Chin):VanBik[2009](STEDTDatabase)に よ る。

●PL(Proto-Luish):筆 者 に よ る。

注13McCulloch[1859]の 附 録 に あ る語 彙 集 で は`UndroandSengmai'と し て ま と め られ て い

る。 そ し て 掲 載 され て い る語 例 か ら判 断 す る か ぎ りで は 、Sengmaiの 欄 に あ が っ て い る

も の はUndroと 語 形 が こ と な る も の だ け で あ る 。 す な わ ち 、Sengmaiの 欄 に何 も あ が っ

て い な い ば あ い に は 、Undroと 語 形 が お な じ と推 定 され る 。 な おShafbr[1974:392]は

"WheretheSengmaispaceisblank
,theSengmaifb㎜wasthesameasAndro,accordingto

McCulloch"と の べ る。 た だ し 、McCulloch[1859]の な か に 明 示 的 な 記 述 を 筆 者 は み つ

け られ な か っ た。

注14N
.Brown[1837:1027]に よれ ば 、 こ の 言 語 を は な す 民 族 は も と も と は 北 ビル マ に 居 住 し

て い た 。 し か し当 時 す で に シ ン ポ ー 人(ジ ン ポ ー 人)に よ っ て 本 来 の 居 住 地 を お い だ さ

れ 、 消 滅 しか か っ て い る と い う。 言 語 と し て は 、 ジ ン ポ ー 語 の 変 種 で は な い か と され る。

た だ し、 筆 者 の観 察 で は 、 ル イ 語 群 の 言 語 と よ り類 似 した 語 彙 が 散 見 され る 。

注15http://wwwsealang .net/shan!dictionary.htm(最 終 閲 覧2012年11月10日)
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●PLB(Proto-Lolo-Burmese):STEDTDatabaseに よ る 。

●PS(Proto-Sakisch):L6fHer[1964]に よ る 。

●PST(Proto-Sino-Tibetan):STEDTDatabaseに よ る 。

●PTani(Proto-Tani):Sun[1993](STEDTDatabase)に よ る 。

●PTB(Proto-Tibeto-Bu㎜an):STEDTDatabaseに よ る 。

●PTk(Proto-Tang㎞ulic):Mortensen[2012](STEDTDatabase)に よ る 。

2.2対 象語彙

本稿で調査対象 とした語彙は、L6mer[1964]に おいてPS再 構のためにとりあげら

れている105語 とMatisoff[1978]に しめされた基礎語彙200語 、そ してMcCulloch

[1859]に あがるア ン ドロ語 およびセ ンマイ語の基礎語彙423項 目を中心 とす る。 こ

のほかにも対応する形式がみつかったばあいには、適宜追加 している注16。

2.3再 構の基準

先行研究をふまえ、筆者のかんがえも反映 してルイ語群 の諸言語 を系統樹 で しめせ

ば、図1の ようになる。最下段 の言語名 は、実際の地理的分布 に準 じて配列 した注17。

図1に しめ したように、PLを 再構す るにあた り、本稿ではジンポー語 を基準には と

りいれない。本稿では原則 として以下の基準をもちいる。

注16初 稿(2012 -10-24)提 出後 、Matisoff[2012]が 発 表 され た。 そ こで二稿 にお い てMatisoff

[2012:22-41]に あ が る327組 の 同源 形 式 も調査 対象 に くわ えた。
注17CakとSakは ほぼ 同一の 言語 とみ て よい

。 本稿 で は 自称 が1?atsa?]で ある もの をCak(ほ

ぼバ ング ラデ シュ側)、 自称 が[?gsa?]で あ るもの をSak(ほ ぼ ビル マ側)と した。Sak(ビ

ルマ ・ラカイ ン州)に つ い て も筆 者 は予備 的 な調 査 を してい る。 ただ し、資料 が未 整 理 で

あ るの で、 本稿 で はSakの 形 式 は参照 しな い。 両者 の祖語 としてProto-Cakと した のは 、

Cakと い う形 式 の ほ うが、 よ りふ る い とか ん が え られ るか らで あ る。AndroとSengmai

に共 通す る祖 語 はProto-Loiと した。 これ らの民族 がメイ テイ 語 で はLoiと よ ばれ て い る

か らで あ る。KaduとGananに 共 通す る祖 語 はProto-Kaduと した。Kaduが 代 表 的 な民

族 で、 その したにGananな どの氏族 が あ る とか ん がえ られ てい るか らで あ る。
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・ ビルマ語やシャン語からの借用語であることがあき らかである形式は、PLと み

とめない。

・CとK/G/A/Seの うちひとつ以上とで対応する形式 はPLと み とめる。

・K/Gの うちひとつ以上と、A/Seの うちひ とつ以上 とで対応する形式は、Cと 対

応 していな くとも、PLと してみ とめる。

・上記の条件にあわないものは、PLと してみ とめない。

以 上 の 基 準 を ま と め る と 、 表2の よ うに な る 。+はPLと して み と め る こ とを 、 一

は み とめ な い こ と を あ らわ す 。 ひ とつ で も+が あ れ ば 、 た と え 一 とな る 部 分 が あ っ て

も 、PLを 再 構 で き る。 た と え ばKaduの 行 を み る と 、Cak/Andro/Sengmaiの ダJにつ い

て+で あ る。 これ は 、KとC/A/Seの い ず れ か 一 言 語 とで 共 通 す る形 式 が あ れ ば 、PL

を 再 構 で き る こ とを しめ す 。 他 方 、Kaduの 行 に 対 応 す るGananの 列 は 一 で あ る 。 こ

れ は 、KとGと で 共 通 す る 形 式 が あ っ て も 、 そ れ だ け で はPLを 再 構 で き な い こ と を

しめ す 。 な お 、Kaduの 行 とKaduの 列 と の 交 点 は 意 味 を な さな い の で ＼ と し て い る。

表2ル イ祖 語 再構 の基 準

CakKaduGananAndroSengmai

Cak ＼ 十 十 十 十

Kadu

Ganan

十

十

＼ 一

一 ＼

十

十

十

十

Andro

Sengmai

十

十

十 十

十 十

＼

一

一

＼

2.4表 記 上 の 注 意

・ 通 時 的 に は 接 頭 辞 が あ っ た と推 定 され る け れ ど も 、 音 価 を 特 定 で き な い ば あ い

に は た ん にC一 で あ らわ す 注18。 た と え ば(84)`chilly'PL*CH-cap。

● 再 構 形 の 一 部 に 複 数 の 可 能 性 が あ る ば あ い 、(A/B)あ る い はA/Bと 表 記 を す る

こ とが あ る。 た と え ば(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?、 あ る い は(ll5)`bridge'PL

*t/r-ka?。

・ 同 源 形 式 と推 定 され る け れ ど も 、 声 調 な どが 通 則 に あ わ な い こ と が あ る。 そ の

よ うな ば あ い 、 再 構 形 式 に?を つ け る。 た と え ば(274)`伍ther'PL*a-wa?。

・ 同 源 形 式 と推 定 され る け れ ど も 、 母 音 が 通 則 に あ わ な い こ とが あ る 。 そ の よ

うな ば あ い 、 母 音 の 部 分 はVで し め す 。 た と え ば(191)`youngerbrother'PL

*nVsi 。

注18接 頭 辞 は基 本的 に は子音 で あ るか らC 一と表記 してい る。
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・ 高 声 調 を も つ 接 頭 辞 は 右 肩 にHを つ け て し め す 。 た と え ば(156)`nose'PL

*sH-na
。

・同源形式ではないけれ ども意味的に対応す る形式は(括 弧)に いれて しめしたば

あいがある。た とえば(7)`horse'でC(morao)と なってい るものが該 当す る。

・語例 のなかで注 として補足説明をいれてい ることがある。ただ し同一例であっ

ても、どの部分に注 目す るかによって、注 をいれ ることもあれば、いれないこと

もある。たとえば、(87)`milk'は 頭子音の箇所では注をいれているけれ ども、

母音 の箇所では注そのものをあげていない。また、注の内容が ことなることも

ある。 たとえば(16)`left(hand)'は 頭子音p一の箇所 とt一の箇所 とで注の内容が

ことなる。

2.5記 号 ・略号一覧

上掲の言語名および出典以外の記号 ・略号は次のとお りである。

・*A:Aが 推 定 形 式 で あ る こ と を あ ら わ す 。

・A美B:AとBは 語 源 的 異 形 態 。

・A<B:AはBに 由 来 す る 。

●DPTB:LaPolla[1987]。

●GSTC:Matisoff[1985]。

●HPTB:Matisoff[2003]。

●PBG:ポ ロ ・ガ ロ 祖 語(Proto-Boro-Garo)。

●STEDT:Sino-TibetanEtymologicalDictionaryandThesaurus注19。

3頭 子 音

3.1閉 鎖 音

3.1.1PI」 央p-

C/K/Gに お い て 共 通 し てp一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと して*p一 を 再 構 す る。(1)

～(13)の よ うな例 が 確 認 され て い る。

注19http://stedt
.berkeleyedu/～stedt-cgi/rootcanal.pl(最 終 閲 覧2012年12月20日)。 こ の デ ー

タベ ー ス で は 、 筆 者 が 確 認 で き た 範 囲 で は 、2012年11月22日 ご ろ ま で は4.3Luishと

い う分 類 が あ っ た 。 しか し2012年11月23日 ご ろ か ら4.3Asakianと い う名 称 に 変 更 さ

れ た 。 今 後 は 「ル イ 語 群 」 と い う名 称 で は な く 、 「サ ッ ク語 群 」 な ど と よ ぶ ほ うが 一 般 的

に な る か も しれ な い 。
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(1)`level'PL*pa;Cpa-go?,Klopa`paddyfield',Glεtpa`paddyfield';Jpa33;PTB

(2)`fbur'PL*pri;Cpr壬,K(¢i),pf[Sangdong2012:511],Gpi;A/SepT;Jm首311i33;

PTB*b-loy(STEDT#2409)

注PTB*bl一 はCpr一 で 対 応 す る よ うだ 。

(3)`put'PL*p6y;Cpi,Kp6,Gp6;A/Sepe`putdown';PTB*s-boy-n/kGIVE

(STEDT#2158)

(4)`emerge'PL*pru;Cpru,Kpu,Gpu;A/Setua-bu`dumb';Jpr旦33;PTB一

注A/Seはtu`language'+a-`negative.pre且x-'+bu`emerge'と 分 析 で き る も

の と お も わ れ る 。PTB*s-pro-kCOMEOUT/EMERGE/BRINGOUT(STEDT

#2573)も お そ ら く 関 係 し て い る 。

(5)`vagina'PL*pak;C?apa?,Kpa?,Gpa?;PTB一

注PTB*b(y)at(STEDT#662)は 韻 母 が あ わ な い 。UsoiTripura∫ipau?も 同 源 と

お も わ れ る 。

(6)`mosquito'PL*P-cik;Cpoci?,Kpgsi?sau?,Gpgsi?;A/Sepu;Jt∫i?31k50η31,

t∫i?31nu31`且y(n)',m話55t∬51`且y(n)';PS*pu?-chit?;PTB-

(7)`horse'PL*sH-pu-k;C(moraη),Kshopむ,Gshopむ?;A/Seshuruk;PS*sapu;PTB

注CはM㎜aη か ら の 借 用 。 ア ラ カ ン のSakに つ い て はHodgson[1853:5]に

sa加 と い う形 式 が 記 録 さ れ て い る 。 そ こ でPL*s-puを 再 構 す る 。Maringsapuk

(STEDTDatabase)。

(8)`hatch'注20PL*puk;Cpu?,Kpou?,Gpau?;PTB*puk藁*buk(STEDT#3488)

(9)`belly'PL*p壬k?〈*pytik?;C?apf?,Kp丘?,Gp丘?;A/Sepuk;Jp旦31`intestine';

WrB{bVk'};PS*pUk;PTB*s-bu-k(STEDT#258)

(10)`palm'PL*tak-prar;Cta?praiη,Kta?pa,Gta?pa;Jl溢31phan31;PKC*6aar

(STEDT#4027:provisional)

注PL*tak一 は(44)`finger',(45)`nail'と 共 通 す る 。

(ll)`bloom'PL*par;Cpaiη,Kpa,Gpa;PTB*ba-r(STEDT#2153)

注20こ の 例 はMatisoff[2012:35]の 指 摘 に よ る
。
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(12)`Hower'PL*par;C?apaiη,Kpopa,Gpopa;A/Sepaba;Jnam31pan33;WrB

{pan':};PTB*ba-r(STEDT#2153)

(13)`且y(v)'PL*pir;Cpaiη,Kpi,Gpi;JpjΩn33;PTB*pur藁*pir(STEDT#2580)

C/K/Aで 共 通 す る も の と し て(14)が あ る 。

(14)`smooth'PL*pri-t;Cpri,Kpi,Gpit;ApT;Jp3i33;PTB-

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(15)が あ る 。

(15)`calf(ofleg)'PL*t-p6k;C(?ataso1丘Osa),Ktopau?,Gtopau?hmnoshi;A/Se

tanpok;PTB-

K/A/Seで 共 通 す る も の と し て(16)が あ る 。

(16)`left(hand)'PL*tH-pay<*tH-pway?;C(bela?),Ktopき,G(pε);At6we,Setewe;

Jpai33;M(be),WrB({bhay'});PTB*bay～*bway(STEDT#2154)

注Cは マ ル マ 語 か ら の 借 用 語 に`hand'la?が 付 加 した 形 式 。Gは ビル マ 語 か ら

の 借 用 語 。Kは ビル マ 語 か らの 借 用 に 接 頭 辞PL*tH一 が 付 加 した 可 能 性 が あ る。

3.1.2PI」 央b-

Cb一 に 対 し てK/Gがp一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*b一 を 再 構 す る 。 た だ し適 当 な 例 は

(17)～(19)に し めす 三 例 しか 確 認 され て い な い 注21。

(17)`ashes'PL*k-but;Cta?kobu?,Kkopot,Gkopot;PTB一

注*hot(STEDT#3514:provisional)は 声 母 も 韻 母 も あ わ な い 。

(18)`ringwo㎜'PL*kH-bun;Ckobuη,Kkop6n,Gkophn;PTB-

(19)`cheek'注22PL*n/1-baη;C?anobaη,Klopaη,Gnopaη;A/SenambAng;PTB*baη

藁*boη(STEDT#263:provisional)

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い ほ か は 、 よ く 対 応 し て い る 。PLで は 声 調 を 指 定

で き な い 。

注21い ず れ の 例 も接 頭 辞 の あ とでCb 一となっ て い る。 とくに接 頭 辞k一の うしろで は 、Cp一 と

な る例 が確認 され てい ない。 した がっ て、PL*p一 に ま とめて も よいか も しれ ない。

注22こ の例 はMatisoff[2012:31]の 指摘 に よる
。
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3.1.3PI.央ph-

C/K/Gに お い て 共 通 し てph一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*ph一 を 再 構 す る 。

(20)～(26)に し め す 七 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(20)`thin'PL*pha;Cpha,Kpha,Gpha;Sepha;Jpha31;PTB*ba(STEDT#2143)

(21)`shoulder(v)'PL*ph6;Cph6,Kph6,Gph6;Jphai33,phye55;PKC*paay美*pooy

(STEDT#4135:provisional)

(22)`jump'注23PL*phr6-k;Cphr6,Kphau?,Gphau?;A/Sephok;PTB*p(r)ok

(STEDT#6707:provisional)

(23)`lizard'PL*k-ph6y;Ckoph血,Kkoph6,Gkoph6;PTB一

注(28)`snake'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

(24)`fUll'PL*phriη;CphriU,Kph6iη,Gph6iη;Jph5iU55;PTB*p/bliη(STEDT#lll)

注Cphr一 な の で 、PTBpl一 に 対 応 す る と お も わ れ る 。

(25)`wear'注24PL*phun;CphuO,Kphun,Gphun;Jphun55;PTB*pun(STEDT

#2579)

(26)`tree/firewood'PL*ph6n〈*ph61;Cph向,Kph6n,Gph5n;A/Sephol;Jphun55;

PTB*bul藁*pul(STEDT#2176:provisional)

Cでphvuは 確 認 さ れ ず 、hvuで 対 応 す る 。(27)～(28)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て

い る 。

(27)`open(umbrella)'PL*ph亘w;C?ohv丘,Kph亘,Gph亘;PTB一

注PTB*?-bu藁*puBORN/BIRTH/BUD/BLOOM(STEDT#1811)と 関 係 し て

い る 可 能 性 が あ る 。K/Gに は`wear'と い う意 味 も あ り 、Jpu31やPTB*bu(w)

(STEDT#2180)に 対 応 す る 。

(28)`snake'PL*k-ph丘w;Ckohv血,Kkoph丘,Gkgph血;A/Sekuphu;Jl五33p旦33;PS

*kaphu;PTB*bow(STEDT#2178)

注(23)`lizard'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

C/Kで 共 通 す る も の と し て(29)が あ る 。

注23こ の 例 はMatisoff[2012:35]の 指 摘 に よ る
。

注24こ の 例 はMatisoff[2012:31]の 指 摘 に よ る
。
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(29)`kick'PL*phiy?;Ckophe,Kphi,G(su?);PTB-

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(30)が あ る 。

(30)`tree'PL*ph6n〈*ph61;C(?aphaO,p両phaη),Kphouηklon,ph6n`firewood',

Gph5nt6n;A/Sephol;Jphun55;PS*ph茸1;PTB*bu1藁*pul(STEDT#2176:

provisional)

G/Aで 共 通 す る も の と し て(31)が あ る 。

(31)`door'PL*kH-phaη;C(?aha),K-,Gkoph鋤;AkaphAng;J(t加33kha33);PTB

3.1.4PL央t-

c/K/Gに お い て 共 通 し てt一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*t一 を 再 構 す る 。(lo)

`palm'PL*tak -prarの ほ か 、(32)～(51)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(32)`fish'PL*tH一 ηa;Ctona,Ktaη ηa～ta珊a,Gta珊a;A/Setanga;J(ηa55);PS*tanga?;

PTB*s-Uya(STEDT#1455)

注K/Gに お い て 接 頭 辞t一 に η一が 後 続 す る 例 が な い 。K/Gでtaη 一と な っ て い る の

は 接 頭 辞t一 に η一が 直 接 後 続 す る こ と を さ け る た め に 主 音 節 の 母 音 が 挿 入 さ れ た

結 果 と 推 定 さ れ る 。 平 行 例 と し て(34)`bee'Kt向 加nが あ る 。Jilitanga。

(33)`turtle'PL*tH-lip;Ctgli?,Ktglるp,Gtgl6p;WrB{lip'};PTB-

(34)`bee'PL*tH-C丘n;Ctgl血 η,Ktgm血n～t血 η加n,Gtgm血n;PTB-

(35)`stone'PL*tH-luη;CtoluU,Ktglouη βiη,Gtglauη;A/Setorong;Jn311uU31;PS

*talung;PTB*r -luη(STEDT#1269)

(36)`redant'PL*tH-hra〈*tH-khra;Ctohra,Ktoha,Gtoha;Mkhra;PTB一

(37)`fbot/leg'PL*ta;C?ata,Kta,Gta;Ataka`fbot',tAka`leg',SetAmpha`fbot',

tAha`leg';Jlま31ko33;PS*t(1)a(k)?;PTB*la(STEDT#350),*d-ya(STEDT#888)

注PTB*1一 がC/K/Gな ど でt一で 対 応 す る 例 は 散 見 され る 。 そ の よ うな 語 例 は

馬 提 索 夫[2006]に 多 数 あ が る。 傾 向 と して は 、た ん に*1一とい うだ け で な く 、*lj一

な い し*s-1一と い う条 件 が あ る 。 た だ しル イ 語 群 の 形 式 は そ の よ うな 環 境 に は な

い 。 ル イ 語 群 の 形 式 は ポ ロ ・ガ ロ 諸 語 や ナ ガ 諸 語 に 散 見 され る*d-ya(STEDT

#888)に よ り ち か い 。
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(38)`ankle'PL*ta-mik;C?atomi?,Ktami?t血,Gtami?tむ;A(khujeng),SetAmlt;PTB

注(37)`fbot'PL*taと(229)`eye'PL*mikか ら な る 複 合 語 。

(39)`eldersister'注25PL*a-t6;C?at6`uncle',K?gt6,G?gt6;PTB-

(40)`leaf'PL*tap;C?ata?,Ktolap～tgtap,Gtglap;A/SetatAp;Jlap31;PS*-tap;

PTB*s-lap(STEDT#824)

注PTBの 形 式 は*1→tの 条 件 に あ っ て い る け れ ど も[馬 提 索 夫2006]、PLで

は 接 頭 辞 と し て*s一 を 想 定 す る 根 拠 が な い 。 な おK/Gに み ら れ る 一1一は 接 中 辞 で

あ る と い う[Sangdong2012:158-160]。

(41)`listen'PL*tat/tit?;Ctai?`hear',Kt6t,Gtat;A/Setat`hear';Jm溢31tat31;PTB

*s -ta-s藁*ta-n(STEDT#1408)

(42)`weave'PL*tak;Cta?,Kta?,Gta?;Jta?31;PTB*tak=*trak(STEDT#2686)

(43)`lick'PL*a-tak;C?ata?,Kta?～?ota?,Gta?;Jm溢31ta?55;PTBm-lyak藁*s-1yak

藁*g-lyak(STEDT#629)

(44)`finger'PL*tak-sir?;Cta?∫i?,Kta?gi,Gthoklat;A(takhutol),Se(khutpang);

PTB*si藁*ser菱*sor(STEDT#324:provisional)

注PL*tak一 は(10)`palm',(45)`nail'と 共 通 す る 。(16)`le食'や(54)`hand'、

(59)`right'に み ら れ るto一 はPL*takが 弱 化 し た 形 式 と 推 定 さ れ る 。C-i?にK

-iが 対 応 す る こ と か ら 、PTBも 考 慮 す る とPLで は 語 末 に 一irが あ っ た 可 能 性 が

あ る 。 類 例 に は(155)`tongue'も か ん が え ら れ る 。

(45)`nail'PL*tak-miη<*tak-min?;Cta?miη,Kta?miη,Gta?miη;A/Setakmeng;J

la31mjin33;PTB*min～*myen(STEDT#513:provisional)

注PL*tak一 は(10)`palm',(44)`且nger'と 共 通 す る 。

(46)`pot'注26PL*tik;Cti?,Ktei?gi,Gtei?shi;Jti?31pu33;PTB一

(47)`㎞i飴'PL*k-taU;Ck6taU,Ktaη,Gtaη;A/Sekatang`dao';PS*katang;PTB一

注25Cは 「母 を 『姉 ・妹 』 とよぶ よ うな 男性 」な ら誰 で も よい
。 た とえば 「母 の兄弟 」や 「義

理 の父母 」 な どが あ り うる。K/Gは 「自分が 『姉 』 と よび うる女性 」な ら誰 で も よい 。 た

とえ ば 「姉 」 の ほか に 「夫 の妻 」 な どが あ り うる。CとKIGと で は意 味 がか な りこ とな

るけれ ども、語 形 が よ く対応 す る ので 同源形 式 と して あげ てお く。

注26こ の例 はMatisoff[2012:35]の 指摘 に よる
。
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(48)`lips/mouth'PL*s-t丘n;C?asot血0,Kshot丘n,Gshot血n;A/Seshun;Jn31tΩn33;PS

*sad且n?;PTB*m/s-d(y)u-1/r/n(STEDT#442:provisional)

(49)`insect'PL*kH-tuO;Ck6tuO`leech',Kkot6uη,Gkotauη;A/Sekotong;Jl話31t四33;

PTB-

(50)`grandchild'PL*s-t血 η;C?asgt血 η,Kshgt6uη,Gshut6uη ～shutauU;Jk琶31∫u31～

∫u51;PTB-

(51)`short'PL*ton;Ctuη,Kton,Gton;A/Seton;Jk溢31tun31;PTB*t(y)uη 蚤*t(y)un

(STEDT#7173)

(52)の 例 は 、CとK/Gで 声 調 以 外 は よ く 対 応 し て い る 。

(52)`smell(vt)'PLPL*t壬m?〈*ty丘m?;C?atiη,Kt丘m,Gt丘m;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い

(53)の 例 は 、C/AとK/G/Seで 頭 子 音 が 対 応 しな い け れ ど も 、 そ の ほ か は よ く対 応

して い る。

(53)`sit'PL*t両 ～*th血 η;Ct血U,Kth6uη,Gthauη;Atong,Sethong;Jtuη33;PTB

*tu:η 藁*du:η

注C/AとK/G/Seで 頭 子 音 が 対 応 しな い け れ ど も 、PTBを 参 考 にPL*tuη ～

*th向 を 再 構 す る
。

C/K/Aで 共 通 す る も の と し て(54)が あ る。

(54)`hand'PL*t-h6w<*t-kh6w<*tak-kh6w;Ctoh丘,Ktgh血,G(tho);Atakhu,Se

tahu;Jta?55,1溢31ta?55;PS*tak?u;PTB*k(r)ut(STEDT#712:provisional)

注C/Kto一 は(44)`且nger'な ど に み ら れ るPL*takが 弱 化 し た 形 式 と お も

わ れ る 。PL*takはPTB*lak(STEDT#695:provisional)な い しPTB*d-yak

HAND/ARM/LEAF(STEDT#699:provisional)に 関 連 す る とお もわ れ る。PTB

*1一がC/K/Gな ど でt一で 対 応 す る 例 は 散 見 され る。 そ の よ うな 語 例 は 馬 提 索 夫

[2006]に 多 数 あ が る。 傾 向 と して は 、 た ん に*1一とい うだ け で な く 、*lj一な い

し*s-1一とい う条 件 が あ る。 た だ しル イ 語 群 の 形 式 は そ の よ うな 環 境 に は な い 。

C/K/A/Seで 共 通 す る も の と して(55)が あ る。

(55)`language'PL*tu;Ct亘,Kt丘,G(topau?ka);A/Setua-bu`dumb';PS*tu;PKC

*thuu(STEDT#4371)
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注A/Seはtu`language'+a-`negative.pre且x-'+bu`emerge'と 分 析 で き る も の

と お も わ れ る 。

C/A/Seで 共 通 す る も の と し て(56)～(57)が あ る 。

(56)`knee'PL*t-h丘w<*t-kh丘w;C?atohv丘,K(tothu),G(tu?thu);Atankhu,SetAkhu;

Jla31phut31;PTB*(m)ku(:)((k/η))(STEDT#1251:provisional)

(57)`nine'PL*t-h血w<*t-kh血w;Ctohv血,K(kau?),G(kう);A/Setuhu;Jt∫ 乞31khu31;

WrB{kV:};PS*taku;PTB*d-kuw=*d-kow～*d-gew(STEDT#2364)

注K/GはShankaw3か ら の 借 用 語 。

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(15)`calf(ofleg)'*t-p6kの ほ か に(58)～(62)

が あ る 。

(58)`thigh'PL*t-kiy?;C(?atokobo?),K(toci),Gtoki;Atangh1,Setang6;Jm五31kji33;

PTB一

注PL*k一 が 母 音iに 先 行 し て い る の でKc一 で 実 現 し て い る 。(56)`knee'を 参

考 に す れ ば 、Aはtan.ghl、Seはtan.g6と 分 節 さ れ る も の と 推 定 さ れ る 。

(59)`right(hand)'PL*tH-ha<*tH-kha;C(P丘?sola?)注27,Ktoha,Gtokha;Alaha,Se

tauwa;Jkh3a55;PTB*g-ya～*g-ra(STEDT#2786)

注PL*t一 はPL*tak-`hand'が 弱 化 し た も の と推 定 さ れ る 。 頭 子 音 と 声 調 の 対 応

を 考 慮 す る と 、GはJか ら の 借 用 に 接 頭 辞 が 付 加 し て い る 可 能 性 が た か い 。

(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?;C(leha?),Ktolさt～tolさi?,Gtoli?;A/Setlflt;J(k廿 η331i33);

WrB({le:});PTB(*d/s-lgy(STEDT#2411))

(61)`strike/hit'PL*tan;C-,Ktan,Gtan;A/Setan;Jtan31;PTB*danCUT(STEDT

#3563)

(62)`big/great'PL*t両?;C-,Kt6uη,Gt6uη;A/Setong;PTB-

K/G/Seで 共 通 す る も の と し て(63)～(64)が あ る 。

(63)`search/seek'PL*tam;C-,Ktam,Gtam;A(thamAng),SetAm;Jtam33;PTB

注27`cookedrice'p丘?+`eat'sa+`handラla?と 分 析 で き る 可 能 性 が あ る
。
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(64)`pull'PL*t{in;C-,Kt{in,Gt血n;A(kong),Setun;Jtun33;PTB*don～*ton

(STEDT#2199:provisional)

K/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(16)`lef㌃(hand)'PL*tH-pay<*tH-pway?;C(bela?),Ktopセ,G(pε);At6we,Setewe;

J(pai33);WrB({bhay'});PTB*bay～*bway(STEDT#2154)

注PL*t一 はPL*tak-`hand'が 弱 化 した も の と推 定 され る。 頭 子 音 と声 調 の 対 応

を考 慮 す る と、GはJか らの 借 用 に 接 頭 辞 が 付 加 して い る 可 能 性 が た か い 。

G/A/Seで 共 通 す る も の と して(65)が あ る 。

(65)`man'PL*CH-tik-(sa);C(1丘),K(tomisha),Gti?sha;Atiksahora,Setikhora;PTB

Cky一 に 対 してK/Gがt一 が 対 応 す る例 が あ る。(66)～(68)に し め す 三 例 が 確 認 さ

れ て い る。 い ず れ の 例 も韻 母 は 一iであ る。PL*ti→Ctiを 想 定 で き る 例 が な い の で 、

PL*ti→Ckyiそ の も の が 規 則 的 な 対 応 と か ん が え られ る 注28。

(66)`sweet'PL*ti;Ckyi,Kti,Gti;A/Setl;Jtui31;PS*tui?;PTB*twi(y)(STEDT

#2721)

(67)`egg'PL*ti;C?akyi,Ktoti,Gtitti;Jti31;WrB{u};PS*tui;PTB*d(w)oy

(STEDT#300)

注Sakwa-ti[Hodgsonl853:8]。

(68)`penis'PL*ti;C?akyi,Kti,Gti;PTB*ti-k(STEDT#641),*dzi(STEDT#1601)

3.1.5PL雲d-

Cd一 に 対 してK/Gがt一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*d一 を 再 構 す る 。 た だ し適 当 な 例 は

(69)～(70)に し めす 二 例 しか 確 認 され て い な い 。

注28YU[2012:32 -33]に よる とアル ス祖語(Proto-Ersuic)で*st一 と再構 し うるもの が、 リュ

ズ語(Lizu)で はk一で対 応 して い る。 そ して語 例 をみ るか ぎ り、すべ て*sti一に さか の ぼ

る。 この音 対応 は 、ル イ祖語 とチ ャ ック語 との対 応 に類 似す る。

なお 、以 下 にあ げ るル イ語 群 にお け る語例 は おお よそPTB*t/dwiと 再 構 され る。祖 語

の*dw一 がk一で対応 す る例 は、 印欧祖 語 の*dw一 がアル メニ ア語 にお い てerk一で 対応 す る例

をも想起 させ る[Meillet1925:5-6]。PL*twiと 再構 し うるか も しれ ない。
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(69)`moon'PL*s-da<*s-la;Csoda,Kshota,Gshota;A/Sesatha;J∫ 溢33ta33;PS*sada;

PTB*s-(g)la(STEDT#1016)

注PTBで*1が あ る の で 、 有 声 性 が 保 持 され てCでdが で て い る の か も しれ な

い 。 た だ し、類 例 の(43)`lick'で はtが で て い る。 先 行 す る 接 頭 辞 の 性 質 が 影

響 して い る可 能 性 が あ る。

(70)`neck'PL*kH-duk;C?akodu?,Kkot6u?,Gkotau?;A/Sekotok;Jtu?31;PTB*tuk

藁twak(STEDT#359)

注PTBで*wが あ り う る の で 、 有 声 性 が 保 持 され てCでdが で て い る の か も し

れ な い 。

Cd一 に 対 してK/G/A/Set一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*d一 を 再 構 す る 。 た だ し適 当 な 例 は

(71)に しめ す 一 例 し か確 認 され て い な い 。

(71)`porcupine'PL*p/kH-duw-k;Cpodvu,Kkotむsipauη,Gkotむ?;A/Sekutuk;Jtu55;

PTB一

K/Gt一 に 対 し てA/Sed一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*d一 を 再 構 す る。 た だ し適 当 な 例 は

(72)に しめ す 一 例 し か 確 認 され て い な い 。

(72)`cookedrice'PL*da〈*ta?;C(p丘?),K?ota,G?ota;Aonda,Sekonda;PTB一

注A/Seは 先 行 す るn一 の 影 響 で 有 声 化 して い る 可 能 性 が あ り、 本 来 はPL*t一 で

あ る か も しれ な い 。

3.1.6PL央th-

c/K/Gに お い て 共 通 し てth一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*th一 を 再 構 す る 。(73)

～(80)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(73)`thick'PL*rH-thay;Crothe,Kthセ ～?othセ,Gthセ;A/Sethe;Jthat31;PTB*r-tas

(STEDT#178)

(74)`dig'PL*thu;Cthu,Kthu,Gthu;Jthu31;PTB*tu藁*s/m-du(STEDT#3573)

(75)`grind'PL*thuw;Cthvu,Kthu,Gthu;PTB-

(76)`arrive'PL*thuk;Cthu?,Kthou?,Gthou?;A/Sethok;Jtu31;PTB一
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(77)`spit(v)'PL*th6k;Cth6?,Kthau?,Gthau?;Jm溢31tho55注29;PTB*m-tu(1)k藁

*s-t/du(:)k(STEDT#601)

(78)`village'PL*thiη;Cthiη,Kthiη,Gtheiη;A/Setheng;JthiO31ko33`household'注30;

PS*thing?;PTB-

(79)`black'PL*th壬m?<*thy血m?;Cth匂,Kth血m,Gth丘m;Atum,Sethum;PS

*th丘m?;PTB*s(y)im(STEDT#2672)
,PKC*(fum(STEDT#4062:provisional)

(80)`mortar'PL*thum;CthuO,Kthom,Gthom;Jthum31;PTB*tsum=*愉um

(STEDT#2742)

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と して(81)が あ る。

(81)`near'PL*tham;C(c{u),Ktham,Gtham;Atham,SethAm;J(ni31);PTB一

3.1.7PL*c-

Cc一 に 対 してK/Gがs一 が 対 応 す る ば あ い 、 閉 鎖 音 か ら摩 擦 音 へ の 変 化 の ほ うが よ

り 自然 で あ る か ら 、PL*c一 を 再 構 す る 注31。(6)`mosquito'PL*p-cikの ほ か 、(82)～

(92)の よ うな 例 が確 認 され て い る。

(82)`sun'PL*c-mik;Ccomf?,Ksomi?,Gsomi?;A/Sechamh;Jt∫an33;PS*camit;

PTB*tsyar(STEDT#2753)

(83)`burn/roast'PL*cu;Ccu,Ksu,Gsu;Jt∫u31;PTk*cow(STEDT#6828)

(84)`chilly'PL*CH-cap;Cca?,Ksap,Gsap;Jt∫ap31;WrB{cap'};PTB一

注K/Gが 低 声 調 で あ ら わ れ て い る の で 、 通 時 的 に は 高 声 調 の 要 素 が 先 行 し て い

た と推 定 さ れ る 。

(85)`suck'PL*c丘p;Cc丘?,KsΦ,Gs丘p;Jt∫Up31;PTB*m-dzup(STEDT#76)

(86)`plant(v)'注32PL*cuk;Ccu?,Ksou?,Gsou?;PTB*dzu[:]k(STEDT#2218)

注29こ の 形 式 は 査 読 者Aの 教 示 に よ る
。

注30こ の 形 式 は 査 読 者Aの 教 示 に よ る
。

注31PL*ch 一と 再 構 し うる 適 当 な 対 応 例 は 確 認 され て い な い 。Cch一 に 対 してK/Gsh一 が 対 応 し

て い る 例 と して は 、`shop'Cchaiη.Kshaiη,Gshaiη と い う対 応 が あ る 。 た だ しCはM

choiη、KIGはSpBshaiNか ら の借 用 語 で あ る こ とが あ き らか で あ る。 した が っ てPL*ch一

を本 稿 で は 再 構 し な い 。

注32こ の 例 はMatisoff[2012:35]の 指 摘 に よ る
。
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(87)`milk'PL*cuk-si;Cco?丘,Ksou?gi,Gsau?shi;Achokchoks1;PTB*dzyuk

(HPTB)

注Ccg一 はPL*cukが 弱 化 し た も の と推 定 さ れ る 。

(88)`long/tall'PL*c6k;Cc6?,Ksau?,Gs6u?;Achok`high';Mco?;PTB一

注CはMか ら の 借 用 語 で あ る 可 能 性 も た か い 。

(89)`sister'PL*can<*cal?;C?acaiη,Ksan,Gsan;Alu-ch610;Jt∫an33;PS*cal;

PTB*dzar(STEDT#2215)

(90)`askfbr'PL*ciO;CciO,Kseiη,Gseiη;Acheng-,Seching-;PTB-

(91)`-CAuSATIvE'PL*-ciη;C-ciη,K-siη,G-siη;PTB-

(92)`f乞r'PL*car;Ccaiη,Ksa,Gsa;Alamje,Selamja;Jtsan33;PTB*dzya:1

(STEDT#1779)

注A/Sej一 な の でPL*j一 と す べ き か も しれ な い 。 た だ し 、 い ず れ もlam`road'の

あ と で あ ら わ れ て い る た め に 有 声 化 し て い る だ け と い う 可 能 性 が あ る 。 そ こ で

PL*c一 の ま ま と し て お く 。

C/Kで 共 通 す る も の と し て(93)が あ る 。

(93)℃ak/Sak'PL*cak;C?aca?,K?osa?,G-;WrB({sak'});PS*cak;PTB一

注PBG*sak℃L:man'[Wood2008:72]が 関 係 し て い る 可 能 性 が あ る 。

C/Gで 共 通 す る も の と し て(94)が あ る 。

(94)`dub/strike'PL*cuw;Ccvu,K-,Gs血;WrB{thV:};PTB-

K/Gs一 にAch一 が 対 応 す る ば あ い もPL*c一 を 再 構 し う る 。(95)の よ う な 例 が あ る 。

(95)`hard/solid'PL*CH-cak;C-,K?gsa?,Gsa?;Achak;Jt∫a?31;PTB*tsak-t

(STEDT#186:provisional)

(96)～(100)の 例 は 、PTBま で 考 慮 す る と 、PL*g-r(-y)一 と 再 構 し う る 注33。

(96)`light(weight)'PL*ca〈*r-ya;Croca,Ksona,Gsona;Secha;JtsaO33;PTB

*r-ya:η(STEDT#2789)

注33つ ま り
、 こ こま で にあ げた 語例 のな か に も、 さ らに*gry一に さか の ぼ る ものが あ り うる と

い うこ とにな る。
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注K/Gso一 はPL*caが 接頭辞化 したものである可能性がたかい。

(97)`stand'PL*cap<*ryap;Cca?,Ksap,Gsap;A/Sechap;Jts旦p55;PS*cap;PTB

*g-ryap(STEDT#145)

(98)`eight'PL*cat<*ryat;C?acai?,K(pεt),G(pεt);A/Sechat;Jm溢31tsat55;WrB

{rhac'},OB{yhat,rhac,rhec}[Nishil999:38]注34;PS*cat;PTB*b-r-gyat=

*(b-)g-ryat(STEDT#2259)

注K/GはShanpεt2か ら の 借 用 語 。

(99)`fbar'PL*CH-cak〈*gH-rak?;C?aca?,Ksa?,Gkosa?;A/SeachAk;PTB一

注PTB*k/grok美*k/grakFEAR/FRIGHTEN(STEDT#2249)が 関 係 し て い る

可 能 性 が あ る 。

(100)`salt'PL*cim?<*ryum?;Cciη,Ksum,Gsum;A/Sechum;Jt∫um31;PS*sum;

PTB*g-ryum=*gryum(STEDT#2644)

3.1.8PL*」-

Cj一 に 対 し てGs一 が 対 応 す る 例 が 、(101)に し め す 一 例 だ け 確 認 さ れ て い る 。 か り に

PL*j一 を 再 構 す る 。

(101)`deer'注35PL*kH-juk;Ckoju?,K-,Gkosau?;Jkhji31tut55;PTB*d-yuk(STEDT

#2794)

Cc/j一 に 対 し てA/Sej一 が 対 応 す る 例 が 、(102)に し め す 一 例 だ け 確 認 さ れ て い る 。

か り にPL*j一 を 再 構 す る 。

(102)`ten'PL*ji,*sf;Cc壬/jf/(s壬),K(gip),G(ship);A/Se(shet),(sh1-),-jl;J(∫i33);PS

*chi;PTB*ts(y)i(y)～*tsyay(STEDT#2478)

注Cの 形 式 は 異 形 態 。K/GはShanship4か ら の 借 用 語 。

K/Gs一 に 対 し てA/Sej一 が 対 応 す る 例 が 、(103)に し め す 一 例 だ け 確 認 され て い る 。

か りにPL*j一 を再 構 す る。

注34査 読 者Bに よ れ ば
、 異 綴 字 を ふ ま え てNishi[1999:106]で はOB*rhyatが 再 構 され て

い る 。

注35こ の 例 はMatisoff[2012:39]の 指 摘 に よ る
。
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(103)`bird'PL*u-jik-sa〈*u-cik-sa?;C(?usi),K?usi?sha～?usi?sha,G?usi?sha;

A/Seujiksa;J(u31);PS*-cik-?;PTB*wu(STEDT#301)

注A/Seで は 語 中 な の でj一 が あ ら わ れ て い る だ け で あ り 、PL*c一 に さ か の ぼ り う

る と い う 可 能 性 は 十 分 に あ る 。

K/Gs一 に 対 してSej一 が 対 応 す る 例 が 、(104)に し め す 一 例 だ け確 認 され て い る 。 か

りにPL*j一 を 再 構 す る。

(104)`cat'PL*han-ji-k〈*hal-ji-k?<*ha1-ci-k?;C(haiO),Khangi,Ghansi?;A

(hAnggen),SehAljlk;PS*hal;PTB一

注Ks一 はiの 前 でg一 とな る。Seを 考 慮 す る とPL*halと い う可 能 性 が あ る 。Se

で は 語 中 な の でj一が あ ら わ れ て い る だ け で あ り、PL*c一 に さ か の ぼ り う る と い

う可 能 性 は 十 分 に あ る 。

3.1.9PL*k-

C/K/Gに お い て 共 通 し てk一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*k一 を 再 構 す る 。(17)

`ashes'PL*k -but、(18)`ringwo㎜'PL*kH-bun、(23)`lizard'PL*k-ph6y、(49)`insect'

PL*kH-tuη 、(58)`thigh'PL*t-kfy?、(70)`neck'PL*kH-dukの ほ か に 、(105)～(126)

の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(105)`mushroom'PL*k-m丘;Ckom丘kaiη,Kkom丘,Gk丘?m丘;Jka33mu33;PTB*g-muw

=*g-mow(STEDT#2472)

(106)`ear'PL*k-na;C?akgna,Kkona,Gkgna;A/Sekana;Jna33;PS*kana;PTB

*r/g-na(STEDT#811)

(107)`tiger'PL*kH-sa;Ckosa,Kkosha,Gkosha;A(h61);PS*kasa;PTB一

注Jilikas{i。

(108)`back'PL*k-saη;C?akosaη,Kkosh如,Gkoshaη;J∫iη31ma33,n31∫aη33`waist';

PTB一

(109)`丘og'PL*kH-suk;Ckgsu?,Kkgsh6u?,Gkgshau?;J∫u?31;PTB一

(llO)`root'PL*k-rat;C?akrai?,Ktgklat,Gtgkat;A(kak6),Se(taha);PTB一

注Kの 形 式 は 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

(111)`monkey'PL*k-w6y;Ckov血,Kkw6,Gkw6;Akoi;Jwoi33;PS*kawoi;PTB

*b/d/g-woy-n(STEDT#2782)

一47一



藤原敬介

(112)`rat'PL*kH-yuw-k;Ckoyvu,Kkoyh,Gcむ?;A/Sekuyuk;Jju55;PTB*b-yow-n

(STEDT#2796),PKC*yuu(STEDT#2796)

注Gc一 はPL*k一 がy一 の 影 響 で 硬 口 蓋 化 し た た め と 推 定 さ れ る 。

(ll3)`earth'PL*ka;Ckgja?,Kka,Gka;A/Seka;Jka55;PS*ka;PTB*r-ga(STEDT

#2284)

(114)`hot'PL*ka;Cka,Kka,Gka;Seka;PTB一

注Jka33`dry'やPTB*s-kaDRYUPが 関 係 し て い る か も し れ な い 。

(115)`bridge'PL*t/r-ka?;Croka,Ktoka,Gtoka;PTB一

(116)`dry'PL*r-k6w;Crok丘,K?ok丘,Gk5;PTB-

(117)`steal'PL*kuw-k;Ckvu,Kku,Gku?;A/Sekuk;J1溢31ku55;WrB{khV:};PTB

*r-kuw=*r-kow(STEDT#2365)

(ll8)`bathe'PL*kr丘w;Ckrv丘,Kk丘,Gk丘;Jkh5ut31`wash';WrB{khyV:},OB

{khluiw}[Nishil999:1]注36;PTB*kruwニ*krgw(STEDT#2344)ヂ
(ll9)`wing'PL*C6n-kV?;C?ayaiUk6,Kt6mk血,Gl6nk血;Alingo,Seningko;J

siO31kg33;PTB*ko(STEDT#716:provisional),*m/s-lam(STEDT#768)

注Kt6nk丘[Sangdong2012:518]が あ る の で 、 第 一 音 節 の 韻 母 は*-6nと 再 構

し う る 。K/Gでt/1の 対 応 を しめ す も の は 多 数 あ る けれ ど もCyで 対 応 す る も

の は未 確 認 で あ る 。 ま た 、第 二 音 節 の 母 音 も対 応 し な い 。 そ こ で 全 体 と して は 、

ノ

PL*C6n-kVと す る 。

(120)`run/flee'PL*kat;Ckai?,Kkat,Gkat;A/Sekat;Jkat31;PTB*gan藁*k(y)at

(STEDT#6705)

(121)`wanttodo'PL*kak;Cka?,Kka?,Gka?;PTB一

注PLB*r-ga藁*N-ga藁*d-ga藁*s-gaCOPULATE/LOVE/WANT(STEDT

#1646)と 関 係 が あ る か も し れ な い 。

(122)`warmoneself'PL*kup;Cku?,Kkop,Gkop;PTB一

(123)`wearabracelet'PL*k6k;Ck6?,Kkau?,Gkau?;PTB一

注36こ の形 式 は査読者Bの 教示 に よ る
。
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(124)`bite'PL*kan;C?akaiη,Kkan,Gkan;Akan,SekAn;PTani*gam(～*gjam?)

(STEDT#6317)

(125)`pickup'PL*kun;Ckuη,Kkun,Gkun;PTB-

(126)`old'PL*kaη;Ckaη`besatisfied',Kkaηtola,Gkaη;Akangta,Sekangaga;PTB

*b-gaηFULL/SATIATED(STEDT#135:provisional)

注Kの 形 式 は 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と 推 定 さ れ る 。Seの 語 形 は ど の よ う に

分 節 で き る か 不 明 。 た だ しkang一 の 部 分 が`old'と 関 係 が あ る こ と は ま ち が い な

い と お も わ れ る 。

C/G/Aで 共 通 す る も の に(127)が 確 認 さ れ て い る 。

(127)`lame'PL*koη;Ckoηdb?`bent/crooked',K-,Gpo?klauη;Atakakong;PTB

注Gの 形 式 は 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

C/A/Seで 共 通 す る も の に(128)～(131)が 確 認 さ れ て い る 。

(128)`long'PL*kr6y;Ckr壬,K-,G-;A/Seke;J(k溢311u31);PTB(*10w(STEDT

#2418))

(129)`bamboo'PL*kro;Ckro,K(lopou?),G(topau?);Ako,Sekoa;Jk垂55wa55;WrB

{waa};PS*krua;PTB*g-pwa(STEDT#2549)

(130)`six'PL*kruk;Ckru?,K(hou?),G(hou?);A/Sekok;Jk5旦?55;PSkruk;PTB

*d-ruk(STEDT#2621)

注K/GはShanhok4か ら の 借 用 語 。

(131)`star'PL*s-kan-si<*s-kar-si?;Csokaiηs壬,K(?ulugi),G(?unuηshi);A/Se

sangAns1;J∫ 溢33kan33;PS*sakan-si;PTB*s-kar=*s-kgr(STEDT#2300)

C/Seで 共 通 す る も の に(132)が 確 認 さ れ て い る 。

(132)`firewood'PL*k-r6k;Ckgr6?,K(ph6n),G(ph6n);A(phol`wood'),Sekarak;

PTB-

K/G/A/Seで 共 通 す る も の に(133)～(134)が 確 認 さ れ て い る 。

(133)`bone'PL*ma(η/k)-kV-k;C(?amora),Kma?ku,Gmaηku?;A/Semangko;J

(n315a33);PTB一
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注PLの 韻母 を再構す ることがむずか しい。

(134)`beautifUl'PL*CH-kam;C(konaη)注37,Kkotam,Gklam;Akam`handsome',kAm

`good'
,SekArm`handsome';PTB一

注A/Seの 形 式 を 考 慮 す る と 、K-t一 お よ びG-1一 は 接 中 辞 に み え る 。 し か し 、K/G

に お け る 接 中 辞 は 一1一が 原 則 で あ る か ら 、K-t一 は 不 規 則 で あ る 注38。

K/A/Seで 共 通 す る も の に(135)が 確 認 され て い る。

(135)`two'PL*kiη;C(niη),Kkl6iη,G(kε);A/Sekmg;PTB一

注Kの 形 式 は接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 され る。Kkoliη[Sangdong2012:

494]と い う形 式 も 記 録 され る。 声 調 は こ と な っ て い る か も しれ な い 。

K/G/Seで 共 通 す る も の に(136)～(137)が 確 認 され て い る。

(136)`tail'PL*mV(η/k)-kマ;C(?alomuη),Kmai?k丘,Gmi?kh丘;A(miシo),Semingko;

Jn31mai31;PTB一

注PLの 韻 母 を再 構 す る こ と が む ず か しい 。

(137)`shoot'PL*kap;C-,Kkap,Gkap;SekAps1`kill';Jkap31;PTB*ga:p(STEDT

#2232)

注SekAp`shoot'+s1`die'と お も わ れ る 。Gkapshi`kill'と い う形 式 も 存 在

す る 。

K/Gで は 前 舌 母 音 の 前 で*k->c一 と な る。(138)～(142)が 確 認 され て い る 。

(138)`dog'PL*kuy;Ckvu,Kci,Gci;A/Sek1;Jkui31;WrB{khwe:},OB{khuy}

[Nishil999:39];PS*kui;PTB*d-kwoy-n(STEDT#1764)

(139)`elephant'PL*k丘y;C?ukv丘 ～wvukv丘,K?oci,G?oci;A/Sekl;Jma31kui33;PS

*-kui;PTB*(m-)gwi(y)(STEDT#2257:provisional)

注37A/Seの 形 式 か ら判 断す る と
、 この語 は本 来 一音 節語 で あ る はず で あ る。す なわ ちn一が接

中辞 とい うことに な る。 しか し、Cに 接 中辞 は確 認 され てい ない。 また、主音 節 の頭 子音

も声 調 も、KやGと 対 応 しない。 した が って 同源 形 式 とはか んが え ない。 だ が 、K/Gの

主音 節 の 頭子 音 が接 中辞 に よ らな い も ので あ る とすれ ば、Cも 同源 形 式 とい え るか も し

れ ない。 た だ し同源 形式 で あ った と して も、声調 が 対応 しない とい う問題 はの こ る。
注38た だ しKt 一に対 してGl一 が 対応 す る例 は散 見 され る。 た と えば`=AccusATIvE'K=te

vs.G=1ε 。

一50一



ルイ祖語の再構にむけて

(140)`buf飴lo'PL*k-r6y;Ckr壬,Kc6,Gc6;A/Sek6;Jw溢3310i33;WrB{kywaY},OB

{klway}[Nishil999:68];PS*kloi;PTB*lwa:y(STEDT#2427)

注Proto-Tai*grwaay<Siamesekhwaay(GSTC#75)。Matisoff[1985:33]に

よ れ ば 、 東 南 ア ジ ア 大 陸 部 で の 地 域 語 。

(141)`mango'PL*kr6k-si;Ckrai?si,Kcai?gi,Gcai?shi～c6i?shi;A/Sekeks1;PTB一

(142)`house'PL*kim;Ckiη,Kc6m,Gcim～kim;A/Sekem;WrB{@im'};PS

*kyim;PTB*k -yim藁k-yum(STEDT#1612)

C/K/Seで 共 通 す る も の と し て(143)が あ る 。

(143)`blind'PL*kre;Ckre,Kmi?cを,G-;Sem孔k6;Jmji?31kjg31;PTB*(m-)gwi(y)

(STEDT#2257)

C/Kk-/c一 に対 し てG/A/Sekh-/h一 が 対 応 す る 不 規 則 な も の が 、(144)に しめ す 一 例 だ

け確 認 され て い る。

(144)`-PLuRAL(十v)'PL*-ki～*-hi<*-khi;C-ki,K-ci,G-khi;Aso-h1`quarrel',Se

kutto-h1`quarrel';PTB一

注`quarrel'は 複 数 の 参 与 者 が い な けれ ば な りた た な い 行 為 で あ る。Gの 形 式 を

参 考 に す れ ば 、A/Se-hlを 複 数 動 作 主 の標 識 と か ん が え う る。 な おG-khiは 代 表

形 式 で あ り、 実 際 に は 先 行 す る 音 に し た が っ て 連 声 す る。

C/Gk一 に 対 し て 、A/Seg一 で 対 応 して い る も の が あ る。A/Seで はk一 が 予 想 され る と

こ ろ で 、 語 中 で はg一 に な る傾 向 に あ る。 した が っ てPL*k一 を 再 構 す る こ と もで き る 。

た だ し(145)に し めす 一 例 に つ い て は 、無 声 閉 鎖 音 の あ と で もg一で あ る。 そ こで 、 か

りにPL*k/g一 を 再 構 す る。

(145)`=NOMINALIzER'PL*=k/ga;C=ga/=ka注39,K-,G=ka;A/Se-ga`GENI-

TIVE';PTB一

注Gk一 は先行す る音にお うじて さまざまに連声す る。K=kaは 原 因 ・理 由をあ

らわす従属節標識 としてもちいられ る。名詞化 とも関連があるとお もわれる。

Kk一 に 対 して 、Seg一 で 対 応 して い る も の が(146)に し め す 一 例 だ け確 認 さ れ て い

る。(145)と の 平 行 性 か ら、 こ こで もか りにPL*k/g一 を 再 構 す る 。

注39Cは 属格 標識 として も もちい られ る
。 また 、一?のあ とで=ka、 そ の ほか の環境 では=gaが

あ らわれ る。C/Gと もに未 来標 識 と して ももちい られ うる。
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(146)`=FuTuRE'PL*=k/g{i;C(=ga/=ka),K=ku,G(=ka);Se-gu;PTB一

3.1.10PL索kh-

C∫ 一に 対 し てKch-、Gh一 が 対 応 す る ば あ い 、 い ず れ も 前 舌 母 音 が 後 続 して い る。PL

*k一が 前 舌 母 音 の 前 でK/Gc一 で 対 応 して い た こ と と の 平 行 関 係 か ら、PL*kh一 を 再 構 す

る。PL*kh一 は 、JやPTBと も よ く対 応 す る。 た だ し適 当 な 例 は(147)～(148)に し

め す 二 例 しか 確 認 され て い な い 。

(147)`barkingdeer'PL*khi;C?i∫i,K?ochi,GOohi;Jt∫ 垂33khji31;WrB{khye};PTB

*d-kgy(STEDT#2313)

(148)`shit/fbces'PL*khyi-k;C∫i,Kchi,Ghi?;Jkhji55;PTB*klgy(STEDT#572)

(149)の 例 はKの 対 応 が な い け れ ど も 、 同様 に 再 構 し う る。

(149)`sell'PL*CH-khe;C?a∫e,K(ma),Gηohさ;A/Sehe;PTB一

注C/G/A/Seの 形 式 は 、 あ る い はShankhaajl`sell'と 関 係 が あ る か も しれ な い 。

PL*khr一 が 再 構 され う る ば あ い に は 、Ch一 が あ らわ れ る 。 た だ し適 当 な 例 は(150)

～(151)に しめ す 二 例 し か確 認 され て い な い 。 こ こ で も前 舌 母 音 が あ らわ れ て い る。

(150)`wash(clothes)'PL*khri;Chri,Kchi,Ghi;PTB一

注`bathe/wash'PTB*kruw藁*krow(STEDT#2344)と 関 係 が あ る か も しれ な

い け れ ど も 、 こ の 形 式 に 直 接 対 応 す る の は(ll8)`bathe'Ckrv丘 で あ る。

(151)`sour'PL*hri〈khri;Chrf,Kchi,Ghi;Jkh3i33;PTB*m/s-kri(y)-s(STEDT

#227)

3.1.11PL*khy-

c∫ 一に 対 してK/Gがh一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*khy一 を再 構 す る。 た だ し適 当 な 例 は

(152)～(154)に しめ す 三 例 しか 確 認 され て い な い 。

(152)`red'PL*khya;C∫a,Kha,Gha;A/Seha;Jkhje33;PTB一

注PTB*kyeORED;ASHAMED(STEDT#2377)と 関係 が あ る か も しれ な い 注40。

(153)`climb/geton'PL*khye;C∫e,Khε,Ghe;PKC*ka(a)y藁*ka(a)1(STEDT#4252)

注40査 読 者Aに よ る と
、J中 国恩 昆方 言以 外 はJの どの方言 で も末子 音一ηが あ る。 た だ し、末

子音 一ηを もた ない形 式 が よ りふ るい 形式 で あ る可能性 もあ る との こ とで あ る。
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(154)`shout'PL*khyak;C∫a?,Kha?,Gha?;PTB一

3.2摩 擦 音

3.2.1PI.央s-

Cs一 に 対 し てK/Gがsh一 が 対 応 す る ば あ い 、PL*s一 を 再 構 す る 。(103)`bird'PL

*u -jfk-sa 、(107)`tiger'PL*kH-sa、(108)`back'PL*k-saO、(109)`f士og'PL*kH-suk、

(141)`mango'PL*kr6k-siの ほ か に 、(155)～(178)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(155)`tongue'PL*s-li-k;C?asoli?,Ksholi,Gshgli;J∫iη311et31;WrB{lhyaa};PS*-ti;

PTB*s-lyak(STEDT#629)

注 こ の 語 はPTB*1一 が 分 派 諸 言 語 の 一 部 に お い てt/d一 で 実 現 す る も の で あ り、

そ の た め の 条 件 に も合 致 し て い る[馬 提 索 夫2006]。 しか し 、 ル イ 語 群 で は1一

の ま ま で あ る 。 た だ し、G.Brown[1920:16]で はKsbdi'と 記 録 され る 。 ま

た 、 同 根 とみ られ る(43)`lick'で はt/d一 で 実 現 す る。

(156)`nose'PL*sH-na;C(?asokon丘),?asona`apex',Kshona,Gshona;PTB*s-na藁

*s-na:r(STEDT#803)

(157)`tooth'PL*s-wa;C?asova,Kshwa,Gshwa;Asho,Seshoa;J(wa33);WrB

{swaa:};PS*sawa;PTB*s-wa(STEDT#632)

注K/Gの 形 式 は ビル マ 語 か ら の 借 用 で あ る 可 能 性 も あ る 。

(158)`daughter'PL*s-ik;C?aso?i?,Ksho?ei?,Gshei?;J∫ 溢31ji33∫a31`youngwoman';

PTB一

(159)`son'PL*sa;C?asa,Ksha,Gsha;Asaijahora,Sesahora;J∫a51`child';WrB

{saa:};PS*sa;PTB*tsa-n藁*za-n(STEDT#428)

(160)`fat'PL*saw;C?asa,Kshgl6,Gshol6;A/Sesa;Jsau55;PTB*saxw(STEDT#60)

注K/Gに み ら れ る 一1一は 接 中 辞 で あ る と い う[Sangdong2012:158-160]。

(161)`blood'PL*se;Cse,Kshε,Gshe;A/Sesh6;Jsai31;WrB{swe:};PS*se;PTB

s-hywoy-t(STEDT#230)

(162)`huskedrice'PL*sat;Ckv丘sai?,K?oshat,G?oshat;AhwlsAt`rice',SeusAt

`rice';J∫at31`cooked
.rice';PS*-sat;PTB一

注J∫at31は ∫a55`eat'に 名 詞 化 接 尾 辞 一tが つ い た も の で あ る と い う[Matisoff

2003:454,倉 部2011:20]。 ル イ 語 群 の 形 式 に も 、 同 様 の 可 能 性 が あ る 。
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(163)`scatter'注41pL*sat/sit?;Csai?,Ksh6t,Gshat;PTB*sywar藁*9/b-sywa-n/t

(STEDT#2680)

(164)`takearest'PL*sak;Csa?,Ksha?,Gsha?;Jsa?55;PTB-

(165)`breath'PL*sak;Csvusa?k毎K?osha?shan,Gsha?shan;Jn31sa?31;PTB*N-sak

(STEDT#32)

(166)`getdown/descend'PL*sat;Csai?,Kshat,Gshat;PTB-

(167)`louse'PL*sik;Csi?,Kshei?,Gshi?kε;Jtsi?55;PTB*s-r(y)ik(STEDT#2609)

(168)`cough'PL*suk;Ckru?su?,Kcishou?shou?,Gshau?shau?;A/Setlnsoksu;J

(t∫溢31kh3u31);PST*suk蚕*su(w)(STEDT#1794)

(169)`shrimp'PL*r-i-s壬k?〈*r-i-sy亘k?;C?壬sf?,K?ish血?,G?ish丘?;PTB一

注Kの 声 調 が 対 応 し な い 。

(170)`tear(v)'注42PL*s6k;Csai?,Kshai?,Gshai?;Akongsek,Setunsek;PTB一

注Matisoff[2012:38]はPTB*dzyut藁*dzyit(HPTB)を あ げ る 。 し か し 、 韻

母 が あ わ な い 。

(171)`meat'PL*san;C?asaiη,Ksholan,Gshglan;A(aksAl)`Hesh',Sesen`flesh';J

∫an31;PTB*sya-n(STEDT#34)

注K/Gと も 複 合 語 で はshanと な る 。K/Gに み ら れ る 一1一は 接 中 辞 で あ る と い う

[Sangdong2012:158-160]。

(172)`enter'PL*saη;Csaη,Kshaη,Gshaη;J∫aη31;PTk*tsaη(STEDT#6887),PTB

*s-waη[Matisoff2012:31]

(173)`onion'PL*s亘n;Cs向,Ksh丘n,Gsh丘n;PTB*swa-n(HPTB)

(174)`garlic'PL*s丘n-;Cs両phro,Ksh丘ngihiη,Gsh血nl如;Jla31son33;PTB*swa-n

(HPTB)

注C/K/Gと も に`onion'+`white'と い う語 構 成 を し て い る 。Kgiは(190)

`f㎞it'が 高 声 調 の あ と で 変 調 し た も の
。

(175)`sew'PL*s血n;Cs亘 η,Ksh{in,Gsh亘n;PTB一

注41こ の 例 はMatisoff[2012:39]の 指 摘 に よ る
。

注42こ の 例 はMatisoff[2012:38]の 指 摘 に よ る
。
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(176)`iron'PL*sen<*sel?;Csiη,Kshen,Gshεn;Asen,Ses61;WrB{saM};PS*sil;

PTB*sya:-1藁*syi:-r(STEDT#2673),*syam(STEDT#2676)

(177)`finish/end'PL*sum;Csuη,Kshom,Gshom;PTB-

(178)`three'PL*s丘m;Cs丘 η,Ksh6m,Gsh6m;A/Seshom;Jm話31sum33;PS*sむm;PTB

*g-sum(STEDT#2666)

(179)の 例 はGの 韻 母 が あ わ な い ほ か は 、C/K/Gで よ く 対 応 す る 。

(179)`wash'PL*sen?<*sel?;Csaiη,Kshen,Gshεm;Jka31∫in31;PTB*m/b-s(y)il美

*m/b -syal(STEDT#2671)

(180)の 例 はKの 声 調 が 不 規 則 な 点 を の ぞ け ば 、C/K/G/A/Seで よ く 対 応 し て い る 。

(180)`live'PL*s6η?<*syaO?;Csiη,Kshdη ～?oshdη,Gshaiη;Aseng,Sesheng;J

tsiO33`grass';PTB*s-riη 藁*s-r(y)aη(STEDT#71)

C/Kで 共 通 す る も の と し て(181)が あ る 。

(181)`rob'注43PL*sH-nan;CsonaiO,Kshonan,G-;J飼31ηjen31;PTB*s-nyen(STEDT

#181)

C/Gで 共 通 す る も の と し て(182)～(183)が あ る 。

(182)`-DIMINuTIvE'PL*-sa;C-sa,K(-ga),G-sha;J(∫a31);PTk*tsa(Mortensen2012)

注(159)`son'と 語 家 族 を な す 。

(183)`searchfbr'PL*s6p;C?as6?,K-,Gsh6p;PTB-

C/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(184)が 確 認 さ れ て い る 。

(184)`fbelsleepy'*ip-s壬m?<*ip-syum?;C?i?siU,K-,G?εpshum;Aeksum`sleep',

Selsum`sleep';PTB-

C/A/Seで 共 通 す る も の と し て(102)が 確 認 さ れ て い る 。

(102)`ten'PL*ji,*si;C(cf/j壬)/sf,K(gip),G(ship);A/Se(shet),sh1-,(-j1);J∫i33;PS

(*chi);PTB(*ts(y)i(y)～*tsyay)(STEDT#2478)

注Cの 形 式 は 異 形 態 。K/GはShanship4か ら の 借 用 語 。

注43こ の 例 はMatisoff[2012:31]の 指 摘 に よ る
。
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さ ら に(185)～(187)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(185)`seven'PL*s-ni一 η;Csoniη,K(set),G(sit);A/Sesm1;Js溢31nit31;PS*sani(t);PTB

*s-ni-s(STEDT#2505)

注K/GはShantset4か ら の 借 用 語 。

(186)`eat'PL*sa;Csa,K(you?),G(you?);Ashai,Sesa;J∫a55;PTB*dz(y)a-k/n/t/s

(STEDT#36)

(187)`tobacco'PL*sik;Csi?kholi?,(soli?),K(sh616i?),G(sholi?);A/Seslk;PTB一

注Csoli?は 声 調 の 対 応 か らす る とMcholoi?か ら の 借 用 で あ る 可 能 性 が あ る け

れ ど も 、 頭 子 音 の 対 応 か ら す る と 本 来 語 で あ る 。K/Gは ビ ル マ 語 か ら の 借 用 語 。

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(188)が 確 認 さ れ て い る 。

(188)`bear'PL*kH-sap;C(1丘waiη),Kkoshap,Gkoshap;A/SesApmo;Jtsap55;PTB一

注PL*s一 にJts一 が 対 応 す る ば あ い 、PTB*s-ry一 あ る い は*ts一 で あ る 。 類 例 に(167)

`louse'
、(180)`live'、(193)`medicine'が あ る 。

K/G/Seで 共 通 す る も の と し て(189)が 確 認 さ れ て い る 。

(189)`green'PL*CH-seη?〈*CH-syaη?;C-,KkoshもiO,Gshaiη;Seseng;JtsiO33

`grass';PTB*s -riη 藁*s-r(y)aη(STEDT#71)

注(180)`live'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

-iが 後 続 す る と き 、Kβ 一と な る 。(87)`milk'PL*cuk-si、(131)`star'PL*s-kan-si

〈*s-kar-si?の ほ か に 、(190)～(195)の よ う な 例 が あ る 。

(190)`廿uit'PL*si;C?asi,Kgogi,Gshi?shi;A/Ses苅1;Jsi31;WrB{@a.sii:};PS*si;

PTB*sey(STEDT#1019)

(191)`youngerbrother'PL*nマsi;C?an6s壬,Kno¢i,Gnoshi;Anasτ,Senasl;Jnau33;

PTB*naxwYOUNGERSIBLING,relative(STEDT#2492)

(192)`die'PL*si;Cs壬,Kgi,Gshi;As1,Sesh1;Jsi33;WrB{se},OB{siy};PTB*sgy

(STEDT#27:provisional)

(193)`medicine'PL*si-k;Csi,Kgi,Gshi?;Jtsi31;PTB*r-tsoy(HPTB)

(194)`comb'PL*CH-si-k;Ch血si,Kwogi,Gh6shi?;Jp蚤55si55,m溢31sit31;PTB

*m -si(y)-t(STEDT#1219:provisional)
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注Gか らはPL*-kが 推 定 され る 。 た だ しPTBを 参 考 に す れ ば 、PL*-itを 推 定

し う る。PKc*thi?(sTEDT#4380)が 同源 形 式 で あ る 可 能 性 も あ る。

(195)`cold'PL*sim;Csiη,K¢im,Gshim;Jkhjen33`snow'注44;WrB{khyam':};PTB

*kyam(STEDT#2374)

C/Kで 共 通 す る も の と して(196)が あ る。

(196)`liver'PL*CH-sen;C?aηsiη,K?gshるn,G(t6ci);Jm琶31sin31;PTB*m-sin(STEDT

#1390)

(196)と 語 家 族 を な す も の に(197)が あ る 。 た だ しCの 韻 母 が あ わ な い 。

(197)`heart'PL*CH-sen;C?as6s血?,K?oshるn,Gshきn;Jm溢31sin31;PTB*m-sin

(STEDT#1390)

C∫ 一にKg一 が 対 応 す る 不 規 則 な 例 に(44)が 確 認 さ れ て い る 。

(44)`finger'PL*tak-sir?;Cta?∫i?,Kta?¢i,Gthoklat;A(takhuto1),Se(khutpang);

PTB*si藁*ser藁*sor(STEDT#324:provisional)

注PL*tak一 は(10)`palm',(45)`nail'と 共 通 す る 。(54)`hand'に み ら れ るto一

はPL*takが 弱 化 し た 形 式 と推 定 さ れ る 。

3.2.2PL*h-

C/K/Gに お い て 共 通 し てh一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと して*h一 を 再 構 す る 注45。

(104)`cat'PL*han-ji-k<*hal-ji-k?<*hal-ci-k?以 外 に(198)～(203)の よ うな 例

が確 認 され て い る。

(198)`ghost'PL*h-man;Chomaiη,Khoman,Ghoman;PTB一

(199)`walk/bring'PL*ha;Cha,Kha,Gha;Alaha`bring',shai`walk',Selaha`bring',

sa`walk';Jsa33`go/come';WrB{swaa:}`go';PTBs-waBEINMOTION,GO,

COME(STEDT#2774)

注44こ の形式 は査読者Aの 教 示 に よる
。

注45本 稿 でPL*h 一と再 構 して い る形 式 につ い ては 、お お む ねPTB*k一 が 対応 す る。 した が っ

てPL*kh一 を 再構 し うる。 ただ し、PTBの 接 頭 辞*s一がh一で 対応 す る もの も数 例 あ る。 だ

か ら、C/K/Gの 形式 が確認 され て いて も、他 言語 に同源 形 式 をみい だせ な けれ ば、PTB

*k 一に 由来 す るかPTB*s一 に 由来す るか を決 定で き ない。 そ こで本稿 ではPL*h一 を再構 す

るに と どめてお く。
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注PKC*kalGO/PACE/WALK(STEDT#4285)と 関係 が あ る よ うに み え る か も

しれ な い 。 しか し、*-alはCで 一aio、K/Gで は一anで 対 応 す る の が 通 則 で あ る。

(200)`raise/bringup'PL*hroy;Chr血,Kh6,Gh6`bebom';Sepunghe`lif㌃up';PTB

注Sepung`carry'な の でheに は`raise'に 類 す る 意 味 が あ る と推 定 さ れ る 。

PTB*huBORN/BIRTH/REAR(STEDT#97)も 同 源 形 式 か も しれ な い け れ ど

も 、 介 子 音 も母 音 も対 応 しな い 。

(201)`cloud'PL*hr鋤;Chraηgr壬,Khaηchi,Ghan加?;A/SeharAng`sky';Jma313aη33

`rain';PTB*m/s -raηRAIN(STEDT#3571)

注G-nは 同 化 に よ る 。

(202)`rain'PL*hraηw6;Chraηv6,KholaOw6,Gholaηw6;A/SeharAngmyo;J

ma313aη33;PTB*k/r/s-wa(STEDT#2080)

注K/Gの 形 式 は`sky'haoに 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

(203)`smallchair'PL*hon;Cla?hoU,Ktaηhδn,Gtgh5n;J(1五55khum55);PTB一

注Jの 形 式 は む し ろc?丘?huη`pillow'と 同 源 で あ る と お も わ れ る 。

C/K/Gに お い て 共 通 し てh一 が あ らわ れ て い る け れ ど も 、A/J/Mの い ず れ か でkh一 が

あ ら わ れ て い る ば あ い に は 、PL*h一 が さ ら に*kh一 に 由 来 し て い る 可 能 性 が あ る。(36)

`redant'PL*tH -hra<*tH-khra 、(54)`hand'PL*t-h6w<*t-kh6w<*tak-kh6w、(57)

`nine'PL*t -h丘w〈*t-kh丘wの ほ か に 、(204)～(212)の よ うな 例 が確 認 され て い る。

(204)`bitter'PL*ha〈*kha;Cha,Kha,Gha;A/Seha;Jkha55;WrB{khaa:};PTB

*b -ka-(n/m/η)(STEDT#229)

(205)`chin'注46PL*CH-ha<*CH-kha;C?aho6血?,K?oha,Gηohahu?;A/Sekhadang;

Jn31kha55;PTB*(m/s)-ka(STEDT#273:provisional)

(206)`crow'PL*u-ha<*u-kha;C?uha,K?uha,G?oha;Auha;Ju31kha33;PTB*ka-n

(STEDT#2279:provisional)

(207)`branch/twig'PL*CH-ha-k<*CH-kha-k;C?aha?,Khola?,Gha;A/Se(musa);

M?okha?;PTB*s-ka(:)k(STEDT#1278)

注46こ の 例 はMatisoff[2012:22]の 指 摘 に よ る
。
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注C/K/Gの 証拠か らだけではPLの 接頭辞 を決定す ることはできない。 しか し

PTBも 参考にすれば、おそ らくは*sH一を再構 しうる。

(208)`bum'PL*hru〈*khru;Chru,Khu,Ghu;A/Sehu;Jkh5u31;PTB-

(209)`borrow'PL*hoy〈*khoy;Chlu,Khε,Ghe-kam;Jkhoi31;WrB{khye:},OB

{khiy}[Nishil999:102]注47;PTBs-koy(STEDT#2314)

(210)`cry/weep'PL*hrap<*khrap;Chra?,Khap,Ghap;A/SehAp;Jkh5ap31;PTB

*krap(STEDT#llO3)

(211)`astringent'PL*hup<*khup;Chu?,Khop,Ghop;Jkhup31;PTB-

(212)`crab'PL*a/n-har<*a/n-khar;CnohaiO,K?oha,G?oha;Aaha,Seniha;J

t∫a55khan51;PTB*d-k(y)an(STEDT#248:provisional)

C/K/Aで 共 通 し てh一 が あ ら わ れ 、WrBでkh一 が 対 応 す る 例 と し て 、(213)が 確 認 さ

れ て い る 。

(213)`cof且n'PL*h6η<*kh6η;Ch6η,Khauη,G(?okh輌);Ahongbel,Se(ku);WrB

{@a」 くhong':};PTB-

C/Aで 共 通 し てh一 が あ ら わ れ 、Jにkh一 が 対 応 す る 例 と して 、(214)～(215)が 確

認 され て い る 。(214)と 語 家 族 を な す(216)～(217)に つ い て は 対 応 す るJの 形 式

が未 確 認 で あ る けれ ど も 、 類 例 とみ て よ い と お も わ れ る 。

(214)`head'PL*h6w<*kh6w;C?ah丘,K(hol如),G(hol如 加?);A/SehurAng;J

kha?31khu55`upstream'注48;PS*khu;PTB*m/s-gaw(STEDT#386)

注K/Gに み られ るho一 はPL*h6wが 弱 化 した 形 式 に み え る か も しれ な い 。 しか

し 、K/Gの 形 式 は む し ろ`sky'h如 に 接 中辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 され る。

(215)`twenty'PL*h61〈*kh61?;Ch丘 η,K-,G-;A/Sehol;Jkhun33;PTB*(m-)kul

(STEDT#2355)

(216)℃L:man'PL*h6w<*kh6w;Ch血,Kh5,h血,Ghう,h6;PTB一

注(214)`head'と 同 源 。

注47こ の形 式 は査読者Bの 教示 に よ る
。

注48こ の形 式 は査読者Aの 教 示 に よる
。
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(217)`hair(head)'PL*h6w<*kh6w;C?ah血miη,Khola巾 亘,Gh6;A/Sehum1;J

k垂555a55;PS*k?u-mi;PTB*s-pu(STEDT#1228:provisional)

C/K/A/Seで 対 応 す る も の と し て(218)～(219)が あ る 。

(218)`boat'PL*h6;Ch6,Kholf,G(1e);A/Seho;J(li33);WrB({lhe});PTB一

注Shanhio4と 関 係 が あ る か も しれ な い 。

(219)`huskofrice'PL*h6k<PL*kh6k?;Cya?h6?,Kyohau?,G(?amla?khau?);A/Se

lhok;J(num55kho55);PTB一

注Jの 形 式 を 考 慮 す る とPL*kh6kと 再 構 で き る 可 能 性 が あ る 。

K/Ah一 に 対 し てG/Jkh/kh一 が 対 応 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(59)`right(hand)'PL*tH-ha〈*tH-kha;C(p丘?sola?),Ktoha,Gtokha;Alaha,Se

(tauwa);Jkh3a55;PTB*g-ya～*g-ra(STEDT#2786)

注 頭 子 音 と 声 調 の 対 応 を 考 慮 す る と 、GはJか ら の 借 用 に 接 頭 辞 が 付 加 し て い

る 可 能 性 が た か い 。

Gの 韻 母 が 不 規 則 な ほ か は よ く 対 応 す る 例 と し て(220)が あ る 。

(220)`scratch'PL*hr6-t<*khr6-t;C?ahr6,K?oh6,Ghεt;Jkh3et31`grate,rasp'注49;

PTB*m-kret(STEDT#6131)

(221)～(222)の 例 で は 接 頭 辞 と し てPL*h一 が あ っ た か も し れ な い 。

(221)`sharp'PL*h-raη;Craη,Khaη,Ghaη;Alang,a-rAng`blunt';PTB一

注PTB*(s-)ryamSHARP(STEDT#2639:provisional)と は 韻 母 が あ わ な い 。A

langを 考 慮 す る と、PL*hlaη とい うよ うな 形 式 が 想 定 で き る か も しれ な い 。A

a-rAng`blunt'は 否 定 接 頭 辞a一 にrAngが 付 加 して い る 。rAng単 独 で は`sharp'を

意 味 す る と推 定 され る。 な おAで は 語 頭 で1-、 語 中 でr一に な る も の と か ん が え

られ る。

(222)`potato'PL*h-raO-h丘?;Cra巾 血,Khaηm丘`yam?',Ghaη 加`yam?';A/SenAnghu
o

`yam';PTB 一

注A/Seの 形 式 を 考 慮 す る と、PL*hlaη 一h丘と い うよ うな 形 式 が 想 定 で き る か も

しれ な い 。

注49こ の形 式 は査読者Aの 教 示 に よる
。
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3.3鼻 音

3.3.1肌 央m-

C/K/Gに お い て 共 通 し てm一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*m一 を 再 構 す る 。(38)

`ankle'PL*ta -mik、(45)`nail'PL*tak-miη<*tak-min? 、(82)`sun'PL*c-mik、(105) ダ
`mushroom'PL*k -m血 、(133)`bone'PL*ma(η/k)-kV-k、(136)`tail'PL*mV(U/k)-kV、

(198)`ghost'PL*h-manの ほ か に 、(223)～(239)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(223)`buy'PL*m-ri;Cmor壬,Kmi,Gmi;A/Sem1;Jm溢313i33;PTB*g/m/s-lay

(STEDT#2137)

(224)`capsicum'PL*m-ruk?;Cmoru?,Kmou?nεgi,Gm丘?;Amosτ,SemoksT;PTB

注C/KとGと で 声 調 が あ わ な い 。

(225)`good'PL*m6y;Cmi,Km6,Gm6;Jmai33;PTB*maly(STEDT#2444)

(226)`waterleech'注50PL*CH-mo;Cmoy血?,Kmう,Gmう;Mhηy6,WrB{mhyo.};

PTB一

注 ビ ル マ 語 の 形 式 か ら 判 断 す る と 、PTBで 接 頭 辞*sH一 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。

Cで はPLの 主 音 節 が 接 頭 辞 と し て の み の こ っ て い る 。

(227)`fbrget'PL*mat;Cmai?,Kmat,Gmat;Jmat31`lose';PTB*ma-t(DPTB#79)

(228)`extinguish'PL*mit;Csomi?,Klgmet,Gmεt;J∫ 溢31mjit55注51;PTB*s-mim藁

*s-milt(STEDT#31)

注Klometの 接 頭 辞lo一 はla`take'に 由 来 し 、 語 根 を 他 動 詞 化 す る 。

(229)`eye'PL*mik;C?ami?,Kmi?tむ,Gmi?t血;A/Semlt;Jmji?31;WrB{myak'ci};

PTB*s-mik(STEDT#682)

(230)`cattle'PL*s-muk;Csgmu?,Kmou?,Gmou?;Asok;PS*samuk;PTk*muk

(STEDT#7137:provisional)

(231)`thunder/sky'注52PL*CH-muk;Ckomu?`thunder',Khom6u?`sky',Ghomむ?

`sky';Jmu?55`thunder';PTB*r/s -mu:k[Matisoff2012:35]

注50こ の 例 はMatisoff[2012:35]の 指 摘 に よ る
。

注51こ の 形 式 は 査 読 者Aの 教 示 に よ る
。

注52こ の 例 はMatisoff[2012:35]の 指 摘 に よ る
。
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(232)`under/below'注53PL*m丘k?;C?amu?,Khom血?～kom丘?,Ghom亘?;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い 。 さ ら に 韻 母 の 対 応 も不 規 則 。 同源 形 式 とは い

え な い か も しれ な い 。

(233)`allot'PL*man;CmaiU,Kman,Gman;PTB-

(234)`face'PL*man<*mal?;C?amaiη,Kman,Gman;A/Seman;Jman33;PS*mal;

PTB*s-myal(STEDT#ll88:provisional)

(235)`dream(n)'PL*ip-maη;C?i?maη,K?epmaη,G?εmaη;Jjup31maη33;PTB

*(s/r) -ma((η/k))(STEDT#126)

注Gで 一pが あ ら わ れ て い な い の は 、 後 続 す るm一 の 影 響 と お も わ れ る 。

(236)`ripe'PL*miη 〈*min?;Cmiη,Kmiη,Gmiη;A/Seming,a-min`raw';Jmjin33;

PTB*s-min(STEDT#2449)

注A/Sea-min`raw'は 否 定 接 頭 辞a一 にminが 付 加 し て い る 。min単 独 で は`ripe'

を 意 味 す る と推 定 さ れ る 。

(237)`bark/sound'注54PL*m-rfη;Cmorfη`bark',Kmiη`sound',Gmfη`sound';J

ph3iη33;PTB*priη 菱*b-riη(STEDT#2571)

(238)`wind(n)'PL*mun;CmuU,Kmun(vi),Gmun(vi);PTB一

注Jn31puη33`wind(n)'やPTB*buηWIND(n)(STEDT#6128)は 韻 母 が あ わ な

い の で 同 源 形 式 で は な い とお も わ れ る。

(239)`hair(body)'PL*mun;C?amuη,Kmuηku,Gmiηku,miηcu;Jmun33;WrB

{@a-mwe:};PTB*s/r-m(u/i/ya)1(STEDT#363)

注K/Gの 一〇は 後 続 す るk一の 影 響 。 そ こ で こ の 例 に つ い て は 例 外 的 にJを 参 考 に

し てPL*munを 再 構 す る。

C/Kで 共 通 す る も の と して(240)が あ る。

(240)`playaHute'PL*mut;Cmu?,Kmot,G-;Jkま31wut31`blow';PTB*k/s-mut

(STEDT#503)

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と して(241)が あ る。

注53こ の 例 はMatisoff[2012:36]の 指 摘 に よ る
。

注54こ の 例 はMatisoff[2012:32]の 指 摘 に よ る
。
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(241)`mother'PL*a-me;C(?an亡1),K?omε,G?ome;A/Seam6;J(nu51);WrB

{@alne};PS*me,*n茸;PTB*mi(STEDT#1618)

注K/G/Aの 形 式 はShanmε3か ら の 借 用 に み え る か も しれ な い 。 しか し親 族 名

称 を あ らわ す 接 頭 辞 が 共 通 し て み られ る の で 、 本 来 語 とか ん が え る。C/Jの 形

式 はPTB*n(y)u(sTEDT#1621)と 関 係 す る 。

3.3.2PL*n-

C/K/Gに お い て 共 通 してn一 が あ ら わ れ る形 式 に は 、PLと して*n一 を 再 構 す る。(106)ダ`ear'PL*k -na 、(156)`nose'PL*sH-na、(191)`youngerbrother'PL*nVsi、(181)`rob'

PL*sH-nanの ほ か に 、(242)～(249)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(242)`laugh'PL*niy-k?;C?an6,Kni,Gni;Senik;Jm首31ni33;PTB*m-nwi(y)-k

(STEDT#llO5)

(243)`night'PL*nak;Cna?tai?,Kna?cε,GnaUki;A/SesanAk;J∫ 首31na?55;PS*-nat-?;

PTB*s-nakBLACK(STEDT#2483)

(244)`daughter-in-law'PL*nam;C?anaη,Knam,Gnam;Jnam33;PS*nam;PTB

*s-nam(STEDT#2486)

(245)`smell(v)'PL*nam;Cnaη,Knam,Gnam;A(nAm-to)注55,SenAm;Jm溢31nam55;

PTB*m/s-nam(STEDT#1415)

(246)`thou'PL*naη;Cnaη,Knaη,Gnaη;A/SenAng;Jnaη33;PS*nang;PTB*na一 η

(STEDT#2489)

(247)`you(pl)'PL*niη;Cn6niη,KhoniO,Gniη;A/Sening;PTB-

(248)`year'注56PL*niη;CsoniO,Kya?niO`thisyear',Gyoniηpi`thisyear';J伍31niη33;

PTB*niO=*s-niη(STEDT#2501)

(249)`heavy'PL*CH-ni(η/k);C?aniO,Knさi?,Gni?;A/Senik;PTB一

注CとK/G/A/Seで 語 末 子 音 の 対 応 が 不 規 則 。PTB*s-na:ηHEAVY/THICK(of

liquids)/VISCOUS(STEDT#698:provisional)が 関 係 し て い る か も しれ な い。

注55Aに み え る一toは、K/Gか らの類推 で い えば、借 用語 動詞 で あ る ことを しめす 標識 で あ る。

そ して 、nAmは メイ テ イ語 か らの借 用語 であ る と推 定 され る。 他 方 、Seの 形 式 には借 用

語動 詞 を あ らわす標 識 が あ らわ れ てい ない。 だ か ら本 来 語 とか んが え る こ とが で きる。

注56こ の例 はMatisoff[2012:33]の 指摘 に よる
。
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C/A/Seで 共 通 す る も の と し て(185)が あ る 。

(185)`seven'PL*s-ni一 η;Csoniη,K(set),G(sit);A/Sesm1;Js溢31nit31;PS*sani(t);PTB

*s-ni-s(STEDT#2505)

注K/GはShantset4か ら の 借 用 語 。

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(250)～(251)が あ る 。

(250)`next/coming'PL*nap;C-,KnapniU`nextyear',G?gnap`nextyear';AnAp,

Senap;PTB-

(251)`bury'PL*CH-nup;C-,Kn6p,Gnうp;A/Senup;Jlup31;PTB*klup(DPTB

#138)

G/A/Seで 共 通 す る も の と し て(252)が あ る 。

(252)`push'PL*CH-no<*CH-nor?;C-,K-,Gnう;A/Seno;PCC*nor(STEDT

#4805:provisional)

C/Kn一 に 対 し てGi一 と な る も の が(253)の 一 例 だ け 確 認 さ れ て い る 。

(253)`new'注57PL*n-yar?;Cnaiη,Knoya,Gia;Jn31nan33;PTB一

注Tangsaanal,Nocteanyian[Matisoff2012:39]。

3.3.3PI.社 】-

C/K/Gに お い て 共 通 し て0一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*0一 を 再 構 す る 。(254)

～(257)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(254)TPL*ηa;Cηa,Kηa,Gηa;A/Senga;Jηai33;PS*nga;PTB*ηa(STEDT#2523)

(255)`be/exist'PL*ηa;Cηa,Kηa,Gηa;Angai`remain',Senga`remain';Jηa31;PTB

(256)`say'PL*Uaw;Cηa,Kφ,Gφ;A/Senga;JUu55;PTB一

注A/Seと も に`whisper'と い う語 の 一 部 にngaが あ ら わ れ て お り 、`say'の 意

味 で あ る と 推 定 さ れ る 。

(257)`benddown'PL*CH一 ηuk;Cηu?,Kη6u?,Gη5?;PTB一

注57こ の 例 はMatisoff[2012:39]の 指 摘 に よ る
。
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C/A/Seで 共 通 す る も の と し て(258)が あ る 。

(258)`five'PL*ηa;Cηa,K(ha),G(ha);A/Senga;Jm溢31ηa33;PS*nga;PTB*1/b一 ηa

(STEDT#1306)

注K/GはShanhaa3か ら の 借 用 語 。

Cn一 に 対 してK/Gが η一が 対 応 す る も の が(32)、(259)に しめ す 二 例 確 認 され て い

る。 い ず れ も歯 音 の接 頭 辞 に よ り同 化 してCn一 とな っ て い る も の と推 定 され る。

(32)`fish'PL*tH一 ηa;Ctona,Ktaη ηa～taηηa,Gtaη ηa;A/Setanga;J(ηa55);PS*tanga?;

PTB*s-Oya(STEDT#1455)

注K/Gに お い て 接 頭 辞t一に η一が 後 続 す る 例 が な い 。K/Gでtaη 一とな っ て い る の

は 接 頭 辞t一に η一が 直 接 後 続 す る こ と を さ け る た め に 主 音 節 の 母 音 が 挿 入 され た

結 果 と推 定 され る 。 平 行 例 と して(34)`bee'Kt両 加nが あ る。Jilitanga。

(259)`drive/chase'PL*rH一 ηak;Crona?,KOa?,Gηa?;PTB一

3.4流 音

3.4.1PL央1-

C/K/Gに お い て 共 通 し て1一 が あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*1一 を 再 構 す る 。(33)

`turtle'PL*tH -lip 、(35)`stone'PL*tH-luη 、(155)`tongue'PL*s-li-kの ほ か に 、(260)

～(266)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(260)`take'PL*la;Cla,Kla,Gla;Alaha,Sela;Jla55;PKC*laa(STEDT#5056:

provisional);PTani*laη(STEDT#6421:provisional)

注Alahaはla`take'+ha`walk'と 分 析 で き る と お も わ れ る 。(199)`walk'

C/K/Gha。

(261)`cock'PL*u-la;C?ula,K?ula,G?ula;Ju311a31;PTB-

(262)`ニQUESTION'PL*=16;C=16,K=16,G=16;WrB{laY};PTBla-y(HPTB)

注C/K/Gと も に 決 定 疑 問 文 の 標 識 と し て も ち い ら れ う る 。WrB{laY}は 疑 問

語 疑 問 文 の 標 識 。

(263)`get'PL*lu;Clu,Klu,Glu;Jlu31;PTB-

(264)`skin'PL*lak;C?ala?,Kla?khau?,sholさ,Gla?khau?;Alaho,SelAkrAk;PS

* -lak?;PTB*lak(STEDT#602:provisional)
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(265)`road'PL*lam;Claη,Klam,Glam;Alamje`伍r',Selamja`伍r';Jlam33;WrB

{lam':};PS*lam;PTB*lam(STEDT#1017)

(266)`warm'PL*1壬m?〈*1y丘m?;Cl句,K16m,Gl6m;Jlum33;PTB*s-lum藁*s-lim

(STEDT#2420)

C/Kで 共 通 す る も の と して(267)が あ る。

(267)`many'PL*16η;Cl6η,KklauU,G(nam);Jlo?55注58;PTB一

K/G/Aで 共 通 す る もの と して 、(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?の ほ か に 、(268)～(270)

が あ る 。

(268)`come'PL*li;C(vaiO),Kli,Gli;A/Seh;WrB{laa};PS*li;PTB*la-y藁*ra

(STEDT#3569:provisional)

注Cの 形 式 はva+-aiη`-vENITIvE'と い う 複 合 形 式 に 由 来 す る 。

(269)`creeper'PL*lu-k;C(?aroku?),Kyolu,Gyolu?;Aluhuk,Se(ufl);PTB一

注c-ku?とA-hukは 同 源 形 式 で あ る か も し れ な い 。K/Gの 接 頭 辞yg一 はPKc

*yuun(STEDT#5192:provisional)と 関 係 し て い る と お も わ れ る
。

(270)`white'PL*1両;C(phro),Kl丘0,Gl丘 η;Alun,Selung;J(ph3031);WrB({phruu}),

OB({phlu});PS*phro;PTB一

グ

注C/Jの 形式 も同源形式 とすれば、PL*plV一 ηのよ うな形式を再構 できるかも

しれない。

3.4.2PL*r-

Cr一 に 対 し てK/Gの 一が 対 応 す る ば あ い 、PL*r一 を 再 構 す る 。(4)`emerge'PL*pru、

(14)`smooth'PL*pri-t、(22)`jump'PL*phr6-k、(24)`fUll'PL*phriO、(36)`redant'

PL*tH-hra〈*tH-khra、(73)`thick'PL*rH-thay、(116)`d】 ヅPL*r-k6w、(118)`bathe'

PL*krtiw、(128)`long'PL*kr6y、(130)`six'PL*kruk、(140)`buf飴lo'PL*k-r6y、

(151)`sour'PL*hri<khri、(200)`raise/bringup'PL*hroy、(201)`cloud'PL*hraη 、

(208)`bum['PL*hru〈*khru、(210)`cry/weep'PL*hrap〈*khrap、(221)`sharp'

PL*h-raη 、(222)`potato'PL*h-raη 一h丘、(223)`buy'PL*m-ri、(224)`capsicum'PL

*m -ruk 、(237)`bark/sound'PL*m-riη の ほ か に 、(271)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(271)`cord'PL*ri;Cr壬,K?i,G?i;J3i31,sum335i33;PTB*s-rwgy(STEDT#533)

注58こ の形 式 は査読者Aの 教 示 に よる
。
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Cr一 にKの 一が 対 応 す る も の と して(220)`scratch'PL*hr6-t〈*khr6-tが 確 認 され て

い る。

Cr一 にK/Seの 一が 対 応 す る も の と して(143)`blind'PL*kreが 確 認 さ れ て い る。

Cr一 にAの 一が 対 応 す る も の と して 、(2)`fbur'PL*pri、(129)`bamboo'PL*kroの

よ うな 例 が確 認 され て い る。

Cr一 に 対 してK/Gy一 が 対 応 す る も の と して 、(272)～(273)に しめ す 二 例 が 確 認 さ

れ て い る。

(272)`shave'PL*rat/rit?;Crai?,Kyat,Gyεt;PTB*ri:t(STEDT#2615)

(273)`wakeup'PL*r6y-k?;Cr壬?,Ky6,Gy6u?;PTB一

3.5半 子 音

3.5.1PI」 央w-

Cv一 がK/Gw一 で 対 応 す る よ う な 形 式 に は 、PL*w一 を 再 構 す る 。(111)`monkey'PL

k-w6y、(157)`tooth'PL*s-wa、(202)`rain'PL*hraηw6の ほ か に 、(274)～(281)

の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(274)`father'PL*a-wa?;C?ava,K?owa,G?owa;Aapa,Seapo;Jwa51;PS*wa;PTB

*pa=*pwa(STEDT#2546)

注C/K/Gで 声 調 が あ わ な い 。

(275)`husband'PL*h-16wa;C?ahr6va,Kholow註(male),Ghol6wa(male);Ahora;

PTB*wa(STEDT#1639)

注PL*h-1-→Chr一 と推 定 さ れ る 。

(276)`water'PL*w6;Cv6`rain(v)',Kw6,Gw6;A/Semさ,Aokwe`gravy';PS*wi?;

PTB*roy(STEDT#1013),*m-t(w)oy藁*m-ti-s(STEDT#298)

(277)`pig'PL*wak;Cva?,Kwa?,Gwa?;A/Sewak;Jwa?31;WrB{wak'};PS*wak;

PTB*p-wak(STEDT#1006)

(278)`wide'注5gPL*wak;Cva?,Kwa?,Gwa?;PTB-

(279)`fire'PL*wan<*wal;Cvaiη,Kwan,Gwan;A/Sewal;Jwan31;PS*wal;PTB

*pwar美bwar(STEDT#2152)

注59こ の 例 はMatisoff[2012:34]の 指 摘 に よ る
。
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(280)`smoke'PL*wan-<*wal-;CvaiOhvu,Kwanshuη,Gwan早u?;Awalkh亘,Se

walhti;Jwan31khut31注60`fire';PTB*pwar藁bwar(STEDT#2152)

(281)`cut'PL*wan;Cvaiη,Kwan,Gwan;Jmon31;PTB*mwan藁*mwat(STEDT

#475)

3.5.2PI.央y-

c/K/Gに お い て 共 通 してy一 が あ ら わ れ る形 式 に は 、PLと して*y一 を 再 構 す る。(282)

～(285)の よ うな 例 が確 認 され て い る。

(282)`watch'PL*yu;Cyu,Kyu,Gyu;Jju33;PTB一

(283)`長m(v)'PL*yap;Cya?,Kyap,Gyap;Jk溢31tsap31`winnow';WrB{yap'};PTB

*g-yalp(STEDT#2790)

(284)`魚n(n)'注61PL*CH-yap;Ckgya?,Khoyap,Ghgyap;WrB{yap'};PTB*g-yalp

(STEDT#2790)

(285)℃L:day'PL*yak;Cya?,Kya?,Gya?;A(cham孔);Jja?55;PS*ya-;PTB*s-r(y)ak

(STEDT#2636)

3.6そ の他

C/K/Gで 一定の対応がみ られるものの、PLの 頭子音を決定 しに くいもの として、以

下の例がある。

3.6.1流 音 にかかわるもの

Cr一に対 してKy-、Gが1一 が対応するものとして、(286)～(288)に しめす三例が

確認 されている。PLに は流音に準ずる形式があった と推定 される。 しか しなが ら、ど

のような頭子音 を具体的に再構できるかはわかっていない注62。

(286)`cross(river)'注63PL*Cap;Cra?,Kyap,Glap;J5ap55;PTB一

(287)`catch'PL*Cim;Criη,Kyem,Glεm;J5im31;PTB*s-grim(STEDT#6174)

注60査 読 者Aに よ る とJ -khut31の 部 分 は 名 詞 化 接 尾 辞 一tが 付 加 した も の で あ り[Matisoff

2003:454]、C-hvuに 対 応 す る。

注61こ の 例 はMatisoff[2012:36]の 指 摘 に よ る
。

注62PTBを 参 照 す る とPL*gr 一と い っ た 形 式 が 再 構 で き る か も しれ な い 。

注63こ の 例 はMatisoff[2012:36]の 指 摘 に よ る
。
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(288)`hom'PL*C血 η;C?ar向,Ky6uηkaη,Glauηkaη;A/SenongnAng;Jn313uη33;PS

*rung;PTB*n/g-[r]u-(η/k)藁*n/g-[r]wa一 η/k(STEDT#814)

Cr一 に 対 してKt-、Gが1一 が 対 応 す る もの と し て 、(289)に し めす 一 例 が 確 認 され て

い る。 こ の 例 に 対 して どの よ うな頭 子 音 を 再 構 す べ き か も わ か っ て い な い 。

(289)`ニPLuRAL(十n)'PL*Cak;C=ra?,K=ta?,G=la?;PTB一

注Tripurarau?(STEDTDatabase)も 同 源 と お も わ れ る 。

3.6.2入 破 音 に か か わ る も の

C6一 に 対 してKp-、Gm一 が 対 応 す る 例 が あ る。 頭 子 音 に 両 唇 音 が か か わ っ て い る と

推 定 さ れ る け れ ど も 、 具 体 的 な 音 価 は 決 定 で き な い 。(290)～(292)の よ うな 例 が

あ る。

(290)`rot'注64PL*C亘;C6亘,Kkop血,Gm¢Jphu33;PTB一

注`rot'PTB*m-bup(HPTB)は 韻 母 が あ わ な い 。

(291)`eggplant'PL*Cok;C60?6ηsi,Kpau?po¢i,Gmou?sapshi;A/SemokminsT;PKC

*60k-600n美*6uk-6u(STEDT#4010)

(292)`muddy/cloudy'PL*C6n;C6曲,Kp6n,Gm5n;PTB一

注PTB*mu:ηCLOUDヱDARK;SULLEN(STEDT#2468)は 韻 母 が あ わ な い 。

C6一 にKp一 が 対 応 し て い る よ うに み え る例 と して(293)が 確 認 され て い る。Gの 形

式 は 未 確 認 で あ る け れ ど も 、 前 例 と 同 様 に 具 体 的 な 音 価 は 指 定 せ ず に 再 構 し て お く。

(293)`bubble'PL*C6t;C?aso66?,Kshop5t,G-;PTB一

対 応 す るCの 形 式 は 確 認 され て い な い け れ ど も 、Kp一 に対 してGm一 が 対 応 す る も の

と して(294)が あ る。A/Sep一 で 対 応 す る の で 、PL再 構 の根 拠 とみ な せ る。 た だ し、

頭 子 音 は 決 定 で き な い 。

(294)`broad'PL*Cak;C-,Kpa?,Gma?;A/Sepaktong;PTB一

注A/Setongは(62)`big/great'と お な じ。

c(LにK/Gt一 が 対 応 す る 例 と し て(295)が 確 認 され て い る。 本 稿 で はPLと して か

りに*ゆ を 再 構 して お く。

注64こ の 例 はMatisoff[2012:37]の 指 摘 に よ る
。
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(295)`putupon'PL*daη?;C(laO,Ktaη,GtaO;WrB{tang'};PTB-

C(fにK/Gl一 が 対 応 して い る よ うに み え る例 と して(296)が 確 認 され て い る。 た だ

し、 声 調 が うま く対 応 しな い の で 、 同源 形 式 とは い え な い か も しれ な い 。

(296)`cockroach'PL*s-Cip?;Csi(fi?,Ksholfp,Gsholip;PTB-

c¢ にKt-、Gl一 が 対 応 す る も の と し て(297)が 確 認 され て い る 。 頭 子 音 を 再 構 で

き な い の で 、 か りにC一 を た て る。

(297)`wrap'PL*Cip;C(fi?,Ktep,Glεp;PTB一

注PTBtip蚤*tup藁*tum(HPTB)あ る い はPTB*klup(STEDT#2321)と 関 係

し て い る か も しれ な い 。

4韻 母

4.1開 音 節

4.1.1PL*-a

C/K/Gに 共 通 して 一aが あ らわ れ る形 式 に は 、PL*-aを 再 構 す る 。PL*-aは も っ と も

安 定 した 母 音 で あ る 。 こ れ ま で に あ げ て き た 語 例 の な か で は 、 以 下 に あ げ る よ うな も

の が 確 認 され て い る 。

(1)`level'PL*pa;Cpa-go?,Klopa`paddyfield',G1εtpa`paddyfield';Jpa33;PTB

(20)`thin'PL*pha;Cpha,Kpha,Gpha;Sepha;Jpha31;PTB*ba(STEDT#2143)

(32)`fish'PL*tH一 ηa;Ctona,Kt鋤 ηa～taη ηa,Gtaη ηa;A/Setanga;Jηa55;PS*tanga?;

PTB*s-Uya(STEDT#1455)

注Jilitanga。

(36)`redant'PL*tH-hra〈*tH-khra;Ctohra,Ktoha,Gtoha;Mkhra;PTB-

(37)`fbot/leg'PL*ta;C?ata,Kta,Gta;;Ataka`fbot',tAka`leg',SetAmpha`fbot',

tAha`leg';Jl五31ko33;PS*t(1)a(k)?;PTB*la(STEDT#350),*d-ya(STEDT#888)

(38)`ankle'PL*ta-mik;C?atomi?,Ktami?t血,Gtami?tむ;A(khujeng),SetAmlt;PTB

注(37)`fbot'PL*taと(229)`eye'PL*mikか ら な る 複 合 語 。
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(69)`moon'PL*s-da<*s-la;Csoda,Kshota,Gshota;A/Sesatha;J∫ 溢33ta33;PS*sada;

PTB*s-(g)la(STEDT#1016)

(106)`ear'PL*k-na;C?akona,Kkona,Gkona;A/Sekana;Jna33;PS*kana;PTB

*r/g-na(STEDT#811)

(107)`tiger'PL*kH-sa;Ckgsa,Kkosha,Gkgsha;A(h61);PS*kasa;PTB一

注PKCkay(STEDT#4317):チ ン 系 言 語 で はMizosa-k6iの よ う に 、saに 該 当

す る 要 素 が 前 に き て 、k一 に 相 当 す る 要 素 が 後 に く る 。Jilikasa。

(113)`earth'PL*ka;Ckoja?,Kka,Gka;A/Seka;Jka55;PS*ka;PTB*r-ga(STEDT

#2284)

(ll4)`hot'PL*ka;Cka,Kka,Gka;Seka;PTB一

注Jk旦33`dry'やPTB*s-kaDRYUPが 関 係 し て い る か も しれ な い 。

(115)`bridge'PL*t/r-ka?;Croka,Ktoka,Gtoka;PTB-

(145)`=NoMINALIzER'PL*=k/ga;C=ga/=ka,K-,G=ka;A/Se-ga`GENITIvE';

PTB一

注K=kaは 原 因 ・理 由 を あ ら わ す 従 属 節 標 識 と し て も ち い ら れ る 。 名 詞 化 と も

関 連 が あ る と お も わ れ る 。

(152)`red'PL*khya;C∫a,Kha,Gha;A/Seha;Jkhje33;PTB一

注PTB*kyeηRED;ASHAMED(STEDT#2377)と 関 係 が あ る か も しれ な い 。

(156)`nose'PL*sH-na;C(?asokon亘),?asona`apex',Kshona,Gshona;PTB*s-na藁

*s -na:r(STEDT#803)

(157)`tooth'PL*s-wa;C?asova,Kshwa,Gshwa;Asho,Seshoa;Jwa33;WrB{swaa:};

PS*sawa;PTB*s-wa(STEDT#632)

注K/Gの 形 式 は ビル マ 語 か ら の 借 用 で あ る 可 能 性 も あ る 。

(159)`son'PL*sa;C?asa,Ksha,Gsha;Asaijahora,Sesahora;J∫a51`child';WrB

{saa:};PS*sa;PTB*tsa-n藁*za-n(STEDT#428)

(182)`-DIMINuTIvE'PL*-sa;C-sa,K-ga,G-sha;J∫a31;PTk*tsa(Mortensen2012)

注(159)`son'と 語 家 族 を な す 。
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(186)`eat'PL*sa;Csa,K(you?),G(you?);Ashai,Sesa;J∫a55;PTB*dz(y)a-k/n/t/s

(STEDT#36)

注 他 言 語 で一aに お わ る 動 詞 は 、A-aiと な っ て い る。McCulloch[1859]に お け

る ほ か の 語 例 も考 慮 す る と、 語 末 の 一iは述 部 標 識 が 縮 約 した も の で あ る 可 能 性

が あ る。

(199)`walk/bring'PL*ha;Cha,Kha,Gha;Alaha`bring',shai`walk',Selaha`bring',

sa`walk';Jsa33`go/come';WrB{swaa:}`go';PTBs-waBEINMOTION,GO,

COME(STEDT#2774)

注PKC*kalGO/PACE/WALK(STEDT#4285)と 関 係 が あ る よ う に み え る か も

し れ な い 。 し か し 、*-alはCで 一aiη、K/Gで は 一anで 対 応 す る の が 通 則 で あ る 。

(204)`bitter'PL*ha<*kha;Cha,Kha,Gha;A/Seha;Jkha55;WrB{khaa:};PTB

*b-ka-(n/m/0)(STEDT#229)

(205)`chin'PL*CH-ha<*CH-kha;C?aho61血?,K?oha,Gηohahu?;A/Sekhadang;J

n31kha55;PTB*(m/s)-ka(STEDT#273:provisional)

(206)`crow'PL*u-ha〈*u-kha;C?uha,K?uha,G?oha;Auha;Ju31kha33;PTB*ka-n

(STEDT#2279:provisional)

(254)TPL*ηa;Cηa,Kηa,Gηa;A/Senga;Jηai33;PS*nga;PTB*ηa(STEDT#2523)

(255)`be/exist'PL*ηa;Cηa,Kηa,Gηa;Angai`remain',Senga`remain';Jηa31;PTB

(258)`且ve'PL*ηa;Cηa,K(ha),G(ha);A/Senga;Jmま31ηa33;PS*nga;PTB*1/b一 ηa

(STEDT#1306)

注K/GはShanhaa3か ら の 借 用 語 。

(260)`take'PL*la;Cla,Kla,Gla;Alaha,Sela;Jla55;PKC*laa(STEDT#5056:

provisional);PTani*laη(STEDT#6421:provisional)

注Alahaはla`take'+ha`walk'と 分 析 で き る と お も わ れ る 。(199)`walk'

C/K/Gha。

(261)`cock'PL*u-la;C?ula,K?ula,G?ula;Ju311a31;PTB-

(274)`father'PL*a-wa?;C?ava,K?owa,G?owa;Aapa,Seapo;Jwa51;PS*wa;PTB

*pa=*pwa(STEDT#2546)
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注C/K/Gで 声 調 が あ わ な い 。

(275)`husband'PL*h-16wa;C?ahr6va,Kholowa(male),Ghol6wa(male);Ahora;

PTB*wa(STEDT#1639)

C/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の よ う な 例 が あ る 。

(96)`light(weight)'PL*ca〈*r-ya;Croca,K(sona),G(sona);Secha;Jtsaη33;PTB

*r -yalη(STEDT#2789)

注K/Gso一 はPL*caが 接 頭 辞 化 し た も の で あ る 可 能 性 が た か い 。

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の よ う な 例 が あ る 。

(72)`cookedrice'PL*da〈*ta?;C(p{i?),K?ota,G?ota;Aonda,Sekonda;PTB-

(103)`bird'PL*u-jik-sa<*u-cik-sa?;C(?usi),K?usi?sha～?usi?sha,G?usi?sha;

A/Seujiksa;J(u31);PS*-cik-?;PTB*wu(STEDT#301)

K/G/Aで 共 通 す る も の と し て 次 の よ う な 例 が あ る 。

(59)`right(hand)'PL*tH-ha〈*tH-kha;C(p丘?sola?),Ktoha,Gtokha;Alaha,Se

(tauwa);Jkh3a55;PTB*g-ya～*g-ra(STEDT#2786)

注 頭 子 音 と 声 調 の 対 応 を 考 慮 す る と 、GはJか ら の 借 用 に 接 頭 辞 が 付 加 し て い

る 可 能 性 が た か い 。

こ の ほ か 、(298)～(301)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。 い ず れ も 機 能 語 で あ り 、

先 行 す る 環 境 に よ っ て 頭 子 音 が 変 化 す る 。 こ こ で は 韻 母 の み を あ げ て お く 。

(298)℃L-one'PL*-a;C-a,K-a,G-a;A/Se-ta;PTB-

(299)`-ANDATIvE'PL*-a;C-a,K-a,G-a;PTB-

(300)`ニALLATIvE'PL*=CHa;C=a,K=pa,G=a;PTB-

(301)`ニLOCATIvE'PL*=a?;C=a,K(=pe),G=a;A/Se-a;PTB一

注CとGで 声 調 が 対 応 し な い 。K=peは*=pa-iと い っ た 形 式 に 由 来 す る か も

しれ な い 。

4.1.2PI・ 央一ay

C-eに 対 し てK/Gが 一εが 対 応 す る 例 が あ る 。PL*一 ε を 再 構 す る こ と も で き る。 し

か し、 母 音 の 体 系 か ら判 断 す れ ば 、PL*-ayを 再 構 で き る よ うに お もわ れ る 。 た だ し、
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C/K/Gで 対 応 す る 例 は 、 次 に あ げ る 二 例 し か 確 認 さ れ て い な い 注65。

(73)`thick'PL*rH-thay;Crothe,Kthき ～?othき,Gthき;A/Sethe;Jthat31;PTB*r-tas

(STEDT#178)

(302)`tu㎜eric'PL*k-ay?;Cko?6,Kha?cεt?6,hakcを[Sangdong2012:490],Gha?c6

～ha?k6;A/Sekungh6;PKC*?aay(STEDT#4504:provisional)

次 の 例 も 類 例 と い え る 。

(16)`left(hand)'PL*tH-pay<*tH-pway?;C(bela?),Ktopき,G(pε);At6we,Setewe;

Jpai33;WrB({bhay'});PTB*bay～*bway(STEDT#2154)

4.1.3PL央 一aw

C-aに 対 してK/Gが 一〇が 対 応 す る ば あ い 、PL*-awを 再 構 す る。 た だ し適 当 な 例 は

次 に しめ す 二 例 しか確 認 され て い な い 。

(160)`fat'PL*saw;C?asa,Kshol5,Gshol5;A/Sesa;Jsau55;PTB*sa:w(STEDT#60)

注K/Gに み られ る一1一は 接 中 辞 で あ る とい う[Sangdong2012:158-160]。

(256)`say'PL*Oaw;Cηa,Kφ,Gη6;A/Senga;JOu55;PTB一

注A/Seと も に`whisper'と い う語 の 一 部 にngaが あ ら わ れ て お り、`say'の 意

味 で あ る と推 定 され る 。

4.1.4PI」 央一i

c/K/Gに お い て 共 通 し て 一iが あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*-iを 再 構 す る 。 こ れ

ま で に あ げ て き た 語 例 に は 以 下 の 六 例 が あ る 。

(66)`sweet'PL*ti;Ckyi,Kti,Gti;A/Setl;Jtui31;PS*tui?;PTB*twi(y)(STEDT

#2721)

(67)`egg'PL*ti;C?akyi,Ktoti,Gtitti;Jti31;WrB{u};PS*tui;PTB*d(w)oy

(STEDT#300)

注Sakwa-ti[Hodgsonl853:8]。

(68)`penis'PL*tf;C?akyi,Kti,Gti;PTB*ti-k(STEDT#641),*dzi(STEDT#1601)

注65頭 子 音 が 相 補 分 布 して い る の で
、PL*-eyと 再 構 で き る可 能 性 も あ る。 な お 、K/Gで 一εが

あ らわ れ る 例 そ の も の は 散 見 さ れ る:`naverKpotth6,Gpotth6;`vomit'KIGc6な ど。
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(144)`-pLuRAL(十v)'PL*-ki～*-hi<*-khi;C-ki,K-ci,G-khi;Aso一 ㎞`quarrel',Se

kutto-hl`quarrel';PTB-

(147)`barkingdeer'PL*khi;C?i∫i,K?ochi,GOohi;Jt∫ 垂33khji31;WrB{khye};PTB

*d-kgy(STEDT#2313)

(268)`come'PL*li;C(vaiU),Kli,Gli;A/Seh;WrB{laa};PS*li;PTB*la-y美*ra

(STEDT#3569:provisional)

注Cの 形 式 はva+-aiη`-vENITIvE'と い う 複 合 形 式 に 由 来 す る 。

K/G/Aで 共 通 す る も の と し て 、 次 の 例 が あ る 。

(87)`milk'PL*cuk-si;C(co?①,Ksou?gi,Gsau?shi;AchokchoksT;PTB*dzyuk

(HPTB)

こ の ほ か に 、(303)の よ う な 例 が あ る 。

(303)`give'PL*i;C?i,K?i,G?i;A/Sel;Jja33;PS*i;PTB*ya-k(STED#3549)

注PS*yan[L6fHerl964:103]は 、 動 詞 に 助 動 詞 が つ い た 形 式 が 一 語 と な っ た

も の で あ り 、`give'そ の も の の 形 式 と し て は 適 当 で な い 。

PL*-iは 、Cで はs/c/j一 の あ と で 一iに な る 。

(102)`ten'PL*jf,*si;Cc壬/jf/s壬,K(gip),G(ship);A/Se(sh6t),shl-,-jT;J∫i33;PS*chi;

PTB*ts(y)i(y)～*tsyay(STEDT#2478)

注Cの 形 式 は 異 形 態 。K/GはShanship4か ら の 借 用 語 。

(131)`star'PL*s-kan-si<*s-kar-si?;Csgkaiηsi,K?ulugi,G?unuηshi;A/SesangAns1;

J∫溢33kan33;PS*sakan-si;PTB*s-kar=*s-kor(STEDT#2300)

(141)`mango'PL*kr6k-si;Ckrai?si,Kcai?gi,Gcai?shi～c6i?shi;A/Sekeks1;PTB-

(190)`廿uit'PL*si;C?asi,Kgogi,Gshi?shi;A/Ses苅1;Jsi31;WrB{@a.sii:};PS*si;

PTB*sey(STEDT#1019)

(191)`youngerbrother'PL*nマsi;C?an6s壬,Kno¢i,Gnoshi;Anasτ,Senasl;Jnau33;

PTB*naxwYOUNGERSIBLING,relative(STEDT#2492)

(192)`die'PL*si;Cs壬,Kgi,Gshi;As1,Sesh1;Jsi33;WrB{se},OB{siy};PTB*sgy

(STEDT#27:provisional)
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(193)`medicine'PL*si-k;Cs壬,Kgi,Gshi?;Jtsi31;PTB*r-tsoy(HPTB)

PL*-iは 、Cで はr一 の あ と で も 一iに な る 。

(2)`fbur'PL*pri;Cpr壬,K(gi),pi[Sangdong2012:511],Gpi;Ap1;Jm溢311i33;

PTB*b-loy(STEDT#2409)

(14)`smooth'PL*pri-t;Cpri,Kpi,Gpit;ApT;Jp3i33;PTB一

注Gで 一tが あ ら わ れ て い る 点 が 不 規 則 。

(150)`wash(clothes)'PL*khri;Chri,Kchi,Ghi;PTB一

注`bathe/wash'PTB*kruw蚤*krow(STEDT#2344)と 関 係 が あ る か も しれ な

い け れ ど も 、 こ の 形 式 に 直 接 対 応 す る の は(118)`bathe'Ckrv丘 で あ る 。

(151)`sour'PL*hri〈khri;Chrf,Kchi,Ghf;Jkh3i33;PTB*m/s-kri(y)-s(STEDT

#227)

(223)`buy'PL*m-ri;Cmor壬,Kmi,Gmi;A/Seml;Jma313i33;PTB*g/m/s-lay

(STEDT#2137)

(271)`cord'PL*ri;Cr壬,K?i,G?i;J3i31,sum335i33;PTB*s-rwgy(STEDT#533)

次 に あ げ る 例 で は 、CでPL*r一 が あ ら わ れ て い な い け れ ど も 、 母 音 が 壬に な っ て い

る と こ ろ に 残 津 が あ る と か ん が え う る 注66。K/Gで はr一 が あ ら わ れ な い 。

(169)`shrimp'PL*r-i-s壬k?〈*r-i-sy丘k?;C?isf?,K?ishO?,G?ish丘?;PTB一

注Kの 声 調 が 対 応 し な い 。

c/K-iに 対 し てGが 一i?が 対 応 す る 例 が あ る 。 こ の よ う な 例 に 対 し て はPL*-i-kを

再 構 す る 。 次 に し め す 三 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(148)`shit/fbces'PL*khyi-k;C∫i,Kchi,Ghi?;Jkhji55;PTB*klgy(STEDT#572)

(193)`medicine'PL*si-k;Cs壬,Kgi,Gshi?;Jtsi31;PTB*r-tsgy(HPTB)

(194)`comb'PL*CH-si-k;Ch血si,Kwogi,Gh6shi?;Jp錘55si55,m溢31sit31;PTB

*m -si(y)-t(STEDT#1219:provisional)

注Gか ら はPL*-kが 推 定 さ れ る 。 た だ しPTBを 参 考 に す れ ば 、PL*-itを 推 定

し う る 。PKc*thi?(sTEDT#4380)が 同 源 形 式 で あ る 可 能 性 も あ る 。

注66平 行 例 と して は`watefC径 くPL*r -i〈PTB*royが か ん が え られ る 。
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c-i?に 対 してK-iが 対 応 して い る例 が 一 例 確 認 され て い る 。

(44)`finger'PL*tak-sir?;Cta?∫i?,Kta?gi,Gthoklat;PTB*si藁*ser蚤*sor(STEDT

#324:provisional)

注C-i?にK/G-iが 対 応 す る こ とか ら、PTBも 考 慮 す る とPLで は語 末 に 一irが

あ っ た 可 能 性 が あ る。 類 例 に は(155)`tongue'も か ん が え られ る 。

4.1.5PI.央 一iy

C-eに 対 し てK/G-iが 対 応 す る ば あ い 、 か り にPL*-iyを 再 構 す る 注67。 次 に あ げ る

二 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(29)`kick'PL*phiy?;Ckgphe,Kphi,G(su?);PTB-

(242)`laugh'PL*niy-k?;C?an6,Kni,Gni;Senik;Jm首31ni33;PTB*m-nwi(y)-k

(STEDT#1105)

K/G/A-iに 対 し てSe-6が 対 応 し て い る 例 が あ る 。C-eに 対 し てK/G-iが 対 応 す る

も の と 同 類 と み な し 、 か り にPL*-iyを 再 構 す る 注68。

(58)`thigh'PL*t-kiy?;C(?atokobo?),K(toci),Gtoki;Atanghf,Setang6;Jm溢31kji33;

PTB一

4.1.6PI」 央一e

C/G-eに 対 し てK一 εが 対 応 す る ば あ い 、PL*-eを 再 構 す る 。 以 下 に あ げ る よ う な 例

が 確 認 さ れ て い る 。

(21)`shoulder(v)'PL*ph6;Cph6,Kph6,Gph6;Jphai33,phye55;PKC*paay藁*pooy

(STEDT#4135:provisional)

(153)`climb/geton'PL*khye;C∫e,Khε,Ghe;PKC*ka(a)y菱*ka(a)1(STEDT#4252)

(161)`blood'PL*se;Cse,Kshε,Gshe;A/Sesh6;Jsai31;WrB{swe:};PS*se;PTB

s-hywoy-t(STEDT#230)

注67本 稿 で はK/Gの 母 音やPTBを 参 考 にPL* -iyを た てた。 しか し、cの 母 音 を参 考 にすれ

ば 、PL*-eyを 再構 し うる。 どち らの 再構 が よ り妥 当で あ るか は 、今後 の課 題 とす る。
注68PL* -iと すべ きで あ る可能 性 も十分 に あ る。 平行 例 が さらにあ つまれ ば 、よ りよい形 式 を

再構 で き る とお もわれ る。今 後 の課題 とす る。

一77一



藤原敬介

(202)`rain'PL*hraηw6;Chraηv6,Kholaηw6,Ghol的w6;A/Se(harAngmyo);J

(m溢315aη33);PTB*k/r/s-wa(STEDT#2080)

注K/Gの 形 式 は`sky'hauに 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

(276)`water'PL*w6;Cv6`rain(v)',Kw6,Gw6;A/Semさ,Aokwe`gravy';PS*wi?;

PTB*roy(STEDT#1013),*m-t(w)oy菱*m-ti-s(STEDT#298)

C/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(149)`sell'PL*CH-khe;C?a∫e,K(ma),Gηohら;A/Sehe;PTB一

注C/G/A/Seの 形 式 は 、 あ る い はShankhaajl`sell'と 関 係 が あ る か も し れ な い 。

C-e、K一 ε に 対 し てG一 εtが 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(220)`scratch'PL*hr6-t<*khr6-t;C?ahr6,K?oh6,Ghεt;Jkh3et31`grate,rasp';PTB

*m-kret(STEDT#6131)

C/K/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(143)`blind'PL*kre;Ckre,Kmi?cき,G-;Semltk6;Jmji?31kjg31;PTB*(m-)gwi(y)

(STEDT#2257)

K/G/Aで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(241)`mother'PL*a-me;C(?an廿1),K?gmε,G?gme;A/Seam6;J(nu51);WrB

{@a-me};PS*me,*n茸;PTB*mi(STEDT#1618)

注K/G/Aの 形 式 はShanmε3か ら の 借 用 に み え る か も し れ な い 。 し か し 親 族 名

称 を あ ら わ す 接 頭 辞 が 共 通 し て み ら れ る の で 、 本 来 語 と か ん が え る 。

C/K/Gに お い て 共 通 し て 一eが あ ら わ れ る 形 式 が 二 例 確 認 され て い る 。 か り にPL*-e

を 再 構 す る 。

(39)`eldersister'注6gPL*a-t6;C?at6`uncle',K?ot6,G?ot6;PTB-

(262)`=QuESTION'PL*=16;C=16,K=16,G=16;WrB{laY};PTBla-y(HPTB)

注69こ の語 の意 味 につ いて は注25を 参 照
。
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4.1.7PI.央 一ey

C-iに 対 してK一 ε、G-eが 対 応 す る ば あ い 、 か りにPL*-eyを 再 構 す る 注70。 次 に あ

げ る二 例 が確 認 され て い る。

(3)`put'PL*p6y;Cpi,Kp6,Gp6;A/Sepe`putdown';PTB*s-bgy-n/kGIVE

(STEDT#2158)

(225)`good'PL*m6y;Cmi,Km6,Gm6;Jmai33;PTB*maly(STEDT#2444)

r一の あ と で はC-iと な る 。 次 の 二 例 が 確 認 され て い る 。

(128)`long'PL*kr6y;Ckr壬,K-,G-;A/Seke;J(k溢311u31);PTB(*low(STEDT

#2418))

注 対 応 す るK/Gが な い け れ ど も 、A/Se-eで あ る か ら 、 か り にPL*-eyと し て

お く。

(140)`buf飴lo'PL*k-r6y;Ckr壬,Kc6,Gc6;A/Sek6;Jw溢3310i33;WrB{kywaY},OB

{klway}[Nishil999:68];PS*kloi;PTB*lwa:y(STEDT#2427)

注Proto-Tai*grwaay<Siamesekhwaay(GSTC#75)。Matisoff[1985:33]に

よ れ ば 、 東 南 ア ジ ア 大 陸 部 で の 地 域 語 。

次 の 例 はcとGで 末 子 音 が あ りKに は な い とい う不 規 則 が あ る け れ ど も、c-i〈-i

にK一 εが 対 応 して い る の で 、 か りにPL*-eyを 再 構 す る。

(273)`wakeup'PL*r6y-k?;Cr壬?,Ky6,G(y6u?);PTB一

注Gの 韻 母 の 形 式 は 不 規 則 で あ る とお もわ れ る。

4.1.8PI」 央一u

C/K/Gに 共 通 して 一uが あ らわ れ る 形 式 に は 、PL*-uを 再 構 す る。 これ ま で に あ げ て

き た 語 例 に は 以 下 の よ うな も の が あ る 。

(4)`emerge'PL*pru;Cpru,Kpu,Gpu;A/Setua-bu`dumb';Jpr旦33;PTB一

注A/Seはtu`language'+a-`negative.pre且x-'+bu`emerge'と 分 析 で き る も

の と お も わ れ る 。PTB*s-pro-kCOMEOUT/EMERGE/BRINGOUT(STEDT

注70本 稿 で はK/Gの 母 音 を参 考 にPL* -eyを たて た。 しか し、Cの 母 音 を参考 にすれ ば 、PL

*-iyを 再 構 し うる。 頭 子音 が相 補 分布 してい るの で 、PL*-ayと 再構 で き る可 能性 も あ

る。 いず れ の再構 が よ り妥 当で あ るか は、今 後 の課題 とす る。
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#2573)も お そ ら く 関 係 し て い る 。

(7)`horse'PL*sH-pu-k;C(moraη),Kshoph,Gshopむ?;A/Seshuruk;PS*sapu;PTB

注Cは マ ル マ 語 か ら の 借 用 。 ア ラ カ ン のSakに つ い て はHodgson[1853:5]に

sa加 と い う形 式 が 記 録 さ れ て い る 。 そ こ でPL*s-puを 再 構 す る 。Maringsapuk

(STEDTDatabase)。

(55)`language'PL*tu;Ct丘,Kt丘,G(topau?ka);A/Setua-bu`dumb';PS*tu;PKC

*thuu(STEDT#4371)

注A/Seはtu`language'+a-`negative.pre且x-'+bu`emerge'と 分 析 で き る も の

と お も わ れ る 。

(74)`dig'PL*thu;Cthu,Kthu,Gthu;Jthu31;PTB*tu藁*s/m-du(STEDT#3573)

(83)`burn/roast'PL*cu;Ccu,Ksu,Gsu;Jt∫u31;PTk*cow(STEDT#6828)

(103)`bird'PL*u-jik-sa〈*u-cik-sa?;C?usi,K?usi?sha～?usi?sha,G?usf?sha;A/Se

ujlksa;Ju31;PS*-cik-?;PTB*wu(STEDT#301)

(105)`mushroom'PL*k-m丘;Ckom丘kaiη,Kkom丘,Gk丘?m丘;Jka33mu33;PTB*g-muw

ニ*g-mgw(STEDT#2472)

(208)`burn'PL*hru<*khru;Chru,Khu,Ghu;A/Sehu;Jkh5u31;PTB-

(222)`potato'PL*h-raU-h血?;Cra巾 血,Khaηm血`yam?',Ghaη 加`yam?';A/SenAnghu
o

`yam';PTB 一

注A/Seの 形 式 を 考 慮 す る と 、PL*hlaη 一h丘と い う よ う な 形 式 が 想 定 で き る か も

しれ な い 。

(261)`cock'PL*u-la;C?ula,K?ula,G?ula;Ju311a31;PTB-

(263)`get'PL*lu;Clu,Klu,Glu;Jlu31;PTB-

(282)`watch'PL*yu;Cyu,Kyu,Gyu;Jju33;PTB-

(290)`rot'PL*C血;C6血,Kkgp血,Gm血;Jphu33;PTB一

注`rot'PTB*m-bup(HPTB)は 韻 母 が あ わ な い 。

こ の ほ か に 、(304)～(305)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。
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(304)`drink'PL*u;C?u,K?u,G?u;A/Seu;PS*u;PTB-

(305)`fbwl'PL*u;C?u,K?u,G?u;A/Seu;Ju31;PS*wu;PTB*wa蚤wu(STEDT

#1603)

C/Aで 対 応 す る も の と し て(306)の よ う な も の が 確 認 さ れ て い る 。

(306)`banana'PL*ti-si;Cco?丘s壬,K(shola),G(shola);A/Seus1;PS*(ca)u;PTB一

注(87)`milk'Ccg?血 と 関 係 が あ る か も し れ な い 。

K/Seで 共 通 す る も の に 次 の 例 が あ る 。

(146)`ニFuTuRE'PL*=k/g丘;C(=ga/=ka),K=ku,G(=ka);Se-gu;PTB-

C/Kで は?u一 で あ る の に 対 し 、Gで?o一 と な っ て い る も の が 一 例 確 認 さ れ て い る 。

(206)`crow'PL*u-ha<*u-kha;C?uha,K?uha,G?oha;Auha;Ju31kha33;PTB*ka-n

(STEDT#2279:provisional)

注C/K/A/Jの(?)u-、G?o一 は い ず れ も 「鳥 」 で あ る こ と を し め す 接 頭 辞 的 要 素 。

K/A-uに 対 し てG-u?が 対 応 し て い る も の が あ る 。 か り にPL*-u-kを 再 構 す る 。

(269)`creeper'PL*1u-k;C(?aroku?),Kyolu,Gyolu?;Aluhuk,Se(ufl);PTB一

注C-ku?とA-hukは 同 源 形 式 で あ る か も し れ な い 。

4.1.9PI」 央一uy

c-vuに 対 し てK/G-iが 対 応 す る ば あ い 、Jを 参 考 に し てPL*-uyを 再 構 す る 。 次 の

二 例 が 確 認 さ れ て い る 。 い ず れ も 初 頭 子 音 がk一 で あ る 。

(138)`dog'PL*kuy;Ckvu,Kci,Gci;A/SekT;Jkui31;WrB{khwe:},OB{khuy}

[Nishil999:39];PS*kui;PTB*d-kwoy-n(STEDT#1764)

(139)`elephant'PL*k丘y;C?ukv丘 ～wvukv丘,K?oci,G?oci;A/Sekl;Jma31kui33;PS

*-kui;PTB*(m-)gwi(y)(STEDT#2257:provisional)

4.1.10PL央 一uw

C-vuに 対 してK/G-uが 対 応 す る ば あ い 、PTBを 参 考 に してPL*-uwを 再 構 す る。

次 の 六 例 が確 認 され て い る。

(27)`open(umbrella)'PL*ph丘w;C?ohv丘,Kph丘,Gph丘;PTB一
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注PTB*?-bu藁*puBORN/BIRTH/BUD/BLOOM(STEDT#1811)と 関 係 し て

い る 可 能 性 が あ る 。K/Gに は`wear'と い う意 味 も あ り 、Jpu31やPTB*bu(w)

(STEDT#2180)に 対 応 す る 。

(28)`snake'PL*k-ph丘w;Ckghv氏Kkoph氏Gkoph丘;Akuphu;Jl溢33p旦33;PS*kaphu;

PTB*bow(STEDT#2178)

注(23)`lizard'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

(75)`grind'PL*thuw;Cthvu,Kthu,Gthu;PTB-

(94)`dub/strike'PL*cuw;Ccvu,K-,Gs丘;WrB{thV:};PTB-

(117)`steal'PL*kuw-k;Ckvu,Kku,Gku?;A/Sekuk;Jl首31ku55;WrB{khV:};PTB

*r -kuw=*r-kow(STEDT#2365)

(ll8)`bathe'PL*kr丘w;Ckrv丘,Kk丘,Gk丘;Jkh5ut31`wash';WrB{khyV:},OB

{khluiw}[Nishi1999:1];PTB*kruw=*krow(STEDT#2344)

C-vuに 対 し てA/Se-uが 対 応 す る ば あ い も 、PTBを 参 考 に し てPL*-uwを 再 構 す

る 。 次 の 二 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(56)`knee'PL*t-h丘w〈*t-kh丘w;C?atohv丘,K(tothu),G(tu?thu);Atankhu,SetAkhu;

Jlま31phut31;PTB*(m)ku(1)((k/η))(STEDT#1251:provisional)

(57)`nine'PL*t-h丘w<*t-kh丘w;Ctohv丘,K(kau?),G(k5);A/Setuhu;Jt∫a31khu31;

WrB{kV:};PS*taku;PTB*d-kuwニ*d-kgw～*d-gew(STEDT#2364)

注K/GはShankaw3か ら の 借 用 語 。

C-vuに 対 してK-u、G-u?、A/Se-ukが 対 応 す る例 が あ る。

再 構 して お く。 次 の 二 例 が 確 認 され て い る 。

こ こで はPL*-uw-kと

(71)`porcupine'PL*p/kH-duw-k;Cpodvu,Kkotむsipauη,Gkotむ?;A/Sekutuk;Jtu55;

PTB一

(ll2)`rat'PL*kH-yuw-k;Ckgyvu,Kkgyむ,Gcむ?;A/Sekuyuk;Jju55;PTB*b-ygw-n

(STEDT#2796),PKC*yuu(STEDT#2796)

4.1.11PL索 一〇

C-ovs.K/G-gと い う対 応 が み られ る形 式 に は 、PLと し て*-oを 再 構 す る。 た だ し、

適 当 な 例 は(307)し か 確 認 され て い な い 。
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(307)`call'PL*k-o;C?o,Kko,Gko;Jkau33;WrB{kho'};PTB*gaw(STEDT#2235)

C/A(/Se)に 共 通 し て 一〇 が あ ら わ れ る 形 式 に も 、PL*-oを 再 構 し て お く 。

(129)`bamboo'PL*kro;Ckro,K(lopou?),G(topau?);Ako,Sekoa;Jka55wa55;WrB

{waa};PS*krua;PTB*g-pwa(STEDT#2549)

(218)`boat'PL*h6;Ch6,Kholf,G(1e);A/Seho;J(li33);WrB({lhe});PTB一

注Shanhio4と 関 係 が あ る か も しれ な い 。

Cは 接 頭 辞 化 し て い る け れ ど も 、K/Gに 一gが の こ る 例 が 一 例 確 認 さ れ て い る 。

(226)`waterleech'PL*CH-mo;CmoylfI?,Km5,Gm5;Mhηy6,WrB{mhyo.};PTB

注 ビ ル マ 語 の 形 式 か ら 判 断 す る と 、PTBで 接 頭 辞*sH一 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。

Cで はPLの 主 音 節 が 接 頭 辞 と し て の み の こ っ て い る 。

G-oに 対 し てA/Se-oが 対 応 す る も の に もPL*-oを 再 構 し て お く。

(252)`push'PL*CH-no<*CH-nor?;C-,K-,Gn5;A/Seno;PCC*nor(STEDT

#4805:provisional)

4.1.12PL索 一〇y

C-uIに 対 し てK一 ε、G一 ε/eが 対 応 す る ば あ い 、J/Aを 参 考 に し てPL*-oyを 再 構 す

る 。 次 の 四 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(23)`lizard'PL*k-ph6y;Ckoph血,Kkoph6,Gkoph6;PTB一

注(28)`snake'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

(111)`monkey'PL*k-w6y;Ckov血,Kkw6,Gkw6;Akoi;Jwoi33;PS*kawoi;PTB

*b/d/g-woy-n(STEDT#2782)

(200)`raise/bringup'PL*hroy;Chr血,Kh6,Gh6`bebom';Sepunghe`lif㌃up';PTB

注PTB*huBORN/BIRTH/REAR(STEDT#97)も 同 源 形 式 か も し れ な い け れ ど

も 、 介 子 音 も 母 音 も 対 応 し な い 。

(209)`borrow'PL*hoy〈*khoy;Chlu,Khε,Ghe-kam;Jkhoi31;WrB{khye:},OB

{khiy}[Nishil999:102];PTBs-koy(STEDT#2314)

一83一



藤原敬介

4.1.13PIメ ーow

C/K-uに 対 し てG-gが 対 応 す る 例 が あ る。 本 稿 で は か りにPL*-owを 再 構 す る 。

次 の よ うな 例 が あ る 。

(54)`hand'PL*t-h6w<*t-kh6w<*tak-kh6w;Ctgh丘,Ktgh丘,Gtho;Atakhu,Se

tahu;J(ta?55,1溢31ta?55);PS*tak?u;PTB*k(r)ut(STEDT#712:provisional)

(116)`dry'PL*r-k6w;Crok丘,K?ok丘,Gk6;PTB一

(216)℃L:man'PL*h6w<*kh6w;Ch丘,Khう,h血,Ghう,h6;PTB一

注(214)`head'と 同 源 。

(217)`hair(head)'PL*h6w〈*kh6w;C?ah丘miη,Khol如h丘,Gh5;A/SehumT;J

ka553a55;PS*k?u-mi;PTB*s-pu(STEDT#1228:provisional)

(216)℃L:man'や(217)`hair(head)'と 語 家 族 を な す(214)は 、G-oが あ ら わ れ

て い な い け れ ど も 、 同 様 にPL*-owを 再 構 し て お く 。

(214)`head'PL*h6w<*kh6w;C?ah亘,K(holaO),G(holaO巾?);A/SehurAng;J

kha?31khu55`upstream';PS*khu;PTB*m/s-gaw(STEDT#386)

注K/Gに み られ るho一 はPL*h6wが 弱 化 した 形 式 に み え る か も しれ な い 。 し か

し、K/Gの 形 式 は む し ろ`sky'hauに 接 中辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 され る。

4.2閉 音 節

4.2.1閉 鎖 音

4.2.1.1PI.央 一ap

C-a?に 対 し てK/G-apが 対 応 す る ば あ い 、PL*-apを 再 構 す る 。 次 に し め す 七 例 が

確 認 され て い る 。

(40)`leaf'PL*tap;C?ata?,Ktolap～tgtap,Gtglap;A/SetatAp;Jlap31;PS*-tap;

PTB*s-lap(STEDT#824)

注PTBの 形 式 は*1→tの 条 件 に あ っ て い る け れ ど も[馬 提 索 夫2006]、PLで

は 接 頭 辞 と し て*s一を 想 定 す る 根 拠 が な い 。 な おK/Gに み られ る一1一は 接 中辞 で

あ る と い う[Sangdong2012:158-160]。

(84)`chilly'PL*CH-cap;Cca?,Ksap,Gsap;Jt∫ap31;WrB{cap'};PTB一

注K/Gが 低 声 調 で あ らわ れ て い る の で 、 通 時 的 に は 高 声 調 の 要 素 が 先 行 して い

た と推 定 され る。
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(97)`stand'PL*cap<*ryap;Cca?,Ksap,Gsap;A/Sechap;Jts旦p55;PS*cap;PTB

*g-ryap(STEDT#145)

(210)`cry/weep'PL*hrap<*khrap;Chra?,Khap,Ghap;A/SehAp;Jkh5ap31;PTB

*krap(STEDT#llO3)

(283)`魚n(v)'PL*yap;Cya?,Kyap,Gyap;Jk溢31tsap31`winnow';WrB{yap'};PTB

*g-ya:p(STEDT#2790)

(284)`魚n(n)'PL*CH-yap;Ckoya?,Khoyap,Ghoyap;WrB{yap'};PTB*g-yalp

(STEDT#2790)

(286)`cross(river)'PL*Cap;Cra?,Kyap,Glap;J3ap55;PTB-

K/G/A/Seで 一apが 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(188)`bear'PL*kH-sap;C(1丘waiη),Kkoshap,GKkoshap;A/SesApmo;Jtsap55;PTB

(250)`next/coming'PL*nap;C-,Knapniη`nextyear',G?onap`nextyear';AnAp,

Senap;PTB-

K/G-apにSe-Apが 対 応 す る も の に もPL*-apを 再 構 す る 。

(137)`shoot'PL*kap;C-,Kkap,Gkap;SekAps1`kill';Jkap31;PTB*gaxp(STEDT

#2232)

4.2.1.2PL雲 一at

C-ai?に 対 し てK/G-atが 対 応 す る ば あ い 、PL*-atを 再 構 す る 。 次 に し め す 五 例 が

確 認 さ れ て い る 。

(llO)`root'PL*k-rat;C?akrai?,Ktgklat,Gtgkat;A(kak6),Se(taha);PTB一

注Kの 形 式 は 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

(120)`run/flee'PL*kat;Ckai?,Kkat,Gkat;A/Sekat;Jkat31;PTB*gan藁*k(y)at

(STEDT#6705)

(162)`huskedrice'PL*sat;Ckv丘sai?,K?oshat,G?oshat;AhwlsAt`rice',SeusAt

`rice';J∫at31`cooked
.rice';PS*-sat;PTB一
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注J∫at31は ∫a55`eat'に 名 詞 化 接 尾 辞 一tが つ い た も の で あ る と い う[Matisoff

2003:454,倉 部2011:20]。 ル イ 語 群 の 形 式 に も 、 同 様 の 可 能 性 が あ る 。

(166)`getdown/descend'PL*sat;Csai?,Kshat,Gshat;PTB-

(227)`fbrget'PL*mat;Cmai?,Kmat,Gmat;Jmat31`lose';PTB*ma-t(DPTB#79)

C-ai?に 対 し てA/Se-atが 対 応 す る 例 も 類 例 と か ん が え て よ い 。 次 の 例 が あ る 。

(98)`eight'PL*cat〈*ryat;C?acai?,K(pεt),G(pεt);A/Sechat;Jm溢31tsat55;WrB

{rhac'},OB{yhat,rhac,rhec}[Nishil999:38];PS*cat;PTB*b-r-gyat=

*(b -)g-ryat(STEDT#2259)

注K/GはShanpεt2か ら の 借 用 語 。

C-ai?に 対 し てK-at、G一 εtが 対 応 す る 例 が あ る 。PL*-atあ る い はPL*-itが 再 構 し

う る も の と か ん が え る 。 次 の 例 が あ る 。

(272)`shave'PL*rat/rit?;Crai?,Kyat,Gyεt;PTB*ri:t(STEDT#2615)

C-ai?に 対 し てK一 εt、G-atが 対 応 す る 例 が あ る 。 こ の 例 もPL*-atあ る い はPL*-it

が 再 構 し う る も の と か ん が え る 。 次 の 例 が あ る 。

(41)`listen'PL*tat/tit?;Ctai?`hear',Kt6t,Gtat;A/Setat`hear';Jm五31tat31;PTB

*s-ta-s藁*ta-n(STEDT#1408)

(163)`scatter'PL*sat/sft?;Csai?,Ksh6t,Gshat;PTB*sywar藁*g/b-sywa-n/t

(STEDT#2680)

4.2.1.3PI」*-ak

C-a?に 対 し てK/G-a?が 対 応 す る ば あ い 、PL*-akを 再 構 す る注71。 次 に し め す 例

が確 認 され て い る。

(5)`vagina'PL*pak;C?apa?,Kpa?,Gpa?;PTB一

注PTB*b(y)at(STEDT#662)は 韻 母 が あ わ な い 。UsoiTripura∫ipau?も 同 源 と

お も わ れ る。

注71C/K/Gで 共 通 して 一a?で あ る か ら、PL*-a?と す べ き か も しれ な い 。 しか しPL*-apや*-at

が あ る こ と を 考 慮 す る と、PL*-akを た て た ほ うが 体 系 的 で あ る。 ほ か の 類 例 も 同 様 の 理

由 でPL*-ik、*-uk、*-okな ど を再 構 す る。
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(10)`palm'PL*tak-prar;Cta?praiη,Kta?pa,Gta?pa;Jl溢31phan31;PKC*6aar

(STEDT#4027:provisional)

注PL*tak一 は(44)`伽ger',(45)`nail'と 共 通 す る 。

(42)`weave'PL*tak;Cta?,Kta?,Gta?;Jta?31;PTB*tak=*trak(STEDT#2686)

(43)`lick'PL*a-tak;C?ata?,Kta?～?gta?,Gta?;Jm溢31ta?55;PTBm-lyak美*s-lyak

藁*g-lyak(STEDT#629)

(44)`finger'PL*tak-sir?;Cta?∫i?,Kta?gi,Gthoklat;A(takhutol),Se(khutpang);

PTB*si藁*ser藁*sor(STEDT#324:provisional)

注PL*tak一 は(10)`palm',(45)`nail'と 共 通 す る 。(54)`hand'に み ら れ るto一

はPL*takが 弱 化 し た 形 式 と 推 定 さ れ る 。C-i?にK-iが 対 応 す る こ と か ら 、

PTBも 考 慮 す る とPLで は 語 末 に 一irが あ っ た 可 能 性 が あ る 。 類 例 に は(155)

`tongue'も か ん が え ら れ る
。

(45)`nail'PL*tak-miη<*tak-min?;Cta?miη,Kta?miη,Gta?miη;A/Setakmeng;J

l溢31mjin33;PTB*min～*myen(STEDT#513:provisional)

注PL*tak一 は(10)`palm',(44)`finger'と 共 通 す る 。

(93)℃ak/Sak'PL*cak;C?aca?,K?osa?,G-;WrB({sak'});PS*cak;PTB一

注PBG*sak`cL:man'[Wood2008:72]が 関 係 し て い る 可 能 性 が あ る 。

(99)`fbar'PL*CH-cak〈*gH-rak?;C?aca?,Ksa?,Gkosa?;A/SeachAk;PTB一

注PTB*k/grok美*k/grakFEAR/FRIGHTEN(STEDT#2249)が 関 係 し て い る

可 能 性 が あ る 。

(121)`wanttodo'PL*kak;Cka?,Kka?,Gka?;PTB一

注PLB*r-ga藁*N-ga藁*d-ga藁*s-gaCOPULATE/LOVE/WANT(STEDT

#1646)と 関 係 が あ る か も し れ な い 。

(154)`shout'PL*khyak;C∫a?,Kha?,Gha?;PTB-

(164)`takearest'PL*sak;Csa?,Ksha?,Gsha?;Jsa?55;PTB-

(165)`breath'PL*sak;Csvusa?k句,K?gsha?shan,Gsha?shan;Jn31sa?31;PTB*N-sak

(STEDT#32)

(243)`night'PL*nak;Cna?tai?,Kna?cε,Gnaηki;A/SesanAk;J∫ 溢31na?55;PS*-nat-?;

PTB*s-nakBLACK(STEDT#2483)
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(259)`drive/chase'PL*rH一 ηak;Crona?,KOa?,Gηa?;PTB-

(264)`skin'PL*lak;C?ala?,Kla?khau?,sholb,Gla?khau?;Alaho,SelAkrAk;PS

*-1ak?;PTB*lak(STEDT#602:provisional)

(277)`pig'PL*wak;Cva?,Kwa?,Gwa?;A/Sewak;Jwa?31;WrB{wak'};PS*wak;

PTB*p-wak(STEDT#1006)

(278)`wide'PL*wak;Cva?,Kwa?,Gwa?;PTB-

(285)℃L:day'PL*yak;Cya?,Kya?,Gya?;A(chamlt);Jja?55;PS*ya-;PTB*s-r(y)ak

(STEDT#2636)

(289)`=PLuRAL(十n)'PL*Cak;C=ra?,K=ta?,G=la?;PTB一

注Tripurarau?(STEDTDatabase)も 同 源 と お も わ れ る 。

K/G/Aで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(95)`hard/solid'PL*CH-cak;C-,K?osa?,Gsa?;Achak;Jt∫a?31;PTB*tsak-t

(STEDT#186:provisional)

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(294)`broad'PL*Cak;C-,Kpa?,Gma?;A/Sepaktong;PTB一

注A/Setongは(62)`big/great'と お な じ。

C/K-a?に 対 し てG-aが 対 応 す る 例 と し て 次 の 一 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(207)`branch/twig'PL*CH-ha-k<*CH-kha-k;C?aha?,Khgla?,Gha;A/Se(musa);

M?okha?;PTB*s-ka(1)k(STEDT#1278)

注C/K/Gの 証 拠 か ら だ け で はPLの 接 頭 辞 を 決 定 す る こ と は で き な い 。 し か し

PTBも 参 考 に す れ ば 、 お そ ら く は*sH一 を 再 構 し う る 。

4.2.1.4PI・ 雲一ip

C-i?に 対 してK-ep、G一 εpが 対 応 す る例 が あ る。K/Gで は 一ipは ほ ぼ借 用 語 に の み

あ ら わ れ る の で 、PL*-ipを 再 構 す る。 次 に し め す 二 例 が確 認 され て い る。

(33)`turtle'PL*tH-lip;Ctoli?,Ktolさp,Gtolセp;WrB{lip'};PTB-

(297)`wrap'PL*Cip;C(fi?,Ktep,Glεp;PTB一
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こ の ほ か に 、(308)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(308)`sleep'PL*ip;C?i?,K?ep,G?εP;Aeksum,Selsum;Jjup55;WrB{@ip'};

PTB*s-yip藁s-yup(STEDT#127)

(184)や(235)は(308)と 語 家 族 を な す と 推 定 さ れ る 。

(184)`fbelsleepy'PL*ip-sim?〈*ip-syum?;C?i?siη,K-,G?εpshum;Aeksum

`sleep'
,Selsum`sleep';PTB-

(235)`dream(n)'PL*ip-maη;C?i?maη,K?epmaη,G?εmaη;Jjup31maη33;PTB

*(s/r) -ma((η/k))(STEDT#126)

注Gで 一pが あ ら わ れ て い な い の は 、 後 続 す るm一 の 影 響 と お も わ れ る 。

c-i?に 対 し てK/Gが 一ipが 対 応 し て い る よ う に み え る 例 と し て 、 次 の 例 が あ る 。 た

だ し 、 頭 子 音 や 声 調 が う ま く 対 応 し な い の で 、 同 源 形 式 と は い え な い か も しれ な い 。

(296)`cockroach'PL*s-Cip?;Csi(fi?,Ksholfp,Gsholip;PTB一

4.2.1.5PI」*-it

C-i?に 対 し てK-et、G一 εtが 対 応 す る 例 が あ る 。K/Gで は 一itは ほ ぼ 借 用 語 に の み あ

ら わ れ る の で 、PL*-itを 再 構 す る 。 次 に し め す 一 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(228)`extinguish'PL*mit;Csomi?,Klomet,Gmεt;J∫ 溢31mjit55;PTB*s-miln藁*s-

mi:t(STEDT#31)

注Klgmetの 接 頭 辞lo一 はla`take'に 由 来 し 、 語 根 を 他 動 詞 化 す る 。

K-etな の でPL*-itを 再 構 し う る も の と し て 次 の も の が あ る 。

(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?;C(leha?),Ktolるt(～tolbi?),G(toli?);A/Set而t;J

(k旦0331i33);WrB({le:});PTB(*d/s-10y(STEDT#2411))

注PLの 韻 母 が*-itか*-ikか を 決 定 で き な い 。 本 稿 で は か り にPL*-i(t/k)と し

て い る 。

4.2.1.6PI.雲 一ik

c/K/Gに お い て 共 通 し て一i?が あ ら わ れ る形 式 に は 、PLと し て*-ikを 再 構 す る 。 次

の 四 例 が 確 認 され て い る 。
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(6)`mosquito'PL*P-cik;Cpoci?,Kposi?sau?,Gposi?;A/Sepu;Jt∫i?31k50η31,

t∫i?31nu31`且y(n)',m話55t∬51`且y(n)';PS*pu?-chit?;PTB-

(38)`ankle'PL*ta-mik;C?atomi?,Ktami?tO,Gtami?tむ;A(khujeng),SetAmlt;PTB

注(37)`fbot'PL*taと(229)`eye'PL*mikか ら な る 複 合 語 。

(82)`sun'PL*c-mik;Ccomi?,Ksomi?,Gsomi?;A/Secham孔;Jt∫an33;PS*camit;

PTB*tsyar(STEDT#2753)

(229)`eye'PL*mik;C?ami?,Kmi?tむ,Gmi?th;A/Semlt;Jmji?31;WrB{myak'ci};

PTB*s-mik(STEDT#682)

K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 二 例 が あ る 。

(103)`bird'PL*u-jik-sa<*u-cik-sa?;C(?usi),K?usi?sha～?usi?sha,G?usi?sha;

A/Seujlksa;J(u31);PS*-cik-?;PTB*wu(STEDT#301)

(249)`heavy'PL*CH-ni(η/k);C(?aniU),Knるi?,Gni?;A/Senik;PTB一

注CとK/G/A/Seで 語 末 子 音 の 対 応 が 不 規 則 。PTB*s-na:ηHEAVY/THICK(of

liquids)/VISCOUS(STEDT#698:provisional)が 関 係 し て い る か も し れ な い 。

G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(65)`man'PL*CH-tik-(sa);C(1丘),K(tomisha),Gti?sha;Atiksahora,Setlkhora;PTB

G/Seで 共 通 す る もの と して 次 の 例 が あ る。

(104)`cat'PL*han-ji-k<*hal-ji-k?<*hal-ci-k?;C(haiη),K(hangi),Ghansi?;A

(hAnggen),SehAljlk;PS*hal;PTB-

C/G-i?に 対 してK-ei?が 対 応 す る 例 が あ る。C/K/Gに お い て 共 通 して一i?が あ ら わ

れ る 形 式 と比 較 して 、 頭 子 音 の 分 布 が こ と な る。 そ こ で 、 こ こ で もPL*-ikを 再 構 す

る。 次 に し めす 一 例 が 確 認 され て い る 。

(167)`louse'PL*sik;Csi?,Kshei?,Gshi?kε;Jtsi?55;PTB*s-r(y)ik(STEDT#2609)

C-i?に 対 してK/G-ei?が 対 応 す る 例 が あ る。C/K/Gに お い て 共 通 して一i?が あ ら わ

れ る形 式 お よ びC/G-i?に 対 してK-ei?が 対 応 す る 形 式 と比 較 して 、 頭 子 音 の 分 布 が

こ と な る。 そ こ で 、 こ こ で もPL*-ikを 再 構 す る。 次 の 二 例 が 確 認 され て い る 。
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(46)`pot'PL*tik;Cti?,Ktei?gi,Gtei?shi;Jti?31pu33;PTB-

(158)`daughter'PL*s-ik;C?aso?i?,Ksho?ei?,Gshei?;J∫ 溢31ji33∫a31`youngwoman';

PTB一

C/A/Seで 共 通 す る も の と して 次 の 例 が あ る 。

(187)`tobacco'PL*sfk;Csf?kholf?,(soli?),K(sh616i?),G(sholi?);A/Seslk;PTB一

注Csgli?は 声 調 の 対 応 か らす る とMcholoi?か ら の借 用 で あ る可 能 性 が あ る け

れ ど も 、頭 子 音 の 対 応 か らす る と本 来 語 で あ る。K/Gは ビル マ 語 か ら の借 用 語 。

K-ei?、G-i?が あ ら わ れ る 例 は 、PL*-ikを 再 構 し う る 。

(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?;C(leha?),K(tolるt～)tolbi?,Gtoli?;A/Se(t而t);J

(k旦0331i33);WrB({le:});PTB(*d/s-10y(STEDT#2411))

注PLの 韻 母 が*-itか*-ikか を 決 定 で き な い 。 本 稿 で は か り にPL*-i(t/k)と し

て い る 。

さ らに 、(309)～(310)に しめ す 例 が 確 認 され て い る 。

を決 定 で き な い 。

(310)に つ い て は 、 頭 子 音

(309)`wifb'PL*ik;C?a?f?磁,K?ei?,G?ei?;PTB一

注CとK/Gで は 声 調 が 対 応 し な い 。 た だ し 、 意 味 的 に み て も(158)`daughter'

と 関 係 が あ り 、`fbmale'PL*ikと い っ た 形 式 を 再 構 し う る 。

(310)`swidden'PL*Cik;C?i?pra,Kyei?,Giei?;Jji?55;WrB{yaa},OB{rya};PS

*i?;PTani*ruIk(STEDT#6588)

4.2.1.7PL雲 一ek

C/K/Gに お い て 共 通 し て 一ai?が あ ら わ れ る 形 式 が あ る 。(141)に お け るA-ekを 参

考 に 、PLと し て か り に*-ekを 再 構 す る 。 次 の 二 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(141)`mango'PL*kr6k-si;Ckrai?si,Kcai?gi,Gcai?shi～c6i?shi;A/Sekeks1;PTB-

(170)`tear(v)'PL*s6k;Csai?,Kshai?,Gshai?;Akongsek,Setunsek;PTB一

注Matisoff[2012:38]はPTB*dzyut藁*dzyit(HPTB)を あ げ る 。 し か し 、 韻

母 が あ わ な い 。

一91一



藤原敬介

4.2.1.8PI.央 一up

C-u?に 対 し てK/G-upが 対 応 す る ば あ い 、PL*-upを 再 構 す る 。 次 に し め す 一 例 が

確 認 さ れ て い る 。

(85)`suck'PL*c卯;Cc血?,KsΦ,Gs血p;Jt∫Up31;PTB*m-dzup(STEDT#76)

C-u?に 対 し てK-op、G-opが 対 応 す る 例 が あ る 。(85)`suck'と 比 較 し て 、 頭 子 音

の 分 布 が か さ な っ て い な い 。 そ こ でPL*-upを 再 構 す る 。 次 の よ う な 例 が あ る 。

(122)`warmoneself'PL*kup;Cku?,Kkop,Gkop;PTB-

(211)`astringent'PL*hup<*khup;Chu?,Khop,Ghop;Jkhup31;PTB-

K-opに 対 し てG-op、A/Se-upが 対 応 す る 例 に つ い て も 、PL*-upを 再 構 す る 。

(251)`bury'PL*CH-nup;C-,Kn6p,Gnうp;A/Senup;Jlup31;PTB*klup(DPTB

#138)

4.2.1.9PI」 雲一ut

c-u?に 対 し てK-ot、G-otが 対 応 す る ば あ い 、PL*-utを 再 構 す る 注72。 次 の よ う な

例 が あ る 。

(17)`ashes'PL*k-but;Cta?kobu?,Kkopot,Gkopot;PTB一

注*hot(STEDT#3514:provisional)は 声 母 も 韻 母 も あ わ な い 。

(240)`playa且ute'PL*mut;Cmu?,Kmot,G-;Jkま31wut31`blow';PTB*k/s-mut

(STEDT#503)

4.2.1.10PL央 一uk

C-u?に 対 し てK/G-ou?が 対 応 す る ば あ い 、PL*-ukを 再 構 す る 。 次 の 三 例 が 確 認

さ れ て い る 。

(76)`arrive'PL*thuk;Cthu?,Kthou?,Gthou?;A/Sethok;Jtu31;PTB-

(86)`plant(v)'PL*cuk;Ccu?,Ksou?,Gsou?;PTB*dzu[:]k(STEDT#2218)

注72K/Gで 一utが共 通す る もの は散 見 され 、た とえ ば`edge(v)'K/GnUtと い う例 が あ る。 し

か し、Cも ふ くめ て対応 す る とお もわれ る例 がみ つ か って いな い。
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(230)`cattle'PL*s-muk;Csomu?,Kmou?,Gmou?;Asok;PS*samuk;PTk*muk

(STEDT#7137:provisional)

C-u?に 対 し てK-ou?、G-au?が 対 応 す る 例 が あ る 。C-u?に 対 し てK/Gが 一〇u?が

対 応 す る 形 式 と 比 較 し て 、 頭 子 音 の 分 布 が こ と な る 。 そ こ でPL*-ukを 再 構 し て お く 。

こ れ ま で に あ げ た 語 例 の な か で は 、 次 の 五 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(8)`hatch'PL*puk;Cpu?,Kpou?,Gpau?;PTB*puk藁*buk(STEDT#3488)

(70)`neck'PL*kH-duk;C?akodu?,Kkot6u?,Gkotau?;A/Sekotok;Jtu?31;PTB*tuk

藁twak(STEDT#359)

(101)`deer'PL*kH-juk;Ckoju?,K-,Gkosau?;Jkhji31tut55;PTB*d-yuk(STEDT

#2794)

(109)`fヒog'PL*kH-suk;Ckosu?,Kkoshδu?,Gkoshau?;J∫u?31;PTB-

(168)`cough'PL*suk;Ckru?su?,Kcishou?shou?,Gshau?shau?;A/Setlnsoksu;J

(t∫溢31kh3u31);PST*suk蚕*su(w)(STEDT#1794)

K-ou?に 対 し てG-au?、A-okが 対 応 す る 例 も 、 類 例 と お も わ れ る 。

(87)`milk'PL*cuk-si;C(cg?血),Ksou?βi,Gsau?shi;Achokchoks1;PTB*dzyuk

(HPTB)

注Cco一 はPL*cukが 弱 化 し た も の と推 定 さ れ る 。

こ の ほ か に(311)の よ う な 例 が あ る 。

(311)`grandfather'PL*丘k;C?a?丘?,K?ou?注73,G?au?th5;PTB一

注Kの 声 調 が あ わ な い 。

C/G-u?に 対 し てK-ou?が 対 応 す る 例 が あ る 。(230)`cattle'と 分 布 が 近 似 し て お

り 、 主 音 節 の 頭 子 音 が 共 通 す る と い う 問 題 も あ る け れ ど も 、 本 稿 で は か り にPL*-uk

を 再 構 し て お く 。 次 の 二 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(224)`capsicum'PL*m-ruk?;Cmoru?,Kmou?nε ¢i,Gm丘?;Amosl,Semoksτ;PTB

注C/KとGと で 声 調 が あ わ な い 。

注73Benedict[2008:159]に よ る とK?ou?はShanokに 由 来 す る
。
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(231)`thunder/sky'PL*CH-muk;Ckomu?`thunder',Khom6u?`sky',Ghomh?`sky';

Jmu?55`thunder';PTB*r/s-mulk[Matisoff2012:35]

C-u?に 対 してK/G-u?が 対 応 す る例 が あ る。(230)`cattle'や(231)`thunder/sky'

と分 布 が 近 似 して お り、 主 音 節 の 頭 子 音 が 共 通 す る と い う問 題 も あ る け れ ど も、 本 稿

で は か りにPL*-ukを 再 構 して お く。 次 の 一 例 が 確 認 され て い る。

(232)`under/below'PL*m亘k?;C?amu?,Khom血?～kom丘?,Ghom血?;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い 。 さ ら に 韻 母 の 対 応 も不 規 則 。 同源 形 式 とは い

え な い か も しれ な い 。

C-u?に 対 してK-ou?、G-g?が 対 応 す る例 が あ る。C-u?に 対 してK/Gが 一〇u?が

対 応 す る形 式 と比 較 して 、 頭 子 音 の 分 布 が こ と な る。 そ こでPL*-ukを 再 構 して お く。

次 の よ うな 例 が あ る 。

(257)`benddown'PL*CH一 ηuk;Cηu?,Kη6u?,Gφ?;PTB一

C-u?に 対 してA/Se-okが 対 応 す る例 が あ る。JやPTBの 形 式 も参 考 に し、PL*-uk

を 再 構 し て お く。 次 の 一 例 が確 認 され て い る。

(130)`six'PL*kruk;Ckru?,K(hou?),G(hou?);A/Sekok;Jk3U?55;PSkruk;PTB

*d -ruk(STEDT#2621)

注K/GはShanhok4か ら の 借 用 語 。

4.2.1.11PL衷4k?<衷 一yuk?

C-i?に 対 し てK/G-u?が 対 応 す る例 が 、 次 に あ げ る 二 例 確 認 され て い る。 か りに

PL*-ikを 再 構 す る注74。

(9)`belly'PL*p壬k?<*py丘k?;C?apf?,Kp亘?,Gp血?;A/Sepuk;Jp旦31`intestine';

WrB{bVk'};PS*凶k;PTB*s-bu-k(STEDT#258)

(169)`shrimp'PL*r-i-s壬k?〈*r-i-sy丘k?;C?isf?,K?ishO?,G?ish丘?;PTB一

注Kの 声 調 が 対 応 し な い 。

注74開 音節 でPL* -iと 再構 し うる例 が 確認 され て い な い に もか かわ らず 、 閉音節 でPL*-ik

を再 構 す る こ とは不 自然 にお もわれ る。 なん らか の母音 の前 後 にyが 介 在 してい る可能

性 が あ る。4.2.2.11PL*-im?<*-yum?を 参 考 にす れ ば 、 こ こで もPL*-yuk?と 再 構 で き

る可能性 が あ る。
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4.2.1.12PL央 一〇p

C-o?に 対 し てG-opが 対 応 す る例 が あ る 。PL*-opを 再 構 す る 。 次 の よ うな 例 が

あ る。

(183)`searchfbr'PL*s6p;C?as6?,K-,Gsh6p;PTB一

4.2.1.13PL央 一〇t

c-o?に 対 してK-otが 対 応 して い る よ うに み え る 例 が あ る。 こ こ で も 、 か りにPL

*-otを 再 構 す る 注75
。

(293)`bubble'PL*C6t;C?aso66?,Kshop6t,G-;PTB一

4.2.1.14PL央 一〇k

C-o?に 対 してK/Gが 一au?が 対 応 す る ば あ い 、PL*-okを 再 構 す る。 次 の よ うな 例

が確 認 され て い る。

(77)`spit(v)'PL*th6k;Cth6?,Kthau?,Gthau?;Jm首31tho55;PTB*m-tu(1)k藁

*s-t/du(:)k(STEDT#601)

(123)`wearabracelet'PL*k6k;Ck6?,Kkau?,Gkau?;PTB-

C-oに 対 してK/Gが 一au?が 対 応 す る例 が 一 例 確 認 され て い る 。

(22)`jump'PL*phr6-k;Cphr6,Kphau?,Gphau?;A/Sephok;PTB*p(r)ok(STEDT

#6707:provisional)

C-o?に 対 してK-au?、A/Se-okが 対 応 す る 例 が 一 例 確 認 され て い る。

(219)`huskofrice'PL*h6k<PL*kh6k?;Cya?h6?,Kyohau?,G(?amla?khau?);A/Se

lhok;J(num55kho55);PTB一

注Jの 形 式 を考 慮 す る とPL*kh6kと 再 構 で き る 可 能 性 が あ る。

こ の ほ か に 、C/Gで 対 応 す る も の と して(312)の よ うな 例 が 確 認 され て い る。

(312)`open'PL*6k;Cmo?6?,K-,G?au?;PTB一

注75K -otに 対 してG-Dtが 対応 す る もの は散見 され 、た とえば`bore(v)'Khot,GhDtと い う

例 があ る。 しか し、Cも ふ くめて対応 す る とお もわれ る例 がみつ か って い ない。
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K/G-au?に 対 してA/Se-okが 対 応 す る も の につ い て も 、PL*-okを 再 構 す る。 次 の

一 例 が確 認 され て い る
。

(15)`calf(ofleg)'PL*t-p6k;C(?ataso1丘Osa),Ktopau?,Gtopau?hmnoshi;A/Se

tanpok;PTB-

C-o?に 対 してK-au?、G-ou?が 対 応 し て い る 例 が あ る 。C-o?に 対 してK/Gが

一au?が 対 応 す る形 式 と比 較 して 、頭 子 音 の 分 布 が こ とな る。 そ こで 、 こ こ で もPL*-ok

を 再 構 し て お く。 次 の よ うな 例 が あ る 。

(88)`long/tall'PL*c6k;Cc6?,Ksau?,Gs6u?;Achok`high';Mco?;PTB一

注CはMか ら の 借 用 語 で あ る 可 能 性 も た か い 。

次 の 例 で はCで 韻 母 が 弱 化 し て い る け れ ど も 、K-au?に 対 し てG-ou?が 対 応 し て

お り 、A/Se-okで も あ る の で 、PL*-okを 再 構 し う る 。

(291)`eggplant'PL*Cok;C60?6ηs壬,Kpau?pogi,Gmou?sapshi;A/Semokmins1;PKC

*60k-600n藁*6uk-6u(STEDT#4010)

C-o?にSe-akが 対 応 す る 例 が 一 例 確 認 さ れ て い る 。 か り にPL*-okを 再 構 し て

お く 。

(132)`firewood'PL*k-r6k;Ckor6?,K(ph6n),G(ph5n);A(phol`wood'),Sekarak;

PTB一

4.2.2鼻 音

4.2.2.1PI」*-aln

C-aηvs.K/G-amと い う 対 応 が み ら れ る 形 式 に は 、PLと し て*-amを 再 構 す る 。 こ

れ ま で に あ げ て き た 語 例 の な か で は 、 次 の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(244)`daughter-in-law'PL*nam;C?anaη,Knam,Gnam;Jnam33;PS*nam;PTB

*s-nam(STEDT#2486)

(245)`smell(v)'PL*nam;Cnaη,Knam,Gnam;A(nAmto)注76,SenAm;Jm五31nam55;

PTB*m/s-nam(STEDT#1415)

(265)`road'PL*lam;Claη,Klam,Glam;Alamje`伍r',Selamja`伍r';Jlam33;WrB

{lam':};PS*lam;PTB*lam(STEDT#1017)

注76こ の 語 形 に つ い て は 注55を 参 照
。
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K/G/A/Seで 共 通 す る も の と し て 、 次 の 例 が あ る 。

(81)`near'PL*tham;C(cul),Ktham,Gtham;Atham,SethAm;J(ni31);PTB-

(134)`beautifUl'PL*CH-kam;C(kon的),Kkotam,Gklam;Akam`handsome',kAm

`good'
,SekArm`handsome';PTB-

K/G/Seで 共 通 す る も の と し て 、 次 の 例 が あ る 。

(63)`search/seek'PL*tam;C-,Ktam,Gtam;A(thamAng),SetAm;Jtam33;PTB

こ の ほ か に 、(313)の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(313)`paddy'PL*am;C?aη,K?am,G?am;A/Seam;Jmam33注77;PS*am;PTani

*am-buIn(STEDT#6243:provisional)

4.2.2.2PI.央 一an

C-aiηvs.K/G-anと い う 対 応 が み ら れ る 形 式 に は 、PLと し て*-anを 再 構 す る 。 次

の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(89)`sister'PL*can<*cal?;C?acaiη,Ksan,Gsan;Alu-ch610;Jt∫an33;PS*cal;

PTB*dzar(STEDT#2215)

(104)`cat'PL*han-ji-k<*hal-ji-k?〈*hal-ci-k?;ChaiO,Khangi,Ghansi?;AhAnggen,

SehAljlk;PS*hal;PTB一

注A-ngは 同 化 に よ る 。Seを 考 慮 す る とPL*halと い う 可 能 性 が あ る 。

(124)`bite'PL*kan;C?akaiη,Kkan,Gkan;Akan,SekAn;PTani*gam(～*gjam?)

(STEDT#6317)

(171)`meat'PL*san;C?asaiη,Ksholan,Gshglan;A(aksAl)`Hesh',Sesen`flesh';J

∫an31;PTB*sya-n(STEDT#34)

注K/Gと も 複 合 語 で はshanと な る 。K/Gに み ら れ る 一1一は 接 中 辞 で あ る と い う

[Sangdong2012:158-160]。

(181)`rob'PL*sH-nan;CsgnaiU,Kshgnan,G-;J∫ 乞31前en31;PTB*s-nyen(STEDT

#181)

注77こ の形 式 は査読者Aの 教 示 に よる
。
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(198)`ghost'PL*h-man;Chomaiη,Khoman,Ghoman;PTB-

(233)`allot'PL*man;Cmaiη,Kman,Gman;PTB-

(234)`face'PL*man〈*mal?;C?amaiη,Kman,Gman;A/Seman;Jman33;PS*mal;

PTB*s-myal(STEDT#1188:provisional)

(279)`fire'PL*wan<*wa1;CvaiO,Kwan,Gwan;A/Sewal;Jwan31;PS*wal;PTB

*pwar美bwar(STEDT#2152)

(280)`smoke'PL*wan-<*wal-;Cvaiηhvu,Kwanshuη,Gwan耳u?;Awalkh亘,Se

walhO;Jwan31khut31`fire';PTB*pwar蚤bwar(STEDT#2152)

(281)`cut'PL*wan;Cvaiη,Kwan,Gwan;Jmon31;PTB*mwan蚤*mwat(STEDT

#475)

C/A/Seで 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(131)`star'PL*s-kan-si〈*s-kar-si?;Csokaiηs壬,K(?ulu¢i),G(?unuηshi);A/Se

sangAns1;J∫a33kan33;PS*sakan-si;PTB*s-kar=*s-kor(STEDT#2300)

K/G/A/Seで 一anが 共 通 す る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(61)`strike/hit'PL*tan;C-,Ktan,Gtan;A/Setan;Jtan31;PTB*danCUT(STEDT

#3563)

4.2.2.3PI.央 一a]O

C/K/Gに 共 通 し て 一aoが あ ら わ れ る 形 式 に は 、PL*-aη を 再 構 す る 。 こ れ ま で に あ げ

て き た 語 例 の な か で は 、 次 の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(19)`cheek'PL*n/1-baη;C?anobaη,Klopaη,Gnopaη;A/SenambAng;PTB*baη 藁

*boU(STEDT#263:provisional)

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い ほ か は 、 よ く 対 応 し て い る 。PLで は 声 調 を 指 定

で き な い 。

(47)`㎞i飴'PL*k-taη;Ck6taη,Ktaη,Gtaη;A/Sekatang`dao';PS*katang;PTB-

(108)`back'PL*k-saη;C?akosaη,Kkosh如,Gkoshaη;J∫iη31ma33,n31∫aη33`waist';

PTB一
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(126)`old'PL*kaη;Ckaη`besatisfied',Kkaηtola,Gkaη;Akangta,Sekangaga;PTB

*b-gaηFULL/SAHATED(STEDT#135:provisional)

注Seの 語 形 は どの よ うに 分 節 で き る か 不 明 。 た だ しkang一 の 部 分 が`old'と 関

係 が あ る こ とは ま ち が い な い とお も わ れ る。

(172)`enter'PL*saη;Csaη,Kshaη,Gshaη;J∫aη31;PTk*tsaη(STEDT#6887),PTB

*s-waη[Matisoff2012:31]

(201)`cloud'PL*hraO;Chraηgr壬,KhaOchi,Ghan加?;A/SeharAng`sky';Jm溢313aη33

`rain';PTB*m/s -raηRAIN(STEDT#3571)

注G-nは 同 化 に よ る 。

(202)`rain'PL*hraηw6;Chraηv6,KholaOw6,Gholaηw6;A/SeharAngmyo;J

m溢315aη33;PTB*k/r/s-wa(STEDT#2080)

注K/Gの 形 式 は`sky'h如 に 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

(221)`sharp'PL*h-raη;Craη,Khaη,Ghaη;Alang,a-rAng`blunt';PTB一

注PTB*(s-)ryamSHARP(STEDT#2639:provisional)と は 韻 母 が あ わ な い 。A

langを 考 慮 す る と、PL*hlaη とい うよ うな 形 式 が 想 定 で き る か も しれ な い 。A

a-rAng`blunt'は 否 定 接 頭 辞a一 にrAngが 付 加 して い る 。rAng単 独 で は`sharp'を

意 味 す る と推 定 され る。 な おAで は 語 頭 で1-、 語 中 でr一に な る も の と か ん が え

られ る。

(222)`potato'PL*h-raO-h丘?;CraOh丘,Kh如m丘`yam?',Ghaη 加`yam?';A/SenAnghu
o

`yam';PTB 一

注A/Seの 形 式 を 考 慮 す る と、PL*hlaη 一h丘と い うよ うな 形 式 が 想 定 で き る か も

しれ な い 。

(235)`dream(n)'PL*ip-maη;C?i?maη,K?epmaη,G?εmaη;Jjup31maη33;PTB

*(s/r)-ma((η/k))(STEDT#126)

注Gで 一pが あ ら わ れ て い な い の は 、 後 続 す るm一 の 影 響 と お も わ れ る 。

(246)`thou'PL*naη;Cnaη,Knaη,Gnaη;A/SenAng;Jnaη33;PS*naη;PTB*na一 η

(STEDT#2489)

(295)`putupon'PL*daη?;C(laO,Ktaη,GtaO;WrB{tang'};PTB一

G/Aで 共通す るもの として次の例がある。
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(31)`door'PL*kH-phaη;C(?aha),K-,Gkophaη;AkaphAng;J(t∬ η33kha33);PTB

このほかに、(314)の ような例が確認 されている。 この例 は機能語であ り、先行す

る環境によって頭子音が変化する。ここでは韻母のみをあげておく。

(314)`-COMPLETIVE'PL*-aη;C-aU,K-aη,G-aη;PTB一

4.2.2.4肌 雲一im

C-iη に 対 してK/Gが 一imが 対 応 す る ば あ い 、PL*-imを 再 構 す る。

(195)`cold'PL*sim;Csiη,Kgim,Gshim;Jkhjen33`snow';WrB{㎞yam':};PTB

*kyam(STEDT#2374)

C-iη に 対 してK-em、G-imが 対 応 す る例 が あ る。K-imと 一emは 先 行 す る 頭 子 音 の

種 類 に し た が っ て 相 補 分 布 して い る の で 、PL*-imに ま とめ る。 次 の よ うな例 が あ る。

(142)`house'PL*kim;Ckfη,Kc6m,Gcim～kim;Akem;WrB{@im'};PS*kyim;

PTB*k-yim蚤k-yum(STEDT#1612)

C-iη に 対 し てK-em、G一 εmが 対 応 す る 例 が あ る 。K-imと 一em、G-imと 一εmは 相

補 分 布 し て い る の で 、PL*-imに ま と め る 。 次 の よ う な 例 が あ る 。

(287)`catch'PL*Cim;CriO,Kyem,Glεm;J5im31;PTB*s-grim(STEDT#6174)

こ の ほ か 、c-iη に 対 応 す る 例 と し て 次 の も の が あ る 。

(185)`seven'PL*s-ni一 η;Csoniη,K(set),G(sit);A/Ses血1;Js溢31nit31;PS*sani(t);PTB

*s -ni-s(STEDT#2505)

注K!GはShantset4か ら の 借 用 語 。

4.2.2.5PI.雲 一in

PL*-inが 確 実 に 再 構 し うる も の は 確 認 され て い な い 。4.2.2.8PL央 一加 で 後 述 す る よ

うに 、PTB*-inはC/K/G-iη で 対 応 す る傾 向 に あ る。

た だ し、(315)に しめ す よ うに 、C-aiη とK-iη 、G-iが 対 応 し て い る 例 が 一 例 確 認

され て い る。 こ の 例 は 機 能 語 で あ り、 先 行 す る環 境 に よ っ て 頭 子 音 が 変 化 す る 。 こ こ

で は 韻 母 の み を あ げ て お く。

(315)`-vENITIvE'PL*-i-n;C-aiη,K-iη,G-i;PTB一
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4.2.2.6PI.央 一en

C-iη に 対 してK-en、G一 εnが 対 応 す る例 が あ る。 本 稿 で は 、 か りにPL*-enを 再 構

して お く。 た だ しPTBや セ ン マ イ 語 の 形 式 ま で 考 慮 す る と、 さ ら にPL*-elに さか の

ぼ る可 能 性 が あ る。 次 の よ うな 例 が あ る。

(176)`iron'PL*sen<*sel?;Csiη,Kshen,Gshεn;Asen,Ses61;WrB{saM};PS*sil;

PTB*sya:-1藁*syi:-r(STEDT#2673),*syam(STEDT#2676)

Gの 韻 母 が 不 規 則 で あ る け れ ど も 、 類 例 に 次 の も の が あ る。Jの 形 式 を考 慮 す る と

PL*-inに さか の ぼ る とみ た ほ うが い い か も しれ な い 。

(179)`wash'PL*sen?<*sel?;Csaiη,Kshen,G(shεm);Jk乞31∫in31;PTB*m/b-s(y)il

藁*m/b-syal(STEDT#2671)

対 応 に 不 規 則 が み られ る けれ ど も 、 語 家 族 を な す 次 の 二 例 に もPL*-enを 再 構 し う

る。PTBを 考 慮 す る と、 こ れ らはPL*-inに さ か の ぼ る か も しれ な い 。

(196)`liver'PL*CH-sen;C?如siη,K?oshとn,G(t6ci);Jm話31sin31;PTB*m-sin(STEDT

#1390)

(197)`heart'PL*CH-sen;C?as6s丘?,K?oshさn,Gshきn;Jma31sin31;PTB*m-sin

(STEDT#1390)

注Cの 韻 母 が あ わ な い 。

4.2.2.7PL雲 一εn

C-aiη に 対 してK/G一 εnが 対 応 す る 例 が あ る。 本 稿 で は 、 か りにPL*一 εnを 再 構 し

て お く注78。

ヂ
(119)`wing'PL*C6n-kV?;C?ayaiOk6,Kt6mk血,Gl6nk血;Alingo,Seningko;J

siO31kg33;PTB*ko(STEDT#716:provisional),*m/s-lam(STEDT#768)

注Kt6nk丘[Sangdong2012:518]が あ る の で 、 第 一 音 節 の 韻 母 は*-6nと 再 構

し う る 。K/Gでt/1の 対 応 を しめ す も の は 多 数 あ る けれ ど もCyで 対 応 す る も

の は未 確 認 で あ る 。 ま た 、 第 二 音 節 の 母 音 も対 応 し な い 。 そ こ で 全 体 と して は 、

ノ

PL*C6n-kVと す る 。

注78Jの 形 式 も考慮 す る な ら
、PL*-inと 再 構 で き るか も しれ ない。
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4.2.2.8PI.央 一iη

c/K/Gに お い て 共 通 し て 一iηが あ ら わ れ る 形 式 に は 、PLと し て*-iη を 再 構 す る 。 た

だ し 、PTB*-inに さ か の ぼ り う る も の に つ い て は 、PL*-inと す る べ き で あ る か も しれ

な い 。 次 の よ う な 例 が 確 認 さ れ て い る 。

(45)`nail'PL*tak-miη<*tak-min?;Cta?miη,Kta?miη,Gta?miη;A/Setakmeng;J

la31mjin33;PTB*min～*myen(STEDT#513:provisional)

注PTB*-inはPL*-iuで 対 応 す る 。

(91)`-CAUSATIVE'PL*-ciη;C-ciη,K-siη,G-siη;PTB-

(236)`ripe'PL*miη 〈*min?;Cmiη,Kmiη,Gmiη;A/Seming,a-min`raw';Jmjin33;

PTB*s-min(STEDT#2449)

(237)`bark/sound'PL*m-riη;Cmoriη`bark',Kmiη`sound',Gmiη`sound';Jph3iO33;

PTB*priO藁*b-riη(STEDT#2571)

(247)`you(pl)'PL*niη;Cn6niη,KhoniO,Gniη;A/Sening;PTB-

(248)`year'PL*niη;Csoniη,Kya?niη`thisyear',Gyoniηpf`thisyear';J∫ 話31niη33;

PTB*niη=*s-niη(STEDT#2501)

次 例 に つ い て はPL*munとPL*miη の 両 方 を 再 構 し う る 。

(316)`hair'PL*miη ～*mun;C?ah丘miη`hair(head)',Kmuηku,Gmiηku,miηcu;

A/Sehum1`hair(head)';Jmun33;WrB{mwe:};PS*k?u-mi;PTB*s/r-m(u/i/ya)1

(STEDT#363)

C/K-ioに 対 し てGが 一eiηが 対 応 す る 例 が あ る 。 こ れ に もPL*-iη を 再 構 す る 。 次 の

よ う な 例 が あ る 。

(78)`village'PL*thiη;Cthiη,Kthiη,Gtheiη;A/Setheng;Jthiη31ko33`household';PS

*thing?;PTB-

C-iη に 対 し てK/Gが 一eiηが 対 応 す る 例 が あ る 。 こ れ に もPL*-iη を 再 構 す る 。 次 の

よ う な 例 が あ る 。

(24)`fUll'PL*phrfη;CphriO,Kph6iη,Gph6iη;Jph5iO55;PTB*p/bliη(STEDT#111)

(90)`askfbr'PL*ciO;CciO,Kseiη,Gseiη;Acheng-,Seching-;PTB一
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K-eiη にA/Se-lngが 対 応 す る例 が あ る。 これ に もPL*-iη を再 構 す る。 次 の よ うな

例 が あ る。

(135)`two'PL*kiη;C(niη),Kkl6iη,G(kε);A/Seklng;PTB一

注Kの 形 式 は接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 され る。Kkgliη[Sangdong2012:

494]と い う形 式 も 記 録 さ れ る 。 声 調 は こ とな っ て い る か も しれ な い 。Gkε も

同 源 形 式 と か ん が え る な ら ば 、PL*ke一 η と い っ た 形 式 が 再 構 で き る か も しれ

な い 。

4.2.2.9PI.雲 一eη?〈 央一ya真〕?

C-iη に 対 してK-eiη 、G-aiη 、A/Se-engが 対 応 す る 例 が 一 例 確 認 され て い る。 本 稿

で は か りにPL*-eoを 再 構 す る 。 た だ し、PTBの 形 式 ま で 参 考 にす れ ば 、PL*-yaη と

再 構 し うる 可 能 性 も あ る 。

(180)`live'PL*s6η?<*syaU?;Csiη,Kshdη ～?gshさiη,Gshaiη;Aseng,Sesheng;J

tsiO33`grass';PTB*s-riη 藁*s-r(y)aη(STEDT#71)

注Kの 声 調 は 不 規 則 。

(180)と 語 家 族 を な す と お も わ れ る(189)に もPL*-eη を 再 構 し て お く 。

(189)`green'PL*CH-seη?〈*CH-syaη?;C-,KkoshもiO,Gshaiη;Seseng;JtsiO33

`grass';PTB*s -riη 藁*s-r(y)aη(STEDT#71)

4.2.2.10PL央 一㎜

C-uOに 対 してK-om、G-omが 対 応 す る ば あ い 、PL*-umを 再 構 して お く。 次 の よ

うな 例 が あ る。

(80)`mortar'PL*thum;CthuO,Kthom,Gthom;Jthum31;PTB*tsum=*t忌rum

(STEDT#2742)

(177)`finish/end'PL*sum;Csuη,Kshom,Gshom;PTB-

(178)`three'PL*s丘m;Cs曲,Ksh6m,Gsh6m;A/Seshom;Jm話31sum33;PS*shm;PTB

*g -sum(STEDT#2666)
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4.2.2.11P固m?<央 一y㎜?

C-iη に 対 し てK/Gが 一umが 対 応 す る ば あ い 、 か り にPL*-imを 再 構 す る 。 次 の よ

う な 例 が 確 認 さ れ て い る 注79。

(79)`black'PL*th壬m?<*thy血m?;Cth句,Kth血m,Gth丘m;Atum,Sethum;PS

*th丘m?;PTB*s(y)im(STEDT#2672)
,PKC*(fum(STEDT#4062:provisional)

(100)`salt'PL*cim?〈*ryum?;Cciη,Ksum,Gsum;A/Sechum;Jt∫um31;PS*sum;

PTB*g-ryum=*gryum(STEDT#2644)

C一 均 に 対 し てG/A/Se-umが 対 応 す る 例 が 一 例 確 認 さ れ て い る 。

(184)`fbelsleepy'PL*ip-sim?<*ip-syum?;C?i?siη,K-,G?εpshum;Aeksum

`sleep'
,Selsum`sleep';PTB一

次 の 例 はCとK/Gで 声 調 が 対 応 し な い 点 を の ぞ け ば 、 意 味 も 形 式 も よ く 対 応 し て

い る 。

(52)`smell(vt)'PL*t壬m?<*ty血m?;C?atiη,Kt丘m,Gt血m;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い

C-iη に 対 し てK-om、G-omが 対 応 す る 例 も あ る 。 こ れ に もPL*-imを 再 構 し て

お く 。

(266)`warm'PL*lfm?<*ly丘m?;Cl壬 η,Kl6m,Gl5m;Jlum33;PTB*s-lum藁*s-lim

(STEDT#2420)

4.2.2.12PL央 一un

C-uη に 対 し てK/Gが 一unが 対 応 す る ば あ い 、PL*-unを 再 構 す る 。 次 の よ う な 例 が

確 認 さ れ て い る 。

(25)`wear'PL*phun;Cphuη,Kphun,Gphun;Jphun55;PTB*pun(STEDT#2579)

(34)`bee'PL*tH-C丘n;Ctol丘 η,Ktom丘n～t丘 珊 丘n,Gtom丘n;PTB-

(48)`lips/mouth'PL*s-t丘n;C?asot両,Kshot丘n,Gshot丘n;A/Seshun;Jn31tΩn33;PS

*sad茸n?;PTB*m/s-d(y)u-1/r/n(STEDT#442:provisional)

注794
.2.1.11PL*-ikと 同 様 に 、PL*-imと 再 構 す る こ と は 不 自然 で あ る。(100)`salt'のPTB

形 式 を 参 考 に す れ ば 、PL*-yumと 再 構 で き る 可 能 性 が あ る。
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(125)`pickup'PL*kun;Ckuη,Kkun,Gkun;PTB-

(173)`onion'PL*s丘n;Cs向,Ksh丘n,Gsh丘n;Jla31son33`garlic';PTB*swa-n(HPTB)

(174)`garlic'PL*s丘n-;Cs如phro,Ksh丘ngihiη,Gsh血nl如;Jla31son33;PTB*swa-n

(HPTB)

注C/K/Gと も に`onion'+`white'と い う語 構 成 を し て い る 。Kgiは(190)

`f㎞it'が 高 声 調 の あ と で 変 調 し た も の
。

(175)`sew'PL*s血n;Cs亘 η,Ksh{in,Gsh亘n;PTB-

(238)`wind(n)'PL*mun;CmuO,Kmun(vi),Gmun(vi);PTB一

注Jn31puη33`wind(n)'やPTB*buηWIND(n)(STEDT#6128)は 韻 母 が あ わ な

い の で 同 源 形 式 で は な い と お も わ れ る 。

(239)`hair(body)'PL*mun;C?amuη,Kmuηku,Gmiηku,miηcu;Jmun33;WrB

{@a-mwe:};PTB*s/r-m(u/i/ya)1(STEDT#363)

注K/Gの 一〇 は 後 続 す るk一 の 影 響 。 そ こ で こ の 例 に つ い て は 例 外 的 にJを 参 考 に

し てPL*munを 再 構 す る 。

K/G/Seで 一unが あ ら わ れ る も の と し て 次 の 例 が あ る 。

(64)`pull'PL*t丘n;C-,Kt丘n,Gt丘n;A(kong),Setun;Jtun33;PTB*don～*ton

(STEDT#2199:provisional)

C-uη に 対 し てK-on、G-unが 対 応 す る 例 が あ る 。C-uη に 対 し てK/Gが 一unが 対 応

す る 形 式 と 比 較 し て 、 頭 子 音 の 分 布 が こ と な る 。 そ こ でPL*-unを 再 構 し て お く 。 次

の よ う な 例 が あ る 。

(18)`ringwo㎜'PL*kH-bun;Ckobuη,Kkop6n,Gkophn;PTB一

4.2.2.13PL央 一un

C-uη に 対 し てK-ouη 、G-auη が 対 応 す る 例 が 多 数 あ る 。 こ の よ う な 例 に 対 しPL

* -uoを 再 構 す る 。 次 の よ う な 例 が あ る 。

(35)`stone'PL*tH-1uη;CtoluO,Ktolouηgiη,Gtolauη;A/Setorong;Jn311uO31;PS

*talung;PTB*r -luη(STEDT#1269)

(49)`insect'PL*kH-tuη;Ck6tuη`leech',Kkotδuη,Gkotauη;A/Sekotong;Jl話31t四33;

PTB一
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(50)`grandchild'PL*s-t亘 η;C?asot両,Kshot6uη,Gshut6uη ～shutauO;Jk溢31∫u31～

∫u51;PTB-

(53)`sit'PL*ttiO～*thtiη;CttiO,Kth6uη,Gthauη;Atong,Sethong;Jtuη33;PTB

*tu:η ≧≦*du:η

注C/AとK/G/Seで 頭 子 音 が 対 応 し な い け れ ど も 、PTBを 参 考 にPL*tuη ～

*th向 を 再 構 す る
。

(288)`hom'PL*αiη;C?ar丘 η,Ky6uηk如,Glauηk如;A/SenongnAng;Jn315uη33;PS

*rung;PTB*n/g-[r]u-(η/k)美*n/g-[r]wa一 η/k(STEDT#814)

K/G-ouη に 対 し てA/Se-ongが 対 応 す る 例 が あ る 。K-ouη と な る の はPL*-uη で あ

る か ら 、 こ こ で も か り にPL*-uOを 再 構 す る 。

(62)`big/great'PL*t両?;C-,Kt6uη,Gt6uη;A/Setong;PTB-

C/K/Gに お い て 共 通 し て 一uη が あ ら わ れ る 形 式 は 確 認 さ れ て い な い 。 次 例 で は

K/G/(A)/Seに お い て 共 通 し て 一uη が あ ら わ れ て い る 。PL*-uη は す で に 再 構 し た の で 、

こ こ で は か り に*-Vη を 再 構 す る 。

(270)`white'PL*1マ η;C(phro),Kl両,Gl丘 η;Alun注80,Selung;J(ph3031);WrB

({phruu}),OB({phlu});PS*phro;PTB一
ノ

注C/Jの 形式 も同源形式 とすれば、PL*plV一 ηのよ うな形式を再構できるかも

しれない。

4.2.2.14肌 央一〇m

PL*-omと 再 構 し う る例 は 確 認 され て い な い 。

4.2.2.15PL衷 一〇n

C-uη に 対 し てK-on、G-onが 対 応 す る 例 が あ る 。 本 稿 で はPL*-onを 再 構 し て お

く 注81。 次 の よ う な 例 が あ る 。

(26)`tree/firewood'PL*ph6n<*ph61;Cph向,Kph6n,Gph6n;A/Sephol;Jphun55;

PTB*bu1藁*pul(STEDT#2176:provisional)

注80McCulloch[1859]に お いてAの 形 容詞 的 な語 に は語 尾 に一shumaが つ いて い る。 後続 す

るshの 影響 でPL*-uη が一unと なって い る可能 性 が あ る。

注81(51)のPTBの 形式 を参照 す る と
、PL*-unに ま とめ られ る可能 性 が ある。
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(51)`short'PL*ton;Ctuη,Kton,Gton;A/Seton;Jk溢31tun31;PTB*t(y)uη 藁*t(y)un

(STEDT#7173)

(292)`muddy/cloudy'PL*C6n;C6丘 η,Kp6n,Gm6n;PTB一

注PTB*mulηCLOUDヱDARK;SULLEN(STEDT#2468)は 韻 母 が あ わ な い 。

次 例 はCが う ま く 対 応 し な い 。K/G/A/Seで 対 応 す る 。 た だ しA-olな の で 、PL*-ol

に さ か の ぼ る 可 能 性 が あ る 。

(30)`tree'PL*ph6n〈*ph61;C(?aphaO,p両phaη),Kphouηklon,ph6n`firewood',

Gph5nt6n;A/Sephol;Jphun55;PS*ph茸1;PTB*bu1藁*pul(STEDT#2176:

provisional)

C-oη に 対 し てK-on、G-onが 対 応 す る 例 が あ る 。 こ こ で もPL*-onを 再 構 す る 。

次 の 一 例 の み が 確 認 さ れ て い る 。

(203)`smallchair'PL*hon;Cla?hoO,Kta巾 δn,Gtohうn;J(1溢55khum55);PTB一

注Jの 形 式 は む し ろc?丘?huη`pillow'と 同 源 で あ る と お も わ れ る 。

4.2.2.16PL央 一〇η

C-00に 対 し てK-auη が 対 応 す る 例 に は 、PL*-oη が 再 構 で き る か も しれ な い 。 次

に し め す 二 例 が確 認 され て い る。

(213)`cof且n'PL*h6η<*kh6η;Ch6η,Khauη,G(?okh輌);Ahongbel,Se(ku);WrB

{@a」 くhong':};PTB-

(267)`many'PL*16η;Cl6η,KklauU,G(nam);J(lo?55);PTB-

C-oη に 対 してG-auη が 対 応 す る 例 に もPL*-OUが 再 構 で き る か も しれ な い 。 次 に

しめ す 一 例 が 確 認 され て い る 。

(127)`lame'PL*koO;Ckoηdb?`bent/crooked',K-,Gpo?klauη;Atakakong;PTB

4.2.3流 音

4.2.3.1PI.雲 一r

PL*-rが 再 構 し うる例 は 、C一 η に対 してK/Gで は一rが脱 落 す る結 果 、 開 音 節 に お わ

る 点 に 特 徴 が あ る。

PL*-arが 再 構 され る も の に は 次 の も の が あ る。

一107一



藤原敬介

(10)`palm'PL*tak-prar;Cta?praiη,Kta?pa,Gta?pa;Jl溢31phan31;PKC*6aar

(STEDT#4027:provisional)

(11)`bloom'PL*par;CpaiO,Kpa,Gpa;PTB*ba-r(STEDT#2153)

(12)`且ower'PL*par;C?apaiη,Kpopa,Gpopa;A/Sepaba;Jnam31pan33;WrB

{pan':};PTB*ba-r(STEDT#2153)

(92)`far'PL*car;Ccaiη,Ksa,Gsa;Alamje,Selamja;Jtsan33;PTB*dzyaxl

(STEDT#1779)

注(279)`且re'に み ら れ る よ う に 、PTB*-alはPL*-anで 対 応 す る の が 通 則 で

あ る 。

(131)`star'PL*s-kan-si<*s-kar-si?;Csokaiηs壬,K(?ulugi),G(?unuηshi);A/Se

sangAns1;J∫ 溢33kan33;PS*sakan-si;PTB*s-kar=*s-kor(STEDT#2300)

(212)`crab'PL*a/n-har<*a/n-khar;CnohaiO,K?oha,G?oha;Aaha,Seniha;J

t∫a55khan51;PTB*d-k(y)an(STEDT#248:provisional)

注PL*-arと 再 構 し う る の で 、PTBの 形 式 も*-arと 再 構 す べ き と お も わ れ る 。

(253)`new'PL*n-yar?;Cnaiη,Knoya,Gia;Jn31nan33;PTB一

注Tangsaanal,Nocteanyian[Matisoff2012:39]。

PL*-irが 再 構 さ れ る も の に は 次 の も の が あ る 。

(13)`Hy(v)'PL*pir;Cpaiη,Kpi,Gpi;JpjΩn33;PTB*pur美*pir(STEDT#2580)

次 の 例 は 、PCCの 形 式 を 考 慮 す る と 、PL*-orが 再 構 さ れ る か も し れ な い 。

(252)`push'PL*CH-no<*CH-nor?;C-,K-,Gnう;A/Seno;PCC*nor(STEDT

#4805:provisional)

4.2.3.2PI」 雲一l

C/K/Gの 証 拠 だ け か らPL*-1を 再 構 す る こ と は で き な い 。 しか し、A/SeやPTBを

参 照 す る こ と に よ り、PL*-1で あ っ た 可 能 性 が あ る語 を あ げ る こ と は で き る。

PL*-alで あ り うる も の に は 次 の も の が あ る。

(89)`sister'PL*can〈*ca1?;C?acaiη,Ksan,Gsan;Alu-ch610;Jt∫an33;PS*cal;

PTB*dzar(STEDT#2215)
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(104)`cat'PL*han-ji-k〈*hal-ji-k?〈*hal-ci-k?;ChaiO,Khangi,Ghansi?;AhAnggen,

SehAljTk;PS*hal;PTB-

(234)`f乞ce'PL*man<*ma1?;C?amaiη,Kman,Gman;A/Seman;Jman33;PS*mal;

PTB*s-myal(STEDT#ll88:provisional)

(279)`fire'PL*wan<*wal;CvaiU,Kwan,Gwan;A/Sewal;Jwan31;PS*wal;PTB

*pwar蚤bwar(STEDT#2152)

(280)`smoke'PL*wan-<*wal-;CvaiOhvu,Kwanshuη,Gwan早u?;Awalkh亘,Se

walhti;Jwan31khut31`fire';PTB*pwar藁bwar(STEDT#2152)

PL*-elで あ り う る も の に は 次 の も の が あ る 注82。

(176)`iron'PL*sen<*sel?;Csiη,Kshen,Gshεn;Asen,Ses61;WrB{saM};PS*sil;

PTB*sya:-1藁*syi:-r(STEDT#2673),*syam(STEDT#2676)

(179)`wash'PL*sen?<*sel?;Csaiη,Kshen,G(shεm);Jka31∫in31;PTB*m/b-s(y)il

藁*m/b-syal(STEDT#2671)

PL*-olで あ り う る も の に は 次 の も の が あ る 注83。

(26)`tree/firewood'PL*ph6n<*ph61;C(ph丘 η),Kph6n,Gph6n;A/Sephol;Jphun55;

PTB*bu1藁*pul(STEDT#2176:provisional)

(30)`tree'PL*ph6n〈*ph61;C(?aphaη,ptiOphaη),Kphouηklon,ph6n`firewood',G

ph5nt6n;Aphol;Jphun55;PS*phUl;PTB*bul藁*pul(STEDT#2176:provi-

sional)

(215)`twenty'PL*h61<*kh61?;Ch丘 η,K-,G-;A/Sehol;Jkhun33;PTB*(m-)kul

(STEDT#2355)

5接 頭 辞

本節ではC/K/Gに 共通する主要な接頭辞 をあげてお く。

注82PTBの 形式 を参 考 にす れ ば
、PL*-ilと したほ うが よ りよいか も しれ な い。

注83PTBの 形式 を参 考 にす れ ば
、PL*-ulと した ほ うが よ りよいか も しれ ない。
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5.1PL央a一

親族名称 をあ らわす接頭辞 としてPL*a一 を再構できる。具体例 としては次の三例が

確認 されている。

(39)`eldersister'注84PL*a-t6;C?at6`uncle',K?gt6,G?gt6;PTB-

(241)`mother'PL*a-me;C(?an廿1),K?gmε,G?gme;A/Seam6;J(nu51);WrB

{@a-me};PS*me,*n茸;PTB*mi(STEDT#1618)

注K/G/Aの 形 式 はShanmε3か ら の 借 用 に み え る か も し れ な い 。 し か し 親 族 名

称 を あ ら わ す 接 頭 辞 が 共 通 し て み ら れ る の で 、 本 来 語 と か ん が え る 。

(274)`father'PL*a-wa?;C?ava,K?gwa,G?gwa;Aapa,Seapo;Jwa51;PS*wa;PTB

*pa=*pwa(STEDT#2546)

注C/K/Gで 声 調 が あ わ な い 。

C/K/Gに 共 通 して 接 頭 辞?a/?o一 が あ らわ れ る 形 式 と して 、 さ らに(317)の 一 例 が 確

認 され て い る。

(317)`negative.prefix-'PL*a-;C?a/?a-,K?o-,G?o-;A/Sea-;PTB一

注K/Gの 形 式 は 後 続 す る 動 詞 を 低 声 調 に し う る の で 、 本 来 的 に は 高 声 調 を に

な っ て い る とか ん が え られ る。

5.2PL*k一

身 体 部 位 を あ ら わ す 接 頭 辞 は 、(70)に お い てK/Gの 主 音 節 が 低 声 調 で あ らわ れ て

い る の で 、PL*kH一 と再 構 し うる。

(70)`neck'PL*kH-duk;C?akodu?,Kkot6u?,Gkotau?;A/Sekotok;Jtu?31;PTB*tuk

藁twak(STEDT#359)

主音節が高声調であるものについては、接頭辞にPL*kH一 を再構せず にお く。次の

よ うな例がある。

(106)`ear'PL*k-na;C?akona,Kkona,Gkona;A/Sekana;Jna33;PS*kana;PTB
*r/g-na(STEDT#811)

注84こ の語 の意 味 につ いて は注25を 参 照
。
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(108)`back'PL*k-saη;C?akosaη,KkoshaO,Gkoshaη;J∫iη31ma33,n31∫aO33`waist';

PTB一

動 物 を あ ら わ す 接 頭 辞 は 、 た と え ば(107)に お い てK/Gの 主 音 節 が 低 声 調 で あ ら

わ れ て い る の で 、PL*kH一 と 再 構 し う る 。 次 の よ う な 例 が あ る 。

(18)`ringwo㎜'PL*kH-bun;Ckgbuη,Kkgp6n,Gkgpむn;PTB-

(49)`insect'PL*kH-tuU;Ck6tuU`leech',Kkot6uη,Gkotauη;A/Sekotong;Jl琶31t旦 η33;

PTB-

(71)`porcupine'PL*p/kH-duw-k;C(podvu),Kkothsipauη,Gkotむ?;A/Sekutuk;J

(tu55);PTB-

(101)`deer'PL*kH-juk;Ckoju?,K-,Gkosau?;Jkhji31tut55;PTB*d-yuk(STEDT

#2794)

(107)`tiger'PL*kH-sa;Ckosa,Kkosha,Gkosha;A(h61);PS*kasa;PTB一

注PKCkay(STEDT#4317):チ ン 系 言 語 で はMizosa-k6iの よ う に 、saに 該 当

す る 要 素 が 前 に き て 、k一 に 相 当 す る 要 素 が 後 に く る 。Jilikasa。

(109)`f士og'PL*kH-suk;Ckosu?,Kkosh6u?,Gkoshau?;J∫u?31;PTB-

(112)`rat'PL*kH-yuw-k;Ckoyvu,Kkoyむ,Gcむ?;A/Sekuyuk;J(ju55);PTB*b-yow-n

(STEDT#2796),PKC*yuu(STEDT#2796)

注Gc一 はPL*k一 がy一 の 影 響 で 硬 口 蓋 化 し た た め と 推 定 さ れ る 。

(188)`bear'PL*kH-sap;C(1血waiη),Kkgshap,GKkgshap;A/Se(sApmo);PTB-

(318)の 例 は 頭 子 音 も 末 子 音 も あ ま り よ く 対 応 し な い け れ ど も 、 動 物 接 頭 辞PL*kH一

を 再 構 し う る 例 で あ る 。

(318)`goat'PL*k-6V-k;Cko6i?,Kkopき,G-;A/Sek6m6k;Jpai31nam33;PS*kabe;

PKC*bin藁*biη(STEDT#6033:provisional)

注 と く にKの 形 式 はShanpε5が 関 係 し て い る 可 能 性 が あ る 。

以 下 の 例 で は 主 音 節 が 高 声 調 で あ る の で 、PL*kH一 を 再 構 せ ず に お く 。

(23)`lizard'PL*k-ph6y;Ckgph血,Kkgph6,Gkoph6;PTB一

注(28)`snake'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。
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(28)`snake'PL*k-ph丘w;Ckohv亘,Kkoph丘,Gkoph血;A/Sekuphu;Jl溢33p旦33;PS

*kaphu;PTB*bow(STEDT#2178)

注(23)`lizard'と 語 家 族 を な す と お も わ れ る 。

(lll)`monkey'PL*k-w6y;Ckgv血,Kkw6,Gkw6;Akoi;Jwoi33;PS*kawoi;PTB

*b/d/g -woy-n(STEDT#2782)

(140)`buf飴lo'PL*k-r6y;Ckr壬,Kc6,Gc6;A/Sek6;Jw溢3310i33;WrB{kywaY},OB

{klway}[Nishil999:68];PS*kloi;PTB*lwa:y(STEDT#2427)

注Proto-Tai*grwaay<Siamesekhwaay(GSTC#75)。Matisoff[1985:33]に

よ れ ば 、 東 南 ア ジ ア 大 陸 部 で の 地 域 語 。

ほ か に 接 頭 辞 と してPL*kH一 を再 構 し うる も の と して 、 次 の も の が 確 認 され て い る 。

(31)`door'PL*kH-phaη;C(?aha),K-,Gkophaη;AkaphAng;J(t∬ η33kha33);PTB

接頭辞 としてPL*k一 を再構 しうるもの として、次の ものが確認 されている。

(17)`ashes'PL*k-but;Cta?kobu?,Kkopot,Gkopot;PTB一

注*hot(STEDT#3514:provisional)は 声 母 も 韻 母 も あ わ な い 。

(47)`㎞i飴'PL*k-taη;Ck6taη,K(taη),G(taη);A/Sekatang`dao';PS*katang;PTB

(105)`mushroom'PL*k-m血;Ckgm血kaiη,Kkom丘,Gk血?m血;Jka33mu33;PTB*g-muw

=*g-mow(STEDT#2472)

(110)`root'PL*k-rat;C?akrai?,Ktoklat,Gtokat;A(kak6),Se(taha);PTB一

注Kの 形 式 は 接 中 辞 一1一が は い っ た 形 式 と推 定 さ れ る 。

5.3t一

動 物 を あ らわ す 接 頭 辞 は 、(32)な ど に お い てK/Gの 主 音 節 が 低 声 調 で あ らわ れ て

い る の で 、PL*tH一 と再 構 し うる。

(32)`fish'PL*tH一 ηa;Ctgna,Ktaη ηa～taηηa,Gtaη ηa;A/Setanga;J(ηa55);PS*tanga?;

PTB*s-Oya(STEDT#1455)

注Cでn一 と な っ て い る の は接 頭 辞t一と 同化 して い るた め 。Jilitanga。

(33)`turtle'PL*tH-lip;Ctoli?,Ktolさp,Gtolセp;WrB{lip'};PTB一
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(34)`bee'PL*tH-C丘n;Ctol両,Ktom亘n～t亘 η加n,Gtom丘n;PTB一

注 主音節が高声調であるばあい、通常は接頭辞の声調 を決定できない。 しか し

この語例では、Kの 自由変異 としてt向 加nが あ り、第一音節が高声調 である。

したがって接頭辞 にも高声調があったと推定できる。なお第一音節の韻母 は、

第二音節の頭子音が η一であるか ら、t-o一の連続をさけるために第二音節の韻母が

重複 して挿入 されたもの とおもわれ る。

(36)`redant'PL*tH-hra〈*tH-khra;Ctghra,Ktgha,Gtoha;Mkhra;PTB一

こ の ほ か 、PL*tH一 と再 構 し う る も の と して 次 の 例 が あ る。

(35)`stone'PL*tH-luη;Ctoluη,Ktolouη ¢iη,Gtolauη;A/Setorong;Jn311uη31;PS

*talung;PTB*r-luη(STEDT#1269)

(60)`bow'PL*tH-li(t/k)?;C(leha?),Ktolbt～tolbi?,Gtoli?;A/Set而t;J(kUη331i33);

WrB({le:});PTB(*d/s-loy(STEDT#2411))

接 頭 辞 と し てPL*t一 を 再 構 し う る も の と し て は 、(37)`fbot/leg'な どに み られ るPL

*ta一や 、(44)`且nger'な ど にみ られ るPL*tak一 が 弱 化 した もの と 関係 して い る も の が 散

見 され る。 た と え ば 次 の よ うな もの が あ る 。

(15)`calf(ofleg)'PL*t-p6k;C(?atasol血Usa),Ktgpau?,Gtgpau?hD皿oshi;A/Se

tanpok;PTB一

注K/Gto一 は(37)`fbot/leg'な ど に み ら れ るPL*taが 弱 化 し た 形 式 と お も わ れ

る 。A/Setan一 はPKC*tanCALF(ofleg)(STEDT#4183:provisional)と 関 係 が

あ る か も しれ な い 。

(16)`lef㌃(hand)'PL*tH-pay<*tH-pway?;C(bela?),Ktopき,G(pε);At6we,Setewe;

Jpai33;WrB({bhay'});PTB*bay～*bway(STEDT#2154)

注PL*t一 はPL*tak-`hand'が 弱 化 した も の と推 定 され る 。 た だ し、Kの 声 調 を

考 慮 す る と接 頭 辞 の 声 調 が 高 声 調 で あ る 。PL*tak一 に 由 来 して い る とす る な ら

ば 、 不 規 則 な 対 応 で あ る。 頭 子 音 と声 調 の 対 応 を考 慮 す る と、GはJか らの 借

用 に 接 頭 辞 が 付 加 し て い る 可 能 性 が た か い 。

(54)`hand'PL*t-h6w<*t-kh6w<*tak-kh6w;Ctoh丘,Ktgh血,G(tho);Atakhu,Se

tahu;Jta?55,1溢31ta?55;PS*tak?u;PTB*k(r)ut(STEDT#712:provisional)

注C/Kto一 は(44)`且nger'な ど に み ら れ るPL*takが 弱 化 し た 形 式 と お も わ

れ る 。
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(56)`㎞ee'PL*t-h血w<*t-kh血w;C?atohv丘,K(tothu),G(tu?thu);Atar底hu,SetAkhu;

Jlま31phut31;PTB*(m)ku(1)((k/η))(STEDT#1251:provisional)

注Ctg一 は(37)`fbot/leg'な ど に み られ るPL*taが 弱 化 した 形 式 とお も わ れ る。

Atan一 はPKC*tanCALF(ofleg)(STEDT#4183:provisional)と 関 係 が あ る か

も しれ な い 。

(58)`thigh'PL*t-kiy?;C(?atokobo?),K(toci),Gtoki;Atanghf,Setang6;Jm溢31kji33;

PTB一

注K/Gto一 は(37)`fbot/leg'な ど に み られ るPL*taが 弱 化 した 形 式 とお も わ れ

る。A/Setan一 はPKC*tanCALF(ofleg)(STEDT#4183:provisional)と 関係 が

あ る か も しれ な い 。

(59)`right(hand)'PL*tH-ha〈*tH-kha;C(p丘?sola?),Ktoha,Gtokha;Alaha,Se

tauwa;J(kh3a55);PTB*g-ya～*g-ra(STEDT#2786)

注PL*t一 はPL*tak-`hand'が 弱 化 し た も の と推 定 され る 。 た だ し 、Kの 声 調 を

考 慮 す る と接 頭 辞 の 声 調 が 高 声 調 で あ る 。PL*tak一 に 由 来 し て い る とす る な ら

ば 、 不 規 則 な 対 応 で あ る。 頭 子 音 と声 調 の 対 応 を考 慮 す る と、GはJか らの 借

用 に接 頭 辞 が 付 加 し て い る 可 能 性 が た か い 。

次 の よ うな 例 も確 認 され て い る。 い ず れ も 主 音 節 が 高 声 調 な の で 、 接 頭 辞 の 声 調 は

決 定 で き な い 。

(57)`nine'PL*t-h丘w<*t-kh丘w;Ctohv丘,K(kau?),G(k5);Atuhu;Jt∫ 五31khu31;PS

*taku;PTB*d-kuw=*d-kgw～*d-gew(STEDT#2364)

注K/GはShankaw3か ら の 借 用 語 。

Cr一に対 してK/Gt一 が対応す るものとして次 の一例が確認 されている。

(115)`bridge'PL*t/r-ka?;Croka,Ktoka,Gtoka;PTB一

5.4s-

K/Gに お い て 主 音 節 が 低 声 調 で あ らわ れ て い る の でPL*sH一 を 再 構 し うる も の に は 、

次 の よ うな 例 が あ る 。

(7)`horse'PL*sH-pu-k;C(mgraη),Kshgph,GshgpU?;A/Seshuruk;PS*sapu;PTB

注Cは マ ル マ 語 か ら の借 用 。 ア ラ カ ン のSakに つ い て はHodgson[1853:5]に

sa画 と い う形 式 が 記 録 され て い る 。 そ こ でPL*s-puを 再 構 す る。 ま たSTEDT
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Databaseに よ る と ナ ガ 諸 語 にsapukと い う形 式 が あ る 。

(156)`nose'PL*sH-na;C(?asokon亘),?asona`apex',Kshona,Gshona;PTB*s-na藁

*s-na:r(STEDT#803)

(181)`rob'PL*sH-nan;CsonaiO,Kshonan,G-;J∫ 溢31加en31;PTB*s-nyen(STEDT

#181)

(7)`horse'PL*sH-pu-kに み ら れ る 接 頭 辞*sH一 は 動 物 に か か わ る も の か も しれ な い 。

し か し 、 動 物 が か か わ っ て い て も 、 共 時 的 に はs一 が あ ら わ れ な い ば あ い 、K/Gで 低 声

調 が で て こ な い よ う で あ る 。

(230)`cattle'PL*s-muk;Csomu?,Kmou?,Gmou?;Asok;PS*samuk;PTk*muk

(STEDT#7137:provisional)

こ の ほ か 、 接 頭 辞 と し てPL*s一 を 再 構 し う る も の と し て は 、 次 の よ う な 例 も 確 認 さ

れ て い る 。

(48)`lips/mouth'PL*s-t丘n;C?asot血U,Kshgt丘n,Gshot血n;A/Seshun;Jn31tΩn33;PS

*sad且n?;PTB*m/s -d(y)u-1/r/n(STEDT#442:provisional)

(50)`grandchild'PL*s-t{iη;C?asottiη,Kshot6uη,Gshut6uη ～shutauO;Jk話31∫u31～

∫u51;PTB-

(69)`moon'PL*s-da<*s-la;Csoda,Kshota,Gshota;A/Sesatha;J∫a33ta33;PS*sada;

PTB*s-(g)la(STEDT#1016)

(131)`star'PL*s-kan-si<*s-kar-si?;Csgkaiηs壬,K(?ulugi),G(?unuηshi);A/Se

sangAns1;J∫ 溢33kan33;PS*sakan-si;PTB*s-kar=*s-kor(STEDT#2300)

(155)`tongue'PL*s-li-k;C?asoli?,Ksholi,Gsholi;J∫iη311et31;WrB{lhyaa};PS*-ti;

PTB*s-lyak(STEDT#629)

(157)`tooth'PL*s-wa;C?asova,Kshwa,Gshwa;Asho;J(wa33);WrB{swaa:};PS

*sawa;PTB*s-wa(STEDT#632)

(185)`seven'PL*s-ni一 η;Csgniη,K(set),G(sit);A/Sesm1;Js溢31nit31;PS*sani(t);PTB

*s-ni-s(STEDT#2505)

注K/GはShantset4か ら の 借 用 語 。
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5.5r-

K/Gに お い て 主 音 節 が 低 声 調 で あ ら わ れ て い る の でPL*rH一 を 再 構 し うる も の に は 、

次 の 二 例 が確 認 され て い る。

(73)`thick'PL*rH-thay;Crothe,Kth歪 ～?gth歪,Gth歪;A/Sethe;Jthat31;PTB*r-tas

(STEDT#178)

(259)`drive/chase'PL*rH一 ηak;Crona?,KOa?,Gηa?;PTB一

こ の ほ か 、 接 頭 辞 と してPL*r一 を 再 構 し う る も の と して は 、 次 の よ うな 例 も確 認 さ

れ て い る。

(116)`dry'PL*r-k6w;Crok丘,K?ok丘,Gk5;PTB一

5.6そ の 他

Cko一 に 対 してK/Ghg一 で 対 応 す る例 が 、 以 下 の 二 例 確 認 され て い る 。 接 頭 辞 の 音 価

を 特 定 で き な い の で 、 本 稿 で は*CH一 と再 構 す る 。

(231)`thunder/sky'PL*CH-muk;Ckomu?`thunder',Khom6u?`sky',Ghomh?`sky';

Jmu?55`thunder';PTB*r/s-mulk[Matisoff2012:35]

(284)`長m(n)'PL*CH-yap;Ckoya?,Khoyap,Ghoyap;WrB{yap'};PTB*g-yalp

(STEDT#2790)

C/K/Gで か な らず し も 明 示 的 に は 接 頭 辞 が あ らわ れ て い な く と も、K/Gで 低 声 調 が

あ ら わ れ て い る ば あ い に は 、 通 時 的 に は 高 声 調 を も っ た な ん らか の 要 素 が 先 行 して い

た こ と を し めす 証 拠 と な る。 次 の よ うな 例 が あ る。

(65)`man'PL*CH-tik-(sa);C(1丘),K(tomisha),Gti?sha;Atiksahora,Setikhora;PTB

(84)`chilly'PL*CH-cap;Cca?,Ksap,Gsap;Jt∫ap31;WrB{cap'};PTB-

(95)`hard/solid'PL*CH-cak;C-,K?osa?,Gsa?;Achak;Jt∫a?31;PTB*tsak-t

(STEDT#186:provisional)

(99)`fbar'PL*CH-cak〈*gH-rak?;C?aca?,Ksa?,Gkosa?;A/SeachAk;PTB一

注PTB*k/grok藁*k/grakFEAR/FRIGHTEN(STEDT#2249)が 関 係 し て い る

可 能 性 が あ る 。
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(149)`sell'PL*CH-khe;C?a∫e,K(ma),Gηohら;A/Sehe;PTB一

注C/G/A/Seの 形 式 は 、 あ る い はShankhaajl`sell'と 関 係 が あ る か も し れ な い 。

(189)`green'PL*CH-seη?;C-,Kkoshdη,GshaiO;Seseng;JtsiO33`grass';PTB*s-riη

美*s-r(y)aη(STEDT#71)

(194)`comb'PL*CH-si-k;Ch血si,Kwogi,Gh6shi?;Jp錘55si55,m溢31sit31;PTB

*m-si(y)-t(STEDT#1219:provisional)

(196)`liver'PL*CH-sen;C?aηsiη,K?oshるn,G(t6ci);Jm溢31sin31;PTB*m-sin(STEDT

#1390)

(205)`chin'PL*CH-ha<*CH-kha;C?aho6血?,K?oha,Gηohahu?;A/Se(khadang);J

n31kha55;PTB*(m/s)-ka(STEDT#273:provisional)

(207)`branch/twig'PL*CH-ha-k<*CH-kha-k;C?aha?,Khola?,Gha;A/Se(musa);

M?okha?;PTB*s-ka(1)k(STEDT#1278)

注C/K/Gの 証 拠 か ら だ け で はPLの 接 頭 辞 を 決 定 す る こ と は で き な い 。 し か し

PTBも 参 考 に す れ ば 、 お そ ら く は*sH一 を 再 構 し う る 。

(226)`waterleech'PL*CH-mo;CmoylfI?,Km5,Gm5;Mhηy6,WrB{mhyo.};PTB

注 ビ ル マ 語 の 形 式 か ら 判 断 す る と 、PTBで 接 頭 辞*sH一 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。

Cで はPLの 主 音 節 が 接 頭 辞 と し て の み の こ っ て い る 。

(249)`heavy'PL*CH-ni(η/k);C(?aniη),Knさi?,Gni?;A/Senik;PTB-

(251)`bury'PL*CH-nup;C-,Kn6p,Gn5p;A/Senup;Jlup31;PTB*klup(DPTB

#138)

(252)`push'PL*CH-no<*CH-nor?;C-,K-,Gnう;A/Seno;PCC*nor(STEDT

#4805:provisional)

(257)`benddown'PL*CH一 ηuk;Cηu?,K⑳u?,Gφ?;PTB一

接 頭 辞 と は い え な い け れ ど も 、CHを 再 構 し う る も の と し て 次 の 例 も あ る 。

(300)`=ALLATIvE'PL*=CHa;C=a,K=pa,G=a;PTB一
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6声 調

PLの 声調 として、本稿では高声調(H)と 低声調(L)を み とめる。高声調は鋭アク

セ ン トで しめ し、低声調は とくに表記 しない。PL*HとPL*LがC/K/Gで どの よう

に対応するかを しめす と、(319)の ようにな る。

(319)a.PL*H:CakHvs.KaduHvs.GananH

b.PL*L:CakLvs.KaduMvs.GananM

c.Kadu/GananのLやFは 二 次 的 な 発 展

(319a,b)に ついて具体例は本稿ですでに多数 あげたので、再掲は しない。(319c)

について、K/Gに おいて共時的にみ られ る低声調があらわれる条件 は、原則 としては

次 の二つである。すなわち、(1)共 時的にみたばあいの 中声調 に高声調 が先行す る、

あるいは(2)PLに おける低声調 に高声調 が先行す る、このいずれかの条件において

K/Gの 低声調 があらわれ る。 さらにKに おいては、Lの 直前にMが ある環境で、そ

のLがFに 変調す る注85。

声調 の対応はかな りの程度 に規則 的で あり、不規則 な対応 はほ とん どみ られない。

声調の対応 が不規則な ものとしては、次にあげるよ うなものがある。 これ らの例につ

いては、本 当に同源形式 といえるか どうかについても、検討 を要する。

(19)`cheek'PL*n/1-baη;C?anobaη,Klopaη,Gnopaη;A/SenambAng;PTB*baO藁

*boO(STEDT#263:provisional)

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い ほ か は 、 よ く対 応 して い る。PLで は 声 調 を 指 定

で き な い 。

(52)`smell(vt)'PLPL*t壬m?<*ty血m?;C?atiη,Kt丘m,Gt血m;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い

(169)`shrimp'PL*r-i-s壬k?〈*r-i-sy丘k?;C?isf?,K?ishO?,G?ish丘?;PTB一

注Kの 声 調 が 対 応 し な い 。

(180)`live'PL*s6η?<*sy如?;Csfη,Kshさiη ～?oshさiη,Gshaiη;Aseng,Sesheng;J

tsiU33`grass';PTB*s-riη 蚤*s-r(y)aη(STEDT#71)

注Kの 声 調 は 不 規 則 。

注85カ ドゥー語 とガナ ン語 にお け る声調 につ い て よ りくわ しくは藤 原[2012
,2013]を 参 照。
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(224)`capsicum'PL*m-ruk?;Cmoru?,Kmou?nεgi,Gm血?;Amos1,Semoks1;PTB

注C/KとGと で 声 調 が あ わ な い 。

(232)`under/below'PL*m血k?;C?amu?,Khgm血?～kom丘?,Ghgm血?;PTB一

注CとK/Gで 声 調 が あ わ な い 。 さ ら に 韻 母 の 対 応 も不 規 則 。 同源 形 式 とは い

え な い か も しれ な い 。

(274)`f乞ther'PL*a-wa?;C?ava,K?owa,G?owa;Aapa,Seapo;Jwa51;PS*wa;PTB

*pa=*pwa(STEDT#2546)

注C/K/Gで 声 調 が あ わ な い 。

(296)`cockroach'PL*s-Cip?;Csidi?,Ksholip,Gsholip;PTB一

注CとK/Gと で 声 調 が 対 応 し な い 。

(301)`=LOCATIvE'PL*=a?;C=a,K(=pe),G=a;PTB一

注CとGで 声 調 が 対 応 し な い 。K=peは*=pa-iと い っ た 形 式 に 由 来 す る か も

しれ な い 。

(309)`wifb'PL*ik;C?a?i?da,K?ei?,G?ei?;PTB一

注CとK/Gで は 声 調 が 対 応 し な い 。 た だ し、意 味 的 に み て も(158)`daughter'

と 関係 が あ り、`角male'PL*ikと い っ た 形 式 を再 構 し うる 。

7音 対 応 の ま と め

この節 ではルイ祖語か らチャック語 、カ ドゥー語、ガナ ン語への対応をま とめる。ア

ン ドロ語 とセンマイ語については、語例が十分にあるとはい えないのであつかわない。

7.1ル イ祖語 とチャック語

・頭子音については、チャック語の形式がほぼそのままPLに 再構 しうる。

・頭子音についてチ ャック語を特徴づ ける対応は、(i)c∫ がPL*khy/khi、(ii)c

kyiがPL*ti、(iii)cvがPL*wで 対応するものである。

・PLに 有声閉鎖音 ・有声摩擦音を再構する根拠は、基本的にはチャック語のみで

あ る。ただ し、対応す る無声音 が語 中で有声音に変化 してい るものもおおい。

PL*b,*d,*jは 、それぞれ*p,*t,*cと 再構できる可能性がある。

・チャック語の入破音については適当なPL形 式を再構することができない。

・母音(開 音節)に ついては、チャック語の形式のみか らPLの 形式 を特定す るこ

とはまずできない。ただ し、チャック語にUIが あれ ばPL*oyを 特定できる。

一ll9一



藤原敬介

・ 母 音(閉 音 節)に つ い て は 、 チ ャ ッ ク語 の 形 式 か らPLの 形 式 を特 定 す る こ と は

ほ とん どで き な い 。 た だ し、 チ ャ ッ ク語 が 一i?で あ れ ば 、PL*-yukを 、 一壬mで あ

れ ば 、PL*-yumを 再 構 で き る。 チ ャ ッ ク語 が 一ai?で あれ ば 、 ほ とん どの ば あ い

PL*-atを 再 構 で き る。

・ 声 調 に つ い て は 、 チ ャ ツ ク語 の 高 声 調 は 、接 頭 辞 を の ぞ き 、PL*Hで 対 応 す る。

チ ャ ッ ク 語 の 低 声 調 は 、PL*Lで 対 応 す る。

7.2ル イ祖語 とカ ドゥー語 ・ガナ ン語

・頭子音については、カ ドゥー語 ・ガナ ン語の形式がほぼそのままPLに 再構 しう

る。ただ しK/Gsに ついては、PL*cが 再構 しうる。

・頭子音についてカ ドゥー語 とガナン語を特徴づける対応は、(i)KkhがPL*kh、

しかしGh、(ii)C6の ときKpに 対 してGm。

・母音(開 音節)に ついては、カ ドゥー語 ・ガナン語の形式のみか らPLの 形式を

特定することはできない。

・母音(閉 音節)に ついては、カ ドゥー語 ・ガナ ン語の形式がPLの 末子音を決定

する根拠 となる。ただし母音にっいては、かな らず しも決定できない。

・声調 については、カ ドゥー語 ・ガナン語の高声調は、接頭辞 をのぞき、PL*H

で対応す る。カ ドゥー語 ・ガナ ン語の中声調は、PL*Lで 対応する。

・カ ドゥー語 ・ガナン語において一音節半語の主音節 あるいは語頭にLが あるば

あい、接頭辞 としてPL*Hが あった と推定される。

8音 対 応 一 覧

本稿であげてきた音対応を一覧表に してま とめる。表記上の注意は以下の とお り。

●対応 がわか らないものについては?の みをつ けた。た とえばPL*utに 対応す る

アン ドロ語やセンマイ語は適 当な形式が確認 されないので、?に している。

・対応例が確認 され るけれ ども、規則的なものか どうかわか らないものや 、対応

例が確認 されない けれ ども、類例 か ら判断 して対応音 が推測 され るものには、

対応音のあ とに?を つ けた。た とえばPL*opに 対す るカ ドゥー語のop?は 、も

しも対応例があるならこうなることが予想 され るとい うものである。他方、PL

*itに 対す るPTBのi:t?は 、対応例 はそ うなってい るけれ ども、規則 的とい える

か どうかはわか らないものである。
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8.1頭 子音

ルイ祖語の頭子音 については、C/K/Gで ほぼそのまま対応する。 ただ しCの 入破音

がK/Gで どのよ うに対応するかについては、 さらに同源形式をさが して検討する必要

がある。

表3ル イ祖語の頭子音
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8.2母 音

8.2.1開 音 節

ル イ 祖 語 の 母 音(開 音 節)は 、*a、*i、*uに つ い て はC/K/Gで ほ ぼ 問題 な く対 応 し

て い る 。 しか し*e、*oお よ び*-y、*-wと い っ た 形 式 に つ い て は 、C/K/Gの あ い だ で か

な らず しも 対 応 が 一 定 しな い 。

表4ル イ祖語の母音(開 音節)

PL CakKaduGananA/SeJingphoPTB

*a a a a a a *a

*ay?
e ε ε e ai/at? ay/as?

*aw
a o o a au/u? *a:w?

*i i/壬 i i i i *i/iy/ey/oy

*iy?
e i i i/e? i *i?

*e
e ε e e ai *oy?

*ey i ε e e ai *oy/a:y?

*u
u u u u u

*U/UW/oy

*uy
VU i i i ui *wiy/woy

*UW
VU u u u u

*∈)W

*0
0 o o 0 au/a *aw?

*oy
UI ε ε/e oi/e oi *oy/oy

*OW
u u o u u? *aw/U?

8.2.2閉 音節

ルイ祖語の母音(閉 音節)は 、*aC、*ic、*uCに ついては、C/K/Gで ほぼ問題なく対

応 してい る。 しかし*eC、*oCお よび*yuk,*yumと いった形式にっいては、 さらに同

源形式 をさが して検討する必要がある。 とくにCの 中舌母音が閉音節 におわるばあい

に、 どの ようなルイ祖語 を再構す るべ きかに課題がある。 さらに同源形式 をさが して

検討す る必要がある。 なおルイ祖語 における語末のrに ついては、CaioがK/Gaで 対

応するときにPL*arで あることだけが確実な根拠である。語末の1に ついては、A/Se

やPTBで 同源形式が確認 されなければ、再構できない。
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8.2.2.1閉 鎖 音

PL

表5ル イ 祖語 の母 音(閉 音節 ・閉鎖 音)

CakKaduGananA/SeJingpho PTB

*ap a? ap ap ap ap *ap

*at ai? at at at at *at

*ak a? a? a? ak a? *ak

*ip i? ep/ip? εP/ip? ? jup?
*ip/up?

*it i? et εt 1t it *i:t?

*ik i? i?/ei? i?/ei? 1k i? *ik

*ek ai? ai? ai?/ei? ek ? ?

*up u? up up up up *up

*ut u? ot gt ? ut *ut

*uk u? ou? OU?/au? ok u?/u *uk/u

*ik?< *yuk? i? u? u? uk u? *uk?

*OP o? OP? 叩 ? ? ?

*ot o? ot/ot? ot? ? ? ?

*ok o? au? au?/OU?? ok ? *u(:)k/ok?

2228

LP

自 立 こ六 立
界 日'〃IL目

表6ル イ祖 語 の母音(閉 音節 ・鼻音 ・流 音)

CakKaduGananA/SeJingpho PTB

*am aη am am am am
*am

*an
o

alη an an an an
*an

*aη aη ao aη ang aη *aη

*im ●

lu im/em im/εm em?
●

lm
*im/yam

*in? io? iη? in? in? in? *in?

*iη iη iη/eiη iη/eiη ing/eng? in/iη? *in/iη?

*en
●

lo en εn en/el in *in

*q〕?<*yal〕? iη
●

elη
o

alη eng iη *iη/yaη

*um uη om om/om om um
*um

*im?<*yum? ●

丑η um/om um/om um um
*yim/yum/im/um?
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PL Cak KaduGananA/Se JingphoPTB

*un uη un un un un
*un/ul/wan?

*uo uη uη uη ong/ung? uo *uo

*om 一 一 一 一 一 一

*on uη/oη on on on un
*un

*oη? oη auη auη ong ? ?

*ar
●

alO a a a an
*ar

*ir aiη? i i ? en? *ir

*or ? ? o? o? ? *or?

*a1 ●

a10 an an an/al an
*ar?

*el?<*il? iη/aiη? en? εn? en/el? in *ya(:)1/il?

*ol〈*ul uη on on ol un
*ul

8.3声 調

ルイ祖語 の声調 は、C/K/Gで ほぼ例外 なく規則的に対応する。 しか し、ジンポー語

とはあま りうまく対応 しない。A/Seに ついては声調が記録 されていないので対応がわ

からない。PTBに ついては本来の声調がどうであったかを決定できない。

表7ル イ祖語の声調

PLCakKaduGananA/SeJingphoPTB

*H

*L

H

L

H

M

H

M

?

?

?

?

?

?

9お わ りに

以上、本稿ではチャック語 とカ ドゥー語、ガナン語 を中心に比較することによ り、ル

イ祖語 の再構 をこころみ、318組 の同源形式を提示 した。そ して、ル イ語群 に属する

諸言語(チ ャック語、カ ドゥー語、ガナ ン語、アン ドロ語、センマイ語)の あいだにみ

られる音対応 を具体的にあきらかにした。

今後の課題 としては以下のものがある。

・チャ ック語 に音素 としては存在するけれ ども、ルイ祖語 として適 当な形式 をほ

とん どたて られなかった ものがある。具体的には/ch,d,j,g/で ある。 これ らは

主 としてマルマ語か らの借用語にみ られる。ただ し、対応す るマルマ語が不明

であるばあい もある。入破音/6,(f/に ついては適 当な同源形式をほとん どみつけ

られなかった。 中舌母音/壬,田/については、とくに閉音節について、同源形式 と
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祖形 の推定 に不十分な点がみ られる。 これ らの点について、さらに同源形式を

さがしだ し、より妥当な祖形を再構する必要がある。

・カ ドゥー語 とガナン語のあいだでのみ共通する同源形式 を本稿ではPLと み と

めなかった。 しか し、両言語で共通する語彙は多数 ある。 これ らの語彙 を視野

にいれ、より規則的な音対応 を追求する必要がある。

●PL*-eCやPL*-oCと いった形式 は、PL*-iCやPL*-uCと ま とめるこ とがで

きる可能性がたかい。 さらに同源形式を さが しだ し、よ り妥 当な祖形を再構す

る必要がある。

・チ ャック語 の中舌母音がかかわるとき、ルイ祖語 として介音 を再構 した(PL

*yuk
,*yum)。 ほかの条件においても介音 を再構 できるか どうか、さらに資料を

精査 して検討する必要がある。

●チャ ック語 におけるバ ングラ語やマルマ語か らの借用語について、音対応 を網

羅的に調査す る必要がある。

・カ ドゥー語やガナ ン語 におけるビルマ語や シャン語か らの借用語 について、音

対応 を網羅的に調査す る必要がある。

・語彙の比較のみならず、文法もふ くめた総合的な再構 をめざす必要がある。

以上の課題 を解決 し、将来的には 伽 η幽oo歓 ゾ加 ∫訪1αηg澱gθ5の完成をめざしたい。
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附録:ル イ語群の分布
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ルイ祖語の再構にむけて

藤原 敬介

要 旨

本稿ではチベ ッ ト・ビルマ語派ルイ語群 に属す るチャック語、カ ドゥー語、ガナン

語 について、これ らの言語に共通す るルイ祖語(Proto-Luish:PL)を 再構することを

こころみた。再構 にあたっては、上記三言語のほかに、アン ドロ語やセンマイ語、ジ

ンポー語、チベ ッ ト・ビルマ祖語の形式 も適宜参照 した。

調査の結果、以下の内容があきらかとなった。

・PLに お け る 主 要 な 頭 子 音 と し て は*p,*ph,*t,*th,*c,*k,*kh,*s,*h,*m,*n,

*η
,*1,*r,*w,*yを あ げ る こ と が で き る 。

・ 対 応 例 が す く な い け れ ど も 、*khy,*b,*d,*j,*dも 頭 子 音 と し て 再 構 し う る 。

・PLに お け る 主 要 な 母 音 と し て は 、 開 音 節 に お い て は 、*a,*i,*uを あ げ る こ と が

で き る 。

・ 対 応 例 に ふ た し か な 部 分 が あ る け れ ど も 、*ay,*aw,*iy,*e,*ey,*uy,*uw,*o,

*oy
,*OWも 再 構 し う る 。

・PLに お け る 主 要 な 母 音 と し て は 、 閉 音 節 に お い て は 、*ap,*at,*ak,*ip,*it,*ik,

*up
,*ut,*uk,*oP,*ot,*ok、*am,*an,*aη,*im,*en,*iU,*um,*un,*uU,*ar,*ir

を あ げ る こ と が で き る 。

・ 対 応 例 に ふ た し か な 部 分 が あ る け れ ど も 、*ek,*in,*eη,*on,*oη,*al,*e1,*01も

再 構 し う る 。

・ 声 調 は 、 高 声 調 と 低 声 調 の 二 種 類 を 再 構 で き る 。
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